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　赤い肌はだの大きな体。

　額ひたいにはねじれた角つのが突き出し、ぎらりとした黄金の目が光る。

　大きな口からのぞいた牙きばのような歯に、皮の下した穿ばきときたら、それがなにかは子供でも知っているはずだ。

「え、あれって……鬼!?」

　千ち夜やの視線の先には、赤や青の肌をした鬼が手に金かな棒ぼうを持ち、白しろ装しよう束ぞくの集団を追い立てていた。

「んんん……ん？　ひょっとして、私のこの状態って、もしかして死んでる……？」

　つぶやいてすぐに千夜が首を振ると、背に流れる黒髪がさらさらと揺ゆれた。

「なわけないわよね～。うん、よくある夢だわ、これは夢」

　日頃から、魑ち魅み魍もう魎りようや天てん女によが出てくる不思議な夢を見ることは多い。

　夢ならば恐おそれることはない。

　弱い者を脅おびやかす鬼の態度は高圧的で、とても嫌いやな感じがするものだ。

　──金棒を、奪ってやる。

　夢のなかではかなり自由に振舞えることを知っている千夜は、物もの怖おじせずにずんずんと歩き始めた。

　これまでも夢のなかにいるときは、思わぬ怪かい力りきが働いたり宙に浮いたりと、望むことができたのだ。

　すると千夜の姿に気づいた鬼が、ぎょっとしたあとギロリと睨にらんでくる。

「なんだ、お前のその格かつ好こうは……妙みような──」

　言われてみると、自分の格好は屋敷で身につけていた衣装と変わっておらず、紅べに地じに雲くも形がたのしぼりが入った、蔦つた模も様ようと金の摺すり箔はくをあしらった打ち掛け姿だ。

　ここにいる誰だれもが白装束であることを思えば、ずいぶんと目立つだろう。

　だが千夜は迷まようことなく身を乗り出すと、遠えん慮りよなく手を伸ばして鬼の腕にある金棒を奪い盗とろうとした。

　千夜の指がぺたっと相手の毛深い腕うでに触れる。

「うひぃっ!!」

　自分から触れておいて悲ひ鳴めいをあげてしまったのは、鬼の腕が奇妙に生なま温あたたかかったせいだ。

　おかしい、と首をひねってあとずさる。

　なぜならこれまでの、千夜の夢には触感と臭においが存在しなかったのだ。

　どういうことかと自分の手を見る千夜に、鬼の声がはるか頭上で響ひびく。

「お前は……死し出での山を越えておらんな。その格好といい、どうやってここまできた」

　太い腕が伸ばされ、千夜は着物の襟えりをつかまれそうになって、慌あわてて逃げ出す。

　確かにここにいた人たちとは違い、自分は赤い打ち掛けをはおっている。

　砂じや利りがどこまでも広がる場所を走りながら、千夜の頭にようやく状況が甦よみがえってきた。

「ちょっ、待って。思い出してきた！　そういえば私、輿こし入いれがあったはずで……」

　そう口にしてすぐに次の事実が浮かびあがる。

「……あったけど、それも流れて……原因を調べないとって……」

　怒ど濤とうのように脳内にあふれ出す記憶とともに、はっきりとわかっていることがあった。

　──そうだった……私の婚約者は、もう誰だれかに殺されたんだった。
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　冬の寒かん気きが居い座すわりつづけるこの時期は、まだ空気もシンと冷ひえている。

　ようやく梅うめの木に蕾つぼみがつくかどうかという頃に、千ち夜やは数え年で十六を迎えた。

　侍じ女じよの鈴すず音ねが部屋にあらわれると、じきに父親が話をしに部屋にやってくるという。

「父上が？　景かげ光みつのことかしら……」

　とっさに千夜の頭に浮かんだのは、ようやく一人前になりつつある弟の顔だ。

　景光は幼おさない頃から利発で、文ぶん武ぶの才に恵まれていた。

　姉としても誇ほこらしい自じ慢まんの弟だったが、自分たちが暮らす鍵けん条じよう門もんの家柄に問題があることはわかっている。

　宝ほう杏あんを治おさめる国主に仕え、かつては栄えい華がを誇った時期もあった。しかし、世はめまぐるしく移り変わり、宮中の勢力図は書き換えられていく。

　そんななか、鍵条門家は名こそ知られているものの、暮らし向きは右肩下がりに傾いていった。

　千夜が暮らしている屋敷はいまや財政難に喘あえぎ、仕えている人間も減る一方だ。

　おかげで貴族の姫君でありながら、千夜の側そばにいる侍女は鈴音ひとりだった。

　千夜の母親は弟の景光を産んだ後、産後の肥ひ立だちが悪く早そう世せいしており、弟の景光は鈴音の母を乳う母ばとして育てられた。

　いまや大抵のことは自分でこなしてしまう千夜は、いつも鈴音にそれを咎とがめられてきたが改める気はない。

　生まれだの身分だのを気にしていたところで、空すいたお腹なかはふくれないのだ。

「はぁ、なにか儲もうけ話はないかしら……」

　手にした書物をめくりながら、千夜はつい深くため息をつく。

「千夜さま、それはまがりなりにも姫君の口にされる言葉ではございません」

「わかってるわよ。でもねぇ、せめて傷いたんだ戸板は替えたいし、野草をたべてる厩うま舎やの牛のほうが太っている状況にもうんざりなの」

　この状況を変えるため、年頃の自分に残された手は『婚こん姻いん』。

　それには素す晴ばらしい公きん達だちからの求婚が必要ではあるのだが、それもある日を境さかいに諦あきらめつつある。

「数年前までは、千夜様にと文や届け物を下さったお客人もたくさんおられましたのに……」

「仕方がないわ。あのとき私は厨くりやと庭をいったりきたりで、人前に出られる格かつ好こうじゃなかったし……でも、おかげで不思議話術が身についたわよね」

　来客時にも畑にいることが多かった千夜は、御み簾すのなかにいるフリをせねばならず、客人がいる部屋の外から、ばれぬように返事をするという器用な芸当を身につけた。

「ばれたときには、ご当主様が大変にお怒りでしたものね」

「そうね、父上はやはり体面を大事にしているもの。あぁ、でもこのあとお話があるんだったわね」

　ため息をつきつつ、千夜は手にしていた巻物を元通りに巻き直す。

　それは何巻にも分かれており、絵や物語が記しるされたものだ。

　鬼おにやあやかし、死後の世界について描えがかれた絵巻物は、見るからにおどろおどろしい内容で、死後の人が朽くちていくさままでが描かれている。

　巻物を箱に収める鈴音の手もどこか緊張しているようだ。

「千夜様のお祖ば母あ様が残された大切なお品ですけれども、この巻物はなんだか恐おそろしいです」

「そう？　ちょっと気味が悪いけど、読み始めるとついとまらなくなってしまうのよね……なぜか引きこまれちゃうっていうか」

　千夜は幼い頃、祖母にとても可か愛わいがられて過ごした記憶がある。

　こうした巻物や物語を、物心がつくかどうかの頃から読み聞かされてきたのだ。

　そのせいか、残された遺い品ひんに触れていると、不思議と懐なつかしく満たされる気がして、千夜はときおり巻物を自室に持ちこんでいた。

「千夜様の年頃でしたら、殿との方がたやご友人との文の交換ですとか、姫君らしい恋絵巻ですとかを楽しまれるものなのではないでしょうか？」

　純粋に疑問を感じているようすの鈴音に、千夜はきっぱりと首を振る。

「いいのよ。恋絵巻じゃドキドキしないもの。引き替えこの絵巻の深い闇やみ……恐ろしい悪あつ鬼きたちの所業、血と骨……。うぅ、ほんと考えるだけでも動どう悸きが……」

「千夜様、そのドキドキはまた違うやつだと思いますわ」

　千夜が最後の巻物を桐きりの箱にしまいこむのと、簀すの子こ縁えんに父親が姿をあらわしたのがちょうど同時だった。

　じろりと部屋を見まわして千夜の生活を確認すると、そっけなく飾り気けもない娘のようすに悲しげに眉まゆをひそめる。

「もうちょっとこう、娘らしく……かんざしのひとつもねだればいいものを。お前ときたら読み物ばかり」

「お元気そうでなによりです、父上」

　笑顔で愛あい想そ良く答えると、小直衣このうし姿の父親は小言を言うのを諦めたのか、真顔のまま千夜の前に腰を下ろした。

　そして思い詰めたような表情で身を乗りだすと、大きく口をひらいた。

「よいか、喜べ。そなたの輿こし入いれ先が決まったぞ！」

　突然告げられた言葉に、千夜はただぽかんとして目を見開く。

「わかるな。そなたももう年頃だ……このままではいき遅れ……いや、ゴホン。あまり良い結果は訪れない」

　目をきらきらとさせ勢いこむ父親に、千夜は眉を寄せて尋たずねる。

「その、お相手はどういった方ですか……？」

「それがだな！　いままさに宮中でも有望視されておる、綱つな盾たて家の清せい十じゆう朗ろう殿だ」

　相手の名前を聞いたところでどんな人物かわかるはずもなかった。

　すでに権力争いから遠い位置に置かれた家柄の千夜は、貴族の集まりや遊ゆう戯ぎに関わることもなく、孤こ独どくに快適に暮らしていたのだ。

「綱盾家は武家ではあるが、当主は大変柔にゆう和わな物腰でな。書にも通じていて、教養もおありになる。ひとり息子むすこの清十朗殿は、そなたよりふたつほど年かさだし釣つり合いもよかろうと、輿入れの話をいただいたのだ」

　父親のようすからすると、両者の間ですでに話はまとまっているのだろう。

「なるほど……わかりました」

「おおぉ、わかってくれるのか!?」

　あまりに簡単に返事をした千夜に、父親は驚いたようすだ。

　しかし時間をかけて考えたところで、答えは結局同じだろうとしか千夜には思えなかった。

　諦めかけていた条件のいい輿入れ、それは千夜にとって拒むべき話ではない。

　なにしろ以前から、父親が娘の身を気にしていたことぐらい知っている。

　歌や文ふみを交かわす相手ぐらいいないのかと、侍女の鈴音にこそこそ聞いていることもわかっていた。

　せめて父を安心させてやりたいと、千夜は真ま面じ目めに答える。

「はい、残念なことに道ならぬ恋もなければ、懸け想そうする相手もおりませんもの。父上がこの方と定めてくださったのならば、従いますわ」

「そうか、そうか。お前もようやく貴族の娘らしい心持ちになってくれたか」

　目を輝かせた父は、自分が嫁とつぎでもするかのように、足取りも軽く部屋から出て行った。

　さっと千夜が振り返ると、背後で控ひかえていた鈴音と目が合う。

「鈴音は、綱盾家って知ってる？」

　問いかけに、鈴音はこくりと笑顔でうなずいた。

「はい。綱盾家のご当主は、いまの国主様に仕えられてから、参さん謀ぼうとして戦場で武ぶ勲くんをいくつもたてられたとか。一族には豪族や商家も多く、裕福なお家柄であると噂うわさを耳にいたします。それに嫡ちやく男なんの清十朗様は勇ゆう壮そうでとても凜り々りしく、国主様の覚えもめでたい青年だと、想いを寄せて文を送る姫君もいらっしゃるとか」

　立て板に水といったようすですらすら語る鈴音に、千夜は驚かされる。

「それだけの情報を、一体どこから仕入れてくるの？」

「日々の務めの合間に、自然と耳に入ってくることですわ。お使いに出していただくこともありますし、市いちには噂好きが多くおりますから」

　子こ鹿じかのように澄すんだ瞳ひとみで、大人おとなのような分別を持つ鈴音は、もはや千夜になくてはならない腹心でもあった。

　妹とも呼ぶべき存在の鈴音の言葉なら信じられる。

「そう」

　──鍵条門家も落ちぶれたとはいえ、弟の景光には将来の見こみがある。いつか参さん内だいする日がきたときのためにも、少しでも後うしろ盾だてはあったほうがいいわよね。

　冷静に考えれば考えるほどに、財力も権力も寂さびしい状態になった鍵条門家に残された手段は、ひとり娘である千夜自身の婚こん儀ぎぐらいのものだった。

　決して家格は悪くなく、新興の武家が婚儀の相手として目を付けるには、落ちぶれ具合も年齢も千夜は適任だったのだろう。

「千夜様、ご当主様のおっしゃることも大切ですけど、まずは文を交かわしてからお考えになられても……」

　気づかいだとわかる鈴音の言葉に、千夜は微苦笑を浮かべた。

「いいのよ。私にはもともと文を交わす相手もいないし、お慕したいするような誰だれかとの出会いもなさそうだもの。父上の人を見る目は信用できるし、景光の役に立てるのならそれがいいわ」

「そんなふうに、お考えだったのですか」

「こういうのって、おかしいかしら？」

　いつも父親に、年頃の娘らしくないと嘆なげかれてきた。

　目の前にいる鈴音も、千夜の選んだ答えに戸と惑まどっているようだ。

　こんな自分では、もしかすると輿入れ先の相手の迷惑になることがあるかもしれない。

「いいえ。私が大好きな千夜様のご決断ですもの」

「……鈴音」

「ご自分でお気持ちを決められたのなら、とても素敵です。私も全力でお支度を手伝わさせていただきますね！」

「ありがとう。頼りにしてるわ」

　可愛らしい微笑ほほえみを浮かべ、ぎゅっと拳こぶしを握る鈴音を見て、千夜は笑顔でうなずいた。
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　千ち夜やが素直に婚儀の話を受けたことで、父親は早速話を進めているようだ。

　桜の咲く頃には正式な輿入れにしようと、周囲に根回しもしているらしい。

　あまりに事が早く進められるせいか、宝ほう杏あんの砦とりでの守り役についている清せい十じゆう朗ろうは、支度のために一いつ時ときに都みやこに呼び戻されているという。

　ごく一時的なこととはいえ、国主からこうした許可を得られるということもまた、綱つな盾たて家の覚えのめでたさを裏付けているようだった。

「父上ったら、せっかちすぎだわ。輿入れまで、もうふた月しかないなんて」

　文句を口にしつつ、千夜は鈴すず音ねとともに衣装行ごう李りを整理していた。

「先方の綱盾家はお武家様ではありますが、ご当主様がとても信心深いそうです。それで吉日を、幾いく人にんもの術者に占うらなっていただいたようですよ」

「先方はそういうつもりでも、父上はきっと違うわ。向こうと私の気が変わらないうちに、早くまとめてしまいたいのよ」

　ぶつぶつと口にして、千夜は小こ袖そでや袴はかまを選別していく。

　それをひとしきり眺ながめていた鈴音は、小さくため息をついた。

「やはり、輿入れの装しよう束ぞくもですけれど、新しい家で暮らされるための単ひとえと袿うちぎを新調しなければなりませんね」

「でも、いまの鍵条門家にそんな余裕はないでしょう」

　千夜は小さくため息をもらす。自分の衣装を新調するぐらいならば、むしろ近々参内することになる、弟の景光こそ衣装を整えねばならない。

　苦しい財政状況を知るだけに、気むずかしく眉を寄せた千夜だったが、鈴音がほんのり苦笑する。

「まぁ、千夜様。そこは花嫁になられるのですもの、心配は御無用ですわ。綱盾様から輿入れの支度金もいただいております。ちゃんと嫁入り道具をそろえられます」

　安心してくださいと言われたものの、千夜は力強く顔をあげた。

「それでも、無む駄だ遣づかいは嫌だわ。いまから市へいきましょう、仕立てを呼ぶと高くつくもの。私が直接いって生き地じを見せてもらうわ」

　出かける支度をした千夜は、久々に屋敷の外に出ると、路ろ傍ぼうの花すら新鮮な気分で眺められた。

　すっきりと晴れた青空は高く、まだ肌寒い風はあったが、ふたりは体を温めるように歩き続けた。

　鍵けん条じよう門もん家の屋敷はかつて名を知られた家柄だけに、古いが構かまえやこしらえは立派なもので、御ご所しよからもそう離れてはいない。市へも徒歩で半刻ほどの距離だった。




　宝杏の都は、やわらかな稜りよう線せんの山々に抱いだかれるようにしてにぎわっている。

　七代目の国主による安定した施し政せいのおかげで、街は華はなやぐ一方だ。

　市が開かれている場所はゆるやかな坂に沿って石段で整えられ、通りは人であふれかえり、人々は両脇に立ち並ぶ店先をのぞいている。

　鈴音と寄りそって歩いていた千夜は、軽く結ゆわえた髪を揺らす風がほんのり香った気がして驚く。

「まだ、梅が咲くには早いわよね？」

　にぎわう店々の間、細い路地を抜けた場所にある荷下ろしのための敷地に、植えられた梅の木が何本か見える。蕾はまだほころぶには早いようだ。

　結局、鈴音のなじみの生地問屋で、衣装の仕立てをいくつか頼んだ。

　注文して値段の交渉を鈴音がしてくれている間、千夜は表の人通りを眺める。

　都の景色は屋敷に引きこもっているよりはるかに刺激的で、活気を感じられるのが千夜は嬉うれしかった。

　やがて餅もちや飴あめを売る行商が、色とりどりの商品を大きな竹たけ竿ざおにさげて近づいてくるのが目に留まる。竿にずらりと並べられた飴に興味を引かれつい近づく。

「可愛い、猫とか犬だけじゃなくて、蛇へびとか龍りゆうまであるのね。それにこれ……角つの？」

「あぁ、変わっているだろう？　それは魔ま除よけの鬼の飴だよ。悪さをして叱しかられた子なんかに戒いましめで持たせる」

　頭ず巾きんでよく見えなかった男の声は、思ったより若かった。

「この飴は、貴方あなたが作ってるんですか？」

　うなずいた職人の面おも立だちは、目がきゅっと細く口角がやたらとあがっているせいか、とても愛想がよく見える。

「これをあげよう。可愛らしいお嬢じようさんにお祝いだ」

　そういって差し出されたのは、白い猫ねこを象かたどった飴だった。

　──え、でもお祝いって……。

　輿入れのことなど一言も口にしていない。

　驚いて千夜が顔をあげると、飴売りは階段をすでに上がり始めている。生地問屋のなにかが目に留まって気づいたのかもしれない。

「ありがとうございます！」

　不思議だったが、千夜の礼の言葉に飴売りはゆったりと片手をあげると、そのまま坂道の先へ消えていった。
















　手に残されたつるりと愛らしい猫の飴を見つめてから、千夜は大切に袂たもとにしまう。

　その帰り道。鈴音と歩く千夜は、思わぬものを目にして足を止めた。

　平穏な日常の風景のなか、突とつ如じよ目の前を早馬が駆かけていくのが見える。

　真っ白な馬は、緋ひのさしものをはためかせ、急事を告げるための早馬だというのがわかった。

　一瞬だけ目にとまったのは、綱模様に鷹たかをあしらった家か紋もん。

　それはこのところ、鍵条門家に届けられる文や品にもついているものだ。

「いまのって、綱盾家の家紋じゃなかった？」

「そのようですね。清十朗様がお戻りとうかがっておりますし、その関係でしょうか？」

　確認すべきか迷ったが、あの勢いでは馬はすでに石段を横に駆け抜け、大きな街道へ出ていっただろう。

　緊急時には街道に抜けるときだけ、一部の通りに馬が入ることは許されていたが、本来ならば一筋はずれた荷車用の街道をいくものだった。

　いつのまにか綱盾家の家紋が目に留まるようになっていた自分に、千夜は少し驚く。

　輿入れの実感はわかぬままであったが、すでに意識は変わり始めているのだろう。
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　千ち夜やが鈴すず音ねと市を訪れてから二日後。

　鍵けん条じよう門もん家に思わぬ使者が訪れた。

　突然の来客に同席するようにと伝えられ、千夜が座敷に向かうと、自室の前で鈴音と行き合った。

　手ぶらで戸惑い顔の鈴音に千夜が首を傾かしげると、来客の席に一緒にいるようにと、千夜の父から言いつかったのだと伝えられる。

「なにかしら、いつも綱つな盾たて家の使者には父上が応じておられるのに」

「そうですよね。なぜか私まで同席するように言われましたし……」

　不安そうな鈴音を伴ともなって、千夜は座敷へ向かった。

　鈴音が板張りの廊ろう下かに膝ひざをつくと、「千夜様が参られました」と告げて障しよう子じを引いてくれる。

　奥に座る父親の前にいたのは、白い頭ず巾きんをかぶり、法師のようななりをした男だった。

　初めて見る顔だったが、手元に身の丈たけを越える鉄てつ杖じようを寝かせているところからすると、ただの使者というわけではなさそうだ。

「ここに座りなさい。鈴音もだ」

　父親に示しめされ千夜が父親の隣に座ると、やや離れた場所に控えるように鈴音が身を置く。

　使者と向き合う父の顔色はひどく悪く、こわばったようすに違和感があった。

　しかしそれを尋ねることは許されないような空気が、その場には満ちていた。

　頭巾の男はすっと顔をあげると、思いの外ほかいかめしく厳しい表情を浮かべていた。

「先ほど文にてもお伝えしました通り。二日前に、綱盾家のご子息である清せい十じゆう朗ろう様がお亡なくなりになりました」

　一瞬、告げられた言葉が理解できず、しん、と重たい沈黙だけが落ちる。

　宝ほう杏あんはここ長らく他国からの侵略は受けていない。

　交戦している国がないいま、戦いくさでの落命ではないだろう。しかも二日前であれば、都に戻ってきているはずだ。

　そして千夜の婚約者となる清十朗は、二年の任期を終えた後、しばらくは都で暮らせるはずだった。

　状況を文で知らされていたらしい父親はぐっと顔をしかめたが、千夜と鈴音はわけがわからず顔を見合わせた。

「……あの、清十朗様の身に、なにかあったというんでしょうか？」

　混乱しつつもようやく問いかけた千夜に、男は待っていたように身を乗り出す。

「驚かれるのも無理はございません……が、果はたして千夜様がいかほど真実に気づいておられることか」

　目の前の男がいったいなにを口にするつもりなのかと、千夜はやや身構えた。

　どことなく濁にごった大声の男は、鋭するどい目つきでやおら立ち上がり、千夜の背後にいる鈴音を指さす。

「元げん凶きようはそこの女なのです。お気づきですか千夜様。あなた様の侍女は、悪鬼のごとき心根の持もち主ぬしなのですぞ！」

「あの？　突然なにをおっしゃっているのか……」

　狂きよう言げんめいたふるまいに、本当にこの男は綱盾家からの使いだろうかと、千夜はいぶかしんで見上げる。

　太く濃こい眉を吊つりあげた男は、異様に明るい硝子ガラスのような目をしていた。

「私は、輝き項こう院いんにて法術を学んでおります陽よう弦げんと申します。綱盾家にお仕えしており、こたびのことも我わが一門に伝わる術を使うことで、綱盾家のご子息に起きた不幸の元凶もすぐにわかりましたぞ。すべてはそこにいる侍女……その女人が若様に懸想したことが、凶事の始まりだったのです」

　重々しい声で鈴音をにらみつけた陽弦に、千夜は勢いよく立ち上がった。

「黙って聞いていたら、なんの根拠があって……そんなことあるわけがないでしょう!?　鈴音はそんな子じゃないし、ずっと私と一緒にいるのよ？」

「だからこそです！　主あるじの将来の夫ふ君くんに目を付けるとは、その歳としにして恐ろしく狡こう猾かつな性分ですぞ。一緒にいると仰おおせせになっても、侍女であれば外へ使いにもでましょう。清十朗様は通っておられます道場に、宝杏の市を通っていかれます」

　自信たっぷりの陽弦によると、千夜の婚約で綱盾家を知った鈴音が、市に通う清十朗の姿を見つけたというのだ。

　さらに陽弦は、罪状を言い渡すようにつづける。

「最初は挨あい拶さつを交わす仲だったが、徐々にふたりは心を寄せ合っていった。だが、千夜様の輿入れが近づき、清十朗様を渡すぐらいならばと、ならず者を頼り清十朗様に差し向けたのです。証拠もあるのですぞ、七日前に家具屋の主人がその女人と清十朗様が顔を合わせていたことを覚えております」

　確かに七日前。鈴音は市へ足を向けていたが、それは嫁入り道具の調度品を見立てに行くためだった。

「違います千夜様。確かに清十朗様とはご挨拶をしましたが、それは通りを行かれる人が清十朗様だと、店の主人が呼びかけてしまったがゆえで。千夜様にお仕えする侍女として、ご挨拶をさせていただいただけでございます！」

　青ざめて口にする鈴音に、千夜はわかっているとうなずき返す。

「そうよ。鈴音がその日、清十朗様と挨拶を交わしたってことも、ちゃんと本人から話を聞いているわ」

　長年のつきあいだ。鈴音が決して隠し事をするような人間ではないと、千夜はよく知っている。

「そのように申されても、ならず者の口から、そこの侍女の名前があがっております。綱盾様も憔しよう悴すいしきっておられるため、私がお調べしていたところ。罪人を突き止めるまでに時間がかかってしまいましたが……どうか彼女をお引き渡しください」

　決して引き下がるつもりのない陽弦と千夜の間に、不信感と怒りが漂ただよう。

　あまりに突然のことに、千夜の父親は困惑しつつ鈴音と陽弦を交互に見ていた。

　だが千夜は術師の言うことなど、微み塵じんも信用していなかった。立ち上がったまま陽弦を睨にらみつける。

「いいこと、鈴音は絶対に清十朗様を殺あやめたりなんてしていない。私が犯人をつきとめてみせるから。それまで彼女をつれてゆくことは許さないわ」

「そうは申されましても、正式に裁さばきが下る前に、自みずから罪を認められたほうが情状酌しやく量りようの余よ地ちもございます。今後はおのおのの振舞いについて、よくお考えになったほうがよいのでは。綱盾家に害をなしたことが国主様のお耳に届けば、お父上とて困ったことになりましょう」

　陽弦は不敵な言葉を残すと、まるで呪のろいでもかけるかのようなじっとりとした眼まな差ざしで千夜を見つめた。

　その目の奥には、暗く燃える業ごう火かがひらめくようにたぎっている。

　瞳どう孔こうまでがきゅっと真円に変化したように見えて、その不気味さに千夜はぎょっとして体を硬くした。

　しかし陽弦は立ちあがると、悠ゆう々ゆうときびすを返して部屋を出ていく。

　残された千夜は背に鈴音をかばいながら、父親に向かって宣言した。

「あんな男の口にすることを信用なさらないでください。絶対に私が真相を明らかにいたします」

「とにかく……だな。あの男の話も信用できないが、それにしても千夜……そなた、婚約者が亡くなってしまったのだぞ……!?」

　なによりもそれが問題なのだと消沈したようすの父親に、千夜もようやくその事実について考える。

　鈴音を見れば、言葉を交わした青年がすでにこの世にいないと知らされ、衝撃を受けているようだった。

「そ……うでした」

　バツの悪い気持ちになり、千夜は胸をふさがれるような重苦しさを感じる。

　それは、知らされた婚約者の死に実感がわかないせいだ。

　──婚約者っていわれても、清十朗様とは文を交わしたこともなければ、互いの顔も知らないんだもの。輿入れだって実感がわかないまま桜の咲く頃……ただ嫁いでいくんだって……思ってた。

　巻物の登場人物よりも、未来の夫君の存在は希き薄はくなままだ。

「もちろん、清十朗様になにがあったのかは気になります……。少し、気持ちを落ち着けたいので休ませてください」

　うなだれて千夜が口にすると「そうしなさい」と父親も気落ちした様子を隠さず退出していく。

「いきましょう」

　鈴音に手をさしのべると、ほっとしたように千夜の手をとる。

　その手は不安と衝しよう撃げきに、指先まで冷え切っていた。

　簀子縁を歩いて中庭を見ながら、千夜はある場所へと向かっていた。

「千夜様？　どちらへ──」

　後ろをついてくる鈴音の問いかけに、千夜は力強く答える。

「お祖母様の部屋よ」

　そう答えたときには、すでに障子に手をかけていた。

　あまりに急な事態ではあるものの、いまは一刻も早く鈴音にかけられた馬ば鹿か馬ば鹿かしい嫌けん疑ぎを晴らさなければならない。

　障子が開かれた先の部屋には、多くのものが置かれている。

　文ふ机づくえにかけられた錦にしきの織物の上には見事な水すい晶しようや、いくつもの珍めずらしい石や動物の角などがあった。

　異国の意い匠しようの香こう炉ろの横には、多くの掛け軸じくや巻物が見える。

　ここは祖母が亡くなって以来、千夜の希望もあってそのままにされている一室なのだ。

　千夜の祖母は、若い頃から宮中の身分ある人物に求められ、占せん術じゆつのたぐいや、相談ごとに乗る機会も多く、占いや探さぐりごとに使われた道具や文献が数多くあった。

「清十朗様が殺されたっていうのなら、本当の犯人を捜しだすのが一番よ。ここなら、お祖母様の力を借りることができるかも」

「千夜様は、ここにある道具を使えるのですか？」

　鈴音が驚いたようすなのも無理はない。

　子供の頃から興味を惹ひかれるものばかり置かれている部屋だったが、祖母は絶対に触らせてくれなかったのだ。

　それでも深夜の暗がりで、板戸をあけて月明かりのなかだけで品物を眺めていると、時々夢か幻まぼろしのようなものが見えることはあった。

「私にはお祖母様みたいな力はないだろうけど、水晶とか占せん盤ばんがあるから、ひょっとしてなにかきっかけぐらいは見つけられるかも」

　隣で不安が入り交まじったようすの鈴音に、千夜もつられて唇くちびるをきゅっと嚙かむ。

「無む謀ぼうかな、こんなの……？　やっぱり術者じゃないと使えない？」

「いいえ、試してみてください。千夜様はお祖母様にとても似ていらっしゃると、私の母も申しておりましたし」

　そう口にした鈴音とともに、千夜は改めて亡き祖母の部屋を探りはじめた。

　大きな屛びよう風ぶの前にある紫し檀たんの長卓には、石や香こう木ぼくが使われた仏像や神像が並べられており、それをひとつひとつ手にとって眺めてみる。

　薄はく紗さで作られた小袋を開くと、動物の骨か角を削って作ったと思われる素そ朴ぼくな風合いの賽さい子ころが入っていた。

「うーん、双すご六ろくをしたいわけじゃないのよ。やっぱり水晶とかお告げをくれるようなものがいいのかも」

　ごそごそと、石や木像を手に取ったり置いたりしながら思案する千夜に、鈴音がすまなさそうに身をすくめる。

「すみません、私がいたらぬばかりにあのような人に──」

「鈴音はちっとも悪くないわ。あんなの完全ないいがかりじゃない。なんだかうさんくさい男の人だったし、どうして清十朗様が亡くなったのか……」

　死因を詳しく聞くこともできなかったが、口にした内容からするとならず者に襲おそわれたということだろう。

　武士であり剣を扱っていたはずの清十朗が、ごろつきを相手に遅れをとるとは考えづらく、相手はよほどの手て練だれだったのかもしれないと千夜は考えた。

　水晶の表面を指でなぞりながら考え事をする千夜に、巻物を巻き直していた鈴音が話しかける。

「千夜様、もうすっかり日が暮れておりますから、膳ぜんを用意してまいりますね。千夜様のお部屋に運ばせるようにいたしますから」

　そう言われ、開け放たれたままの戸口から中庭を見れば、すでに外は夕暮れもすぎ重たげな夜空が広がっていた。

「客人がきたのが遅かったものね。わかったわ、支度ができたら部屋に一度戻るから教えてくれる？」

「はい、わかりました」
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　そして夕ゆう餉げを済ませたあとも、千ち夜やは明かりを灯ともした部屋でひたすら捜し物をつづけていた。

　山積みになった巻物を紐ひも解といていた千夜は、肩が痛むのに耐えかねて首をゆっくりと回していく。

「うぅ、痛い……目め眩まいもしてきた～」

　このまま確証のない祖母の道具を捜すより、明日は日が昇のぼってから市へ出て直接聞きこみをしたほうが良いだろうか。

　そんな考えも頭によぎり、千夜は巻物を広げていた経きよう卓たくの上にとうとう身を伏せた。

　すると思わぬものが目に留まる。

　部屋の一番奥の壁に見える、ごくちいさな板戸の存在だ。

　もともとは巻物が大量に入った行李がいくつか重ねて置かれていたので、これまで気づかなかったのだろう。

　千夜の背せ丈たけの半分もないほどの位置にある小さな板戸は、壁の色と似た材質をしている。

　まるで、その存在を隠すために作られたように。

　興味をそそられた千夜は、すぐさま這はうようにして近づいてみる。

「こんな小さな戸の向こうって。なにか物入れになってるとか？」

　一体なにがあるのかと、手をかけて滑すべりの悪い戸を手前に引いてみる。

　だがビクともしないため、今度は横へ引いてみると、わずかなきしみのあと滑なめらかに動いた。

「…………!?」

　驚いたことに、小さな戸板の奥には思ったより広い空間があるらしい。

　片手を奥にいれて探ってみたが、どこにも指が触れないのだ。

　しかし暗くてようすがわからないため、千夜は使っていた手て燭しよくのひとつを持ってくることにした。

　先に明かりを差し入れて、奥をのぞきこんでみる。

「うっ、なに……？」

　一瞬見えたのは、すさまじい形ぎよう相そうの化け物のような姿だ。

　思わず身を引いたものの、すぐにそれが本物ではないと気づく。

　好奇心にかられた千夜は、床に手足をついて小さな戸口をくぐっていった。

　細身の千夜がぎりぎりくぐり抜けられるほどの扉は、祖母が隠して使っていたものなのだろう。

　さらに手燭を近づけて、千夜は瞳を輝かす。

「……っ、これは、とんだお宝ね」

　思わず息を吞のんだのは、そこに置かれていた大きな屛風に描かれたものが衝撃的だったからだ。

「鬼に魍もう魎りよう、炎ほのおに、血の池……亡もう者じや……これって、死後の世界？」

　六曲もの大きな屛風に描かれているのは、人が命を落とした後に向かう場所の光景だ。

　角を持つ鬼が、亡者たちに縄をかけたり、板で首を挟んだりして拘こう束そくする様が広がっている。

　さらにその先には、冥めい府ふの王らしき者の姿があった。

　描かれている世界は、ひとつひとつが似ているようでいて、それぞれに特徴を違たがえてあるように見える。

　千夜がその左端に立ってまじまじと眺めると、そこには荒こう涼りようとした大きな河原かわらの光景が描かれているのがわかった。

　絵の中に小さく動いたものが見えた気がして、千夜がさらに絵をのぞきこもうとしたときだった。

　ぐらりと激しい目眩を覚えて、あわてて手燭を側の卓に置く。

　──なに、急に背筋が寒く……。

　唯一の明かりである手燭の火が、ちらちらと明めい滅めつするように視界から消えた。
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「まずい、このままじゃ──鬼に……つかまっちゃう！」

　目を覚さました千ち夜やは、明らかにおかしな場所に迷いこんでしまったらしい。

　自分をめがけて、幾いく人にんもの鬼が追ってくる足音が迫せまる。

　振り返ると、まさに巻物や木像で目にしたことのある鬼が、獅し子しのたてがみのような蓬ほう髪はつを揺らし、ぎらついた目を向けてきた。

「うぅ、本物とご対面なんてちょっと希き少しような体験だし、ぜひぜひもうちょっと近づいてみたいけど、いま捕まるわけにはいかないのよ～！」

　懸けん命めいに走っているものの、どこまでも砂じや利りが敷しき詰つめられた足もとの悪さに、千夜は何度もつまずいてしまう。

　それでも走るうちに建物の塀へいが目につき、無意識のうちに足はそこへと向かっていった。

「待て！　小娘、止まれ!!」

　濁にごった声が背はい後ごに迫り、とうとう草ぞう履りの片方が脱げてしまったところで、千夜は砂利の上に手を突いて転がる。

　もう、駄だ目めだ!!

　覚かく悟ごしてぎゅっと目を閉じたが、襲おそってきた衝しよう撃げきはまったく別のものだった。

　ゴオォォと激しく風が渦うず巻まき竜巻が生まれたかと思うと、鬼たちをはじき飛ばす。

　さらに塀の向こう側で、火柱が湧わきあがるのが見えた。

　それは脈打つように炎を大きくし、燃え上がりながら千夜の目の前に降り注そそぐ。

　その勢いと火傷やけどしそうな熱さに、顔をかばってへたりこむ。

　──今度はなんなの!?　ここがもし地じ獄ごくだったりしたら、私も捕まる？　まさか二度も死ぬなんてことはないわよね!?

　自分の生死もはっきりしないまま、千夜はぎゅっと体を丸めていたが、いつまで経たっても自分に火が燃え移る気配はない。

「……？」

　おそるおそる顔をあげると、目の前の光景に目を奪われた。

　朱しゆ色いろと黄こ金がねがより合わさったようなまばゆい業ごう火かが渦巻き、細く変化すると、ゆるゆる勢いをなくしていく。

　それはやがて、花びらのようにやわらかな線を描えがいて形を変えた。

　あらわれたのは、千夜よりはるかに長身の男性だ。

　青みがかった銀の髪を背に長くたらし、深い藍あい色いろの瞳ひとみをしている。

　宝ほう杏あんの都ではあまり目にすることのない、異国風の道どう服ふくを身につけていた。

　その人物は、先ほどまでの渦巻く炎の勢いが噓うそのように、涼しげなたたずまいだ。

　鋭するどい眼まな差ざしが千夜に向けられ、じろりと高みから見下ろすと、一いつ旦たん視線を斜ななめ前方に向けて首を傾かしげる。

「……？」

　そして再度こちらを睨にらみつけ、ふたりの間に奇妙な沈ちん黙もくが落ちたあと、秀麗な容よう貌ぼうをわずかにゆがませた。

「…………？？」

　すっきり通った鼻筋をうごめかしているのは、こちらの匂においを確かめているのだろう。これにはさすがに千夜も、眉み間けんにしわを寄せる。

「ふん、これは亡もう者じやではないな？」

「貴方あなたって……人間じゃないわよね？」

「「……………………」」

　ふたりが同時に問いかけたあと、両者の間には再び沈黙が落ちるばかりだ。

　すると相手はぐっと身をかがめたかと思うと、顔を近づけてくる。

　白い肌の理知的な額ひたい。滑なめらかに隆りゆう起きした鼻筋に、ほどよい厚みの口元。

　貴族的のように整った容貌は氷を連想させるのに、炎と共にあらわれたちぐはぐさが千夜は気になった。
















　──は……見とれてる場合じゃなかった。ここで亡者だって思われたら、さっきの鬼たちに引っ立てられる？

　気づいた千夜は、すぐさま口を開く。

「……私は亡者じゃないし、死んでない……と思うの。だから嗅かいだって、腐くさった匂いなんてしません」

　大真ま面じ目めに答えたが、相手の態度は硬こう化かしたままだ。

「なるほど、逃げ出した亡者ではないというのですね。確かに、白しろ装しよう束ぞくでもなければ、現世の欲も穢けがれもみっちりとまとっている。いったい何者です？」

　低いがよく通る声はやたらと迫力があった。

　噓は欠片かけらも許さないという厳きびしい空気に、千夜はつい肩を揺ゆらしてあとずさる。

「ついてきなさい。ここにいても鬼たちの職務の妨さまたげです。改めて話を聞くことにします」

　淡々と当たり前のことのように告げられ、千夜は大人おとなしく従うことにした。

　なにより自分を追い回す鬼よりは言葉が通じるし、ここにいても必要な情報は手に入らないと思ったからだ。
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　長身の背に千ち夜やがついて行くと、男は白く塗ぬられた立派な塀づたいにある四し脚きやく門もんをくぐった。

　なかにあるのは朱しゆ塗ぬりの巨大な柱を持つ、檜ひ皮わだ葺ぶきの宮きゆう殿でんのような建物だ。

　重厚感と手の込んだ造りは、まるで宝ほう杏あんの国主が暮らす御ご殿てんにもひけをとらない。

　建物の前には白い石の敷かれた庭が広がり、中程には碧みどり色いろの池と小さな浮き島が見える。

　一見すると風景画のように明めい媚びな光景に見えるが、その向こう側から「お助けぇ!!」と悲ひ鳴めいがあがった。

　そこにはボロをまとった壮そう年ねんの男が、真っ青な肌の鬼に腕を鎖くさりで縛られ、木板でできた首くび枷かせをつけられた姿で砂利の上を引きずられていく。

「な!?　……なに、あれ」

　思わずザクザクと小石を踏みしめて、動どう揺ようの足踏みをしてしまった千夜に、前を歩く男が振り返る。

「珍めずらしいことでもないでしょう。ここをどこだと思っているのです」

「……そういわれても」

　問われて、いまさらながら千夜は口を開く。

「改めて聞くけど、ここはどこなの？　鬼がいるから地獄？　貴方こそ、いったい何者なの？」

　青い目を見張った男の顔が強こわばると、やがて答えるのが面めん倒どうなのか、眉まゆがひそめられるのがわかった。

「鬼がいるから地獄というわけではありません。ここは冥めい土どです。そして私は死後の審しん理りを預かる十王のひとり、秦しん広こう王おうです」

　一度に答えを与えられた千夜は目を瞬しばたたかせた。

　どうやら謎なぞの男は、『王』と名のつく身分らしい。

「冥土っていうと、死者がくるところよね。……でも、審理って？　死んだ人が閻えん魔ま王おうに裁さばかれるっていうのは聞いたことがあるけど」

　はるか頭上から端整な顔に無言で見下ろされ、千夜はその瞳に呆あきれた色を見て取った。

「いま、私のこと馬ば鹿かにしたわね」

「しなかったというと、噓になりますね」

　さらに千夜が詳しく話を聞こうとしたときだった。

　またも鬼に引きずられていく、亡者の悲鳴が響き渡る。

「ここが地獄じゃないっていうなら、さっきから見えるあれはどういうことなの？　どうして死んだ人があんな目に遭あってるの？」

　すると秦広王と名乗った男は、ため息と共ともに口を開く。

「あれは、裁きを逃のがれようとする亡者を引っ立てているのです。ここでは日々目にする光景ですが……」

　見慣れてしまったものに向ける、冷ややかな視線で亡者を眺めたあと、秦広王は千夜に告つげる。

「ここは冥土でも最初の審理ですから、やさしいものですよ。まぁ、あまりに問題が多い亡者は、鬼たちによって多少切り刻きざんだり舌を伸ばしてみたり、目玉を突いてみることが許されています」

　さらりと口にすると、秦広王はいつまでも立ち話はしていられないというように、ぐいっと千夜の手をつかんで歩きだした。

　──ちょっと、若じやつ干かん引いたわよいまの話。つまりそれって、人は死んだら有う無むを言わさず裁きを受けなきゃ、鬼から袋だたきにされるって、そういう意味よね……？

　それもなんだか納なつ得とくできないような、ずいぶんと一方的なものだと千夜は感じる。

「もちろん、貴女あなたは亡者ではないので、いま裁かれはしません。ですがこのあたりで迷子になれば、鬼に捕ほ縛ばくされた勢いでずたずたになる可能性もあります。まったく、忙しいなかちょろちょろと迷めい惑わくなことです」

　容よう赦しやのないものいいに、はっきりと自分が邪じや魔ま者ものなのだと知らされ千夜は顔をしかめた。

　やがて階段を上ると、本ほん殿でんらしき建物へ入っていく。

　高座になっている場所には、あでやかな織おり物ものが敷かれ、黒くろ漆うるしの執しつ務む机づくえに金の装そう飾しよくが施された絢けん爛らんな椅い子すが置かれていた。

　幾人かの鬼の姿が行き交かうようすから、秦広王はここで亡者を裁いているのだろう。

　しかし秦広王はそのまま広い部屋を通りすぎると、さらに回かい廊ろうを歩いて奥へと向かった。

　つれられていった先は、違ちがい棚だなや床の間のある一室だ。

　冥土の十王というだけに、常とこ世よの国主のような宮殿に住み、上等な調ちよう度ど品ひんをそろえることができるらしい。

　ぱっと手を放されたかと思うと、なぜか千夜よりも秦広王が戸と惑まどうように自分の手をじっと眺ながめていた。

「どうかしたの？」

　問いかけると、秦広王は突とつ如じよぬっと右手を伸ばしてくる。

　とっさに避さけようとしたが、大きな手のひらが千夜の頰ほおにぴたりと触れた。

「…………温かい」

　そのつぶやきに、今度は千夜が困こん惑わくする。

　自分の腕をつかんでいた秦広王の手のひらは、ひんやりとしか体温が感じられなかった。

「それは、貴方の手が冷たいからじゃない？」

　千夜にしてみれば、男性の手にこれだけ長く触れられるというのは初めてのことだ。

　しかし不ふ思し議ぎと警けい戒かいも嫌けん悪おもないのは、相手が美しすぎるせいかもしれない。

　──この人相手になにを言っても、鼻で笑われるんじゃないかしら。

　秦広王は感情がよくわからない瞳で、じっと千夜を見下ろしていたが、頰に触れていた人差し指で今度は額をぎゅっと押してくる。

「ふぉっ!?　……な、なにする、の」

　よろっと体勢を崩くずす千夜に、秦広王は唐とう突とつに触れたのと同じく、ふいに突き放すように離れたかと思うと、怪け訝げんそうな視線を向けてくる。

「生なま暖あたたかくて、ふんわりして……不ぶ気き味みですね」

　なんとも屈くつ辱じよく的てきな感想に千夜は怒りがこみあげたが、なにしろ相手は人ではないのだ。

「貴方も豆とう腐ふみたいに冷たくて、ずいぶんと失礼な王様ね」

　しかし秦広王は、千夜の言葉などまったく意に介かいしたようすもなく、上かみ座ざに回って腰を下ろすと脇きよう息そくに身をあずけた。

　仕方なく千夜も向かい合う位置の茵しとねに腰を下ろす。

　改まって秦広王を前にすると、見慣れない瞳や髪の色が気になって、つい視線をさまよわせてしまう。

　──えーと、こんなに綺き麗れいな男の人って見たことないから、つい視線がいっちゃうけど……じろじろ見るのも失礼よね。でもさっきからじっと睨まれてるのも気になるんだけど。

　相手は亡者を裁く権けん限げんがある、『王』の称号を持つ存在なのだ。

　慣れた仕し草ぐさで筆と墨すみを用意させると、記録係りの子鬼が脇に控ひかえた。

「それで、どうして亡者でもないそなたが冥土に迷いこんだのです。もし、なにか企たくらみや目的を持ってのことならばまた問題です」

「企みなんて……私はただ、お祖母様の部屋で屛びよう風ぶを見つけたの。……描かれていたのは地獄だったわ。鬼とか魑ち魅み魍もう魎りようがいっぱいの絵をじっと眺めているうちに、気づけばここに──だけど私自身は死んでない……と思うの！」

　ただ絵を見ていただけで息いき絶たえたとは思えない、そこだけははっきりしておかねばならないと千夜は声を大きくする。

「なるほど、『地獄屛風』ですか」

「地獄……屛風？」

　初めて聞く言葉に千夜が首を傾げると、秦広王の顔が再びぴしっと強ばった。

「『地獄屛風』を知らない……？」

　こくりとうなずき返すと、秦広王の顔がより厳しい色に染まる。

「元がん来らい、地獄や極ごく楽らくが描かれた屛風を眺めて、人じん道どうにある魂たましいは己の生を振り返り、意識を改め罪を恐れるという習慣があったはずですが」

「………………それは、かなり昔のことなんじゃないかしら。少なくともいまは、宮きゆう中ちゆう行事でもなかったように思うけど」

　記憶をたぐったところで、本当に千夜にはわからなかった。

　祖母の収集物を好んで愛めでる千夜に、年頃の娘とは思えないと父は呆あきれたが、幽ゆう談だんや怪かい異いについてはもともと関心がある方だ。

　安あん寧ねいな時間が流れる宝杏の都で、人の死後や地獄について語られる機会はそう多くない。

　それでも母や祖母のいる場所なのだと思うと、千夜は自然と興味が向かった。

　地獄屛風に親しむ風潮ではないと秦広王に答えたものの、千夜自身はかれこれ何年も宮中の行事に顔を出していないのも事実だ。

「……ひょっとしたら、また宮中で注目されているかもしれないけど。とにかく、私はどうなってるの？　ここには他にもそんな人がいるの？」

　質問をあびせかける千夜に、秦広王は不ふ愉ゆ快かいそうに顎あごを引く。

「めったにないことですが、生きたまま冥土に渡る者がいないとは言いません。貴女の家に地獄屛風があったのだとすれば、過去にも冥土と常世を行き来する人間がいたのかもしれない。ときに、そのような存在が必要なこともあるのです」

　──冥土に通じる人間って、僧そう侶りよなのかしら……。あ、でも、まさかあの妙みようなことを言いにきた陽よう弦げんも、そういう男なのかも？

　そんな千夜の想像を打ち砕くだくような言葉が、秦広王から告げられた。

「ですが、実じつ際さいにその屛風絵を授けられる者はごくわずか。冥土の判はん官がんから認められた者だけです。承しよう認にんを得ず出入りするのは、ほとんどが不ふ届とどきな心こころ得えの、欲にまみれた者どもですが……どうです、心に暗いところはありますか？」

　切れ長な瞳が細められ、ひんやりとした視線に射いすくめられた千夜だったが、いまは自分の目的を理解してもらわねばと身を乗り出す。

「暗いところなんてないけど、どうしても知りたいことがあるの。ここが冥土だっていうのなら、会っておきたい人がいて……あ、つまり死んでしまった人ってことで」

　自分で説明しておきながら、なぜかひどいことを口にしている気がしたが、なにしろ千夜は婚約者の顔も知らないのだ。

「──そんなわけで、婚約者が亡くなってしまったのと、彼が殺されたときに相手の顔を見てるはずだと思うから、そのときのことを聞きたいの」

　すると秦広王の瞳が、すっと細められつまらなさそうに伏せられる。

「なるほど、恋人を追って……ですか。よくある話ですが、もしその者の魂がここを通ったのだとしても、すでに三さん途ずの川を渡っているでしょう。いくら恋人だったとはいえ、一度失われた命に働きかけたり、助けることなどできません」

　もうこの話に興味はないとありありとわかる秦広王の声音に、千夜は慌あわてた。

「違います！　恋人を取り戻したいのではなくて、その人に話を聞きたいだけなの。でなければ、困ることがあって」

「『その人』……ですか」

「なにか？」

　怪訝そうな顔つきで問いかけられて、千夜はわけがわからない。

「なんというか、えらく他人行ぎよう儀ぎな婚約者なのですね」

　人道ではいまやそのような風潮かと、不思議そうな秦広王の態度に、千夜はようやく問いかけの意味に気づいた。

「あ……えーと、違うの。婚約といっても、もともと家同士で縁えん組ぐみされていて、だから薄はく情じように聞こえるかもしれないけど……まだ気持ちとか思いっていうのも実感がなくて。なにしろ私も、まだ本人に直接会ったこともないままで──」

　千夜は綱つな盾たて清せい十じゆう朗ろうについてと、彼の死が突然知らされたことや、誰だれかに殺されたらしいことを秦広王に話して聞かせた。

「貴女は、いくつになるのです」

「十六歳よ。この輿こし入いれは父上の悲ひ願がんでもあるし、弟の将来のためにもとてもいいお話だったの。清十朗様のことはよく知らないままだったけど、私とそんなに年も変わらなかったと聞くから、亡くなられたのはとても残念だわ……ご家族もきっと辛つらいはず」

　正直な気持ちで答えた千夜に、秦広王は苦いような表情を浮かべる。

　自分の説明が上う手まくないうえ、状況がわかりづらいのも確かだ。

　しかし千夜は、心にあるままを正直に話していた。

　ここが冥土で相手が判官だというのなら、小こ手て先さきでごまかしたところですぐにばれてしまうだろう。

「その清十朗様が亡くなられた騒動で、私の侍じ女じよが疑われているの。本当の下げ手しゆ人にんを捕まえないと無事には済すまないわ」

　千夜の訴うつたえが予想していたものと違ったのか、秦広王はふと片方の眉をあげると脇息から身を起こした。

「ひとまず、貴女の身元を確認します。それに意い図としたことでないとはいえ、貴女が地獄屛風に導かれたのは間違いなさそうだ。名を聞きましょう」

「鍵けん条じよう門もん千夜です」

　どうやら冥土の存在である秦広王には、千夜の身元を確かめる手段があるらしい。

　小柄な鬼が運びこんできた、見るからに分ぶ厚あつい台帳を手にするとすばやくめくりだす。

　うつむいた秦広王の長いまつげを千夜が凝視していると、なにか思い出したかのようにふっと顔をあげた。

「あぁ、そうでした。確認が済むまで、その者は座ざ敷しき牢ろうに」

「えっ……ちょっと、牢とかそんなこと勝手に──」

　一体全体どういうことかと、千夜が憤ふん慨がいしても秦広王は涼しい顔だ。

　外にいるのとは違う、きちんと衣服を身に着けた鬼に千夜は両脇を固められてしまった。

　そのまま有う無むを言わさず廊ろう下かを歩き、いくつか部屋を抜けた先にある、座敷牢へと連れていかれる。

　雑な手付きで軽々と放りこまれると、がっしりとした格こう子し扉とびらに、巨大な鍵かぎがかけられてしまった。

　罪ざい人にん扱いされていることに納得できず、千夜は格子を両手で握りしめる。

「ちょっと、待って。時間がないのよ、清十朗様を捜しに行かせて!!」
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　ひとしきり千ち夜やは叫んでいたが、牢の両脇に立っている鬼たちはまるで聞く耳をもたずピクリとも応じてくれない。

「もー……いい加減、疲れたかも」

　床に座りこんでしまった千夜は、着物の袂たもとからポロリと落ちたものに気づいた。

　白くてすべすべした小石のようなそれは、鈴すず音ねと衣装をあつらえに市に行った日に、飴あめ職人からもらった可愛らしい猫の形をした飴だ。

　すると突如その白い塊かたまりが、まるで綿に化けるようにふわふわもこもこと膨ふくらみ始めた。

「っぎゃ！　……っとと」

　何が起きているのかわからなかったが、牢番をしている鬼に気づかれれば取り上げられてしまうかもしれない。

　なにより甘い香りのするこの白い物体が悪いものには思えず、千夜はじっと見守った。

　膨らんだ飴は、やがて蚕かいこの糸のように、細く繊せん細さいな毛並みに包まれる。

　滑らかな質感の白い毛皮はもぞもぞと蠢うごめくと、愛らしい一匹の猫になった。

　萌もえ黄ぎ色いろをした明るい緑の瞳。耳の内側と鼻先は、桜の花びらのように淡あわい色目がつやつやとした美しい姿だ。

「すごい、本物の猫になっちゃった。あの飴職人って一体何者……？」

　腕のいい職人が手がけた品には魂たましいが宿ると聞いたことはあるが、食べ物までもがそうだとは思いもしなかった。

　ほっとしたのもつかの間、猫を見つめる千夜の脳のう裏りによみがえってきた記き憶おくがある。

「あれ？　ひょっとして、この猫って……お祖ば母あ様の部屋にいた」

『そーですわ。ひばちですわよ！』

　やや甲かん高だかい幼おさない声で返事があったことに、千夜は自分の耳を疑う。

　やわらかそうな毛に覆われた口もとは、にゃうみゃうと猫らしい動きを繰り返し、特別な口の動きはしていない。

　だが千夜の耳には、その音がはっきりと意味を持って聞こえた。

「そうよ……そうだった、火ひ鉢ばちがわりにしてるからって、可か愛わいがってる猫の名前が『ひばち』だった」

『思い出せましたかしら？』

　少し人をくったような視線をちらりと向けて、ひばちは前脚で丁てい寧ねいに顔をぬぐう。

　だが千夜の記憶では、祖母が亡くなるよりもずっと前。自分が十の年頃にひばちは死んでしまったはずだ。

「ひばちは、もういないはずよ。だいたい、なんで飴から猫になったりするのよ……さっきからもう訳のわからないことだらけだわ」

　いまの状況は自分が見ている夢なのだろうかと、千夜は何度か瞬まばたきを繰くり返かえしてみる。

『まったく、千夜ったら残念なおつむだこと。ここがどこだかわかっているんでしょうね？』

「冥土だって、ついさっき聞かされたけど。ほんとなら死んだ人のくるところでしょう？　あ、じゃあひばちは死んでしまっているから……こっちにいるの？」

　千夜の言葉に、ひばちが優ゆう雅がな足取りで近づいてきたかと思うと、トンと高く跳んで肩に乗ってしまった。

　もともと小柄な猫ではあったが、いまのひばちはほとんど重みを感じない。

　わずかに毛脚の長い尾っぽがさわりと目の前で揺らされたかと思うと、容赦なく千夜の頰を撫なでるようにぺしぺしと叩たたく。

　しかもさらに別のやわらかな感触が、首にもまとわりついた。

「え、しっぽが二本ある!?」

　宝ほう杏あんでは長く生きすぎた猫は、尾が分かれて知ち恵えと霊れい力りよくを宿すと聞いたことがあったが、ひばちもそうなのかもしれない。

　──ひょっとして、ひばちは死んだというより、化ばけた、の？

『で、この座敷牢はなに？　どうして千夜が閉じこめられてるのよ』

　問いかけられて千夜は我に返った。

　かつて生きていた頃も賢かしこく、人の言葉を理解しているようだったひばちが、人語を話せる状況に感謝する。

「良かった。じつは相談したいことがあるの。鍵けん条じよう門もんの家で、私の輿入れ話があったってところから始まるんだけど──」

『輿入れ……ですって!?　もう、そんな年頃になったんですの……人の子はあっという間に大きくなるわね』

「……猫のほうがよっぽど早いと思うけど」

　ひばち相手だとどうにも勝手がわからないと苦笑しながら、千夜は秦しん広こう王おうにも話したことを説明する。

　そしていまや、秦広王によってここに閉じこめられてしまったのだと告げた。

『なるほどね、ここは秦広王様の宮殿なんですの』

「ひばち、知ってるの？」

『知ってるもなにも、十王はどなたも特別な存在ですもの。冥土では十王による罪ざい業ごう取り調べを経へて結果が出される。ここにいる秦広王は、亡者を迎えて最初の審理をする十王のひとり。若くて美しくて、恐ろしく冷たいことで知られてますの』

　ひばちの話を聞くほどにわかってきたのは、どうやら秦広王は仕事はできるが情には流されない人物らしい。

「とにかく、死んだ人と違って生きてる鈴すず音ねには時間がないの。私が家にいないうちに、あの陽よう弦げんって男が鈴音に近づくようなことがあれば……とんでもないわ！　だからどうしても清せい十じゆう朗ろう様を見つけたいの」

　もちろん協力してくれるだろうと半なかば脅おどしかけるようにして、千夜はひばちをぎゅっと抱きしめて目を合わせる。

　きゅっとその瞳どう孔こうが細く締しまり、千夜の意思は伝わったようだ。

『わかりましたわ。気は進まないけれど、千夜は澄すみ香かの孫だもの。望みを叶かなえてあげるから、言うとおりにするのよ』

　祖母の名を口にするひばちは、やはり義ぎ理り堅がたい性格らしい。
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　ひばちに指示された通り、千ち夜やはそっとうつぶせに身を横たえてから、呼こ吸きゆうも殺すようにして静止する。

『ちょっとぉ？　そこの牢番、この人死んでるみたいよぉ？　あ、それとも最初から亡者だったのかしら、でも冥土で亡者が死ぬだなんて聞きませんけど』

　甲高い声でひばちが鳴くと、牢の外に立つ見張りの鬼が顔を見合わせる。

　秦広王の言いつけを思い出したのか、不安そうに牢に近づくと、鍵を開けて千夜のようすを確かめようとした。

　──うぅ、きた。いよいよね。

　牢の奥で横たわっていた千夜は、ふたりの鬼がかがみこんだ隙すきをついて、足あし下もとの狭せまい空間めがけてくるっと身を反転させた。

　太い腕と腕の間をすり抜けて、開いた牢の扉へと転がるように急ぐ。

　その間に、格子の隙間から外へ出ていたひばちが、巨大な鍵を口にくわえてすでに準備済みだ。

　危うく着物の袖そでをつかまれそうになったが、外へ滑すべり出た千夜は素早く錠じよう前まえをかけてしまった。

「よし、行きましょう！」

　鬼を閉じこめたところで、すぐに騒さわぎは伝わるだろう。

　不慣れな場所で追手がかかれば、不ふ利りなのはわかっている。

　千夜は流れる水のように素早いひばちの白い姿を追って、必死に建物のなかを駆かけた。

　たちどころに、あちらこちらから追ってくる足音が聞こえる。

　千夜は柱に身を隠しつつ建物を出ると、なるたけ音を立てぬように砂利を踏ふんで、目についた門に向かった。

　思い切り走れば外の鬼たちに怪あやしまれるかもしれず、かといってこれ以上時間を無む駄だにできる状況でもない。

　足音をひたすら殺して進み、千夜とひばちはようやく建物の外へ出た。

　門から外へ出ると、不思議なことに先ほどまでとはまた景け色しきが違っている。

　どうやら入ってきた正門とは、反対にある場所のようだ。

「すごい、こんなに大きな川が……でも、なんか変？」

　風であとからあとからもやが押されるように流れてくるせいで、対たい岸がんが見えるかどうかも怪しい。

　向こう岸が確認できない大きな川は、水みな面もがちらちらと輝き流れているが、音はまったくせずどこか異い様ような眺めだ。

『三途の川ですわ』

「すごい。これが、死んだら渡れるっていうあの──」

『言っておきますけど、ここは名所旧きゆう跡せきじゃないのよ。もしかして千夜ったら、渡りたかったんですの？　……このやり取り、大昔に澄すみ香かともしたような気がしますわ』

　祖母の名前が出てきて千夜ははっとする。

「それって、お祖母様が亡くなってから、冥土に来てってこと？」

『ちょっと違ちがいますわ。屋や敷しきにあった地獄屛風を使って冥土へ行き来する、澄香はそれが許された存在でその能力を持っていたの。今度は千夜が渡ってくるなんて……』

　ひばちにも理由はわからないようだったが、どうやら祖母にもあった力なのだと聞かされれば、少し気持ちが落ち着いてくる。

　深く息を吸って、千夜は周囲を見渡した。

　河原かわらには砂利が広がっており、見上げれば空には見たこともない雲なのか靄もやなのかわからないものが漂っている。

「ほんとうに、ここが冥土？　桜色に……青に、黄色に──五色の空なのね」

　しかも、暑いとも寒いとも感じない。

「ねぇ、ひばち。ここは冥土なんでしょう？　だとすれば、死んだ人はみんなここにくるってことよね？」

『そうですわ。人の魂は、みなここを通って裁かれたのち、十王の裁判をすべて経てから行き先が決まるんですの』

　ひばちの言葉に、千夜は確信を得てつい拳こぶしを握にぎる。

「清せい十じゆう朗ろう様も亡くなったっていうのなら、必ずここを通ったはずよね」

　千夜から状況を聞かされていたひばちは、一応協力してくれるつもりのようだ。

『気持ちはわかりますけど、ただ……ねぇ』

　吊つり上がった緑の瞳が、ちらりと向けられた先にある三途の川。

　生きている自分が、三途の川を渡るとどうなるかはわからなかったが、清十朗はもっと先へいってしまっているはずだ。

「とにかく、清十朗様はここを渡っていったんでしょう？　まだ先にも冥土の王がいるっていうのなら、きっとそこで会えると思うの」

　躊ちゆう躇ちよしている時間はないのだと、千夜は目に付いた橋に足を向けた。

『知らないわよ、この橋は罪のない亡者しか渡れない。それも秦しん広こう王おうの裁きがあってのこと。亡者によっては、川を直接渡ることになったり、流れの早いところで巨きよ大だい魚ぎよに襲われたりするものですわ』

　肩に乗っているひばちの言葉に躊躇したものの、千夜はごくりと喉のどをならして一歩を踏み出す。

　下流の方では激しい水みず柱ばしらがあがり、獣けもののような雄お叫たけびが響いたが、千夜は聞かなかったことにした。

「だ、大丈夫……だと思う。さっきも言われたけど、私は亡者じゃないから、まだ十王にも裁かれないはずだもの」

　自分でも乱暴な理り屈くつだとわかってはいたが、ここで迷っていて鬼に追いつかれてしまえば逃げ出した甲か斐いもない。

　千夜は思い切って、霞かすみのなかにあらわれた橋を目がけて走りだした。

　肩の上ではひばちがしがみつくようにして、爪つめを必死に立てる。

「ちょっと、ひばち。痛いってば」

『だって私は水に濡ぬれるのは嫌いなのよっ。仕方ないじゃない！　乱暴な子ね』

　あまりの怯おびえように、猫であるひばちにひどいことをしていると自覚が湧わいてきた。

「ところで、痛みがあるってことは……私がここで怪け我がをしたら……」

『あら今頃気づいたんですの？　ここには鬼に化け物、質たちの悪い亡者もたくさんいるのよ。傷つけられたり、命が危ないようなことになれば、常世の千夜の体だって無事じゃすまないですわよ』

　生きたまま冥土にくるということは、じつはとても危うい状態なのだとひばちに脅おどされ千夜はおののく。

　──でも、さっき秦広王が口にしていた話だと、生きたまま冥土に入ってくる人間もいるみたいだった。きっと鬼を避ける方法だって何かあるのかも。

　騒そう々ぞうしくやりとりしながらも、気づけば千夜は橋を渡りきっていた。

　背後を振り返って見つめても、すでに対岸部分は霞のなかだ。

　清十朗を見つけて真実を知るまで戻ることはできないと、千夜は覚かく悟ごを決めて肩にいるひばちに問いかける。

「ひばち、あなたがお祖母様の猫で、いまこうして冥土で話ができるってことは、色々知ってることもあるんでしょう？　この先にはなにがあるの？」

　しかし話している間にも、背後がざわつく気配に千夜は視線を巡めぐらせた。

　どうやら追ってきた鬼たちの、足音が近づいてくる気配がある。

「まずはここから逃げないと鬼に捕まっちゃう」

　そう言って、ひばちを振り落とさないよう千夜はふところに抱き直すと、勢いよく駆け出した。

　突とつ然ぜんの行動に、ひばちも泡あわを食ったように毛を逆さか立だててもがく。シャーッと軽く威い嚇かくの声をあげたあと、ヒゲをピンと張って叫んだ。

『苦しいってば、もう！　そう、澄すみ香かがしていたことで覚えてるのがあるわ。自分の帯おびに名をこめて懐ふところをさぐってみなさい』

「名を、こめるって？」

『名前を指で書くんですわ、早く！』

　叫ぶ声に、千夜は素す早ばやく己の帯に向かって指を走らせる。

　逆に文字を書くのは難しかったが、書き終わると同時に右の袖の袂に違い和わ感かんがあり、手を差し入れる。

　その指に絡からんだ紐ひもを引き出してみると、忍しのばせた覚えのない匂い袋のような小さな袋が出てきた。

　お守り袋にも見えるが、袋の口は簡単にほどけるようになっていた。

　いくつもの足音が砂利を踏んで近づいてくる音に、焦あせりながら慌てて袋の口を開いた。

「…………え？」

　コロンと、千夜の手のひらに転がりでたのは、小さな賽さい子ころだった。

　貴族が双すご六ろくで使っているのとは少し違うようだ。ところどころ斑ふの入ったやや黄色みを帯びたやわらかい線。

　出目が『六』とあるのが目に入った途と端たん、ひどいめまいに襲われる。

　ふらついた千夜は、一歩踏み出して砂利を踏んで堪こらえたと思った。

　次の瞬間、階段を踏み外したような落下の衝撃が襲ってくる。

「きゃっ……ああぁぁ──っ!!」

　まるで天地が回転し、そのまま視界がめまぐるしく回る気持ち悪さに、もがいて抗あらがう。

　体の芯しんがぐるぐるとねじれるような感覚に、千夜は必死に歯を食いしばった。

　ドンと背中が堅かたいものにぶつかった衝撃に、息が詰つまって胸を押さえる。

　冷や汗をかいた手のなかには、しっかりと賽子を握りしめていた。

　冥土に来てからやたらと転がっている気がしつつ、地面に尻しりをついてしまったまま目眩をやり過ごしていると、ニャーニャーと訴えるひばちの声が耳に入る。

「どうしたの？」

『……危ないですわ！　すぐに身を隠さないと!!」

「…………え？？」

『いいから早く！　ここは地獄ですわ。生きながら地獄に落ちるなんて、千夜ったら常世でどんな生活してきたのか反はん省せいなさいな！』

　せっぱ詰まったひばちの声は、半ば悲鳴じみている。

「だから日頃の行いっていっても、地獄に落ちるようなことはしてないってば……！」

　あまりに人聞きの悪い言われように千夜は憤慨したが、空も周囲を取りまく空気も尋じん常じようでなく暗く淀よどんでいる。

　大混乱のなか千夜が周囲を見渡すと、薄うす暗ぐらいなかで、ときおりゴオォォと激しい音があがる。

　見上げれば、そこには暗い空を赤々と照てらし出す火柱が見えた。

　間かん欠けつ泉せんのように不ふ規き則そくに、炎や蒸じよう気きがあちこちで噴き上がっている。

　とにかく身を隠そうと、千夜は道ばたの岩陰にしゃがみこんだ。

　それでも漂ただよってくる、なにかが腐っているような臭しゆう気きに思わず鼻を覆おおう。

　辺りを見回すとさきほど千夜が立っていた道を、重たい袋を引きずるような音が近づいてくる気配に気づいた。

　そこには地を這はってうめく亡者と、彼らの頭をつかんだり、引きずりながら歩く鬼の姿が見える。

　毛に覆われて筋肉の盛り上がった腕は、容赦なく亡者を痛めつけていた。

　亡者の大半が口から血を流していることに気づいて、千夜は目をそらす。

　そしてとっさにこれまで目にしてきた、祖母の書物を思い起こした。

「ひょっとして、ここって大だい叫きよう喚かん地獄なんじゃないの？　……地獄のなかでも妄もう語ご……噓うそをついたり、人を騙だます偽いつわりの言葉を口にした者が落ちるって、書にはあったと思うんだけど……」

　ひばちですら瞳をぎゅっと細めて、耳をふるっと揺らす。

『なんで貴女みたいな小娘が、そんなに地獄に精せい通つうしてるんですの!?』

「え、それは……その～。ほら、色々と目にしてるうちに怖い物見たさみたいになって、だんだん地獄絵巻を眺める時間が長くなったりして……覚おぼえちゃったというか」

　まるで言い訳のようだったが、自分でも人聞きの悪い好こう奇き心しんのような気がして、つい千夜は声が小さくなる。

　周囲には悲ひ惨さんな呻うめきと、亡者を責め苛さいなむ鬼や獣たちの恐ろしげな声があがっていた。

　──昔、お祖母様も言ってた。噓ばかりついてると、地獄で閻魔様に舌を抜かれるからって……。それが、ここなの？

　なぜ自分が地獄にいるのか、もしやすでに会った秦しん広こう王おうの力が働いて、ここへ落とされたのかもしれないと疑ぎ念ねんもわきあがる。

　すると鬼たちが足を止めて、わずかな風を感じるように鼻をうごめかす。

　どうやら千夜の存在に気づいたらしい。たてがみのような髪を振り立てて、亡者を放り出すと辺りをさぐり始めた。

　鋭えい利りな穂ほ先さきの鉄てつ杖じようを手に、真まっ赤かな鬼が近づいてくる。

「ど、どうしよ……私、生きてるから、亡者じゃないって説明すれば……って、まるで聞いてもらえる気がしないけどね！」

　焦るあまり、心の声がだだ漏れになっている千夜に、ひばちがあきれかえる。

『ほんっとに愚おろかですわね。地獄の鬼にはなにを言っても通じませんわよ。ここには裁かれたあとの罪人しかいない、つまり十王や獄ごく卒そつ以外はすべてが責め苦の対象なの。つかまったら終わりですわ。あんたも舌を抜かれて、蛇へびだか猪いのししだかに齧かじられて、もとがなんだったかわからないぐらい小さくなっちゃいますわよ』

　ひばちの言葉になにひとつ噓がないことは、目の前の光景が物語っている。

　千夜は着物の袖を邪魔にならぬように抱えると、鬼に見つかるまいと必死に駆けだした。

　ひばちはとっくに、はるか先を走っている。

　しかし先ほどまでいた冥土とは違い、地獄はひたすら足場が悪く、岩や雑草が多いなかぬかるみに足を取られ、たちまち草履が滑った。

「あっ……!!」

　ドシャっと土の上に手をついてしまった千夜は、少し先に転がる血まみれで呻く亡者の姿を見てさすがに肝きもを冷やす。

　慌てて起き上がろうとしたが、手がふるえて膝ひざに力が入らない。

『千夜!!』

　甲高いひばちの声が聞こえ、無事だったかと顔をあげようとすると、ドスンと音を立てて振り下ろされた物があった。

　棘とげのような突起のある錆さびた鉄の得え物ものが、千夜のすぐ横に突き立てられている。

　振り向くと牙きばの生はえた牛に似た顔つきの鬼が、だらりと舌をたらして近づいてきた。

　硫い黄おうのような匂いが立ちこめ、鼻からいななくように息が吐き出される。

　転がるようにして離れた千夜はなんとか起き上がろうともがいたが、袖の端はしを鋭い爪つめの伸びた足で踏みつけられてしまう。

　黒い影が視界に入り、恐怖にぎゅっと身をすくめた。

　──駄目かも。もう逃げられない!?

　だが次の瞬間、鋭い金属音と重たい打だ撃げき音おんが同時に聞こえる。

　あっと顔をあげた千夜のそばから、手にした鉄てつ棒ぼうごと牛面の鬼は吹っ飛ばされた。

　他の亡者や鬼をなぎ倒して転がった鬼は、自分を攻撃した存在に気づくと、怯えるように鼻を鳴らし、慌ててその場を去っていく。

「……どうして、貴方が地こ獄こに？」

　千夜の前に立っていたのは秦広王だった。

　その右手に握られているのは大ぶりの剣で、柄えには見事な龍の飾りが見て取れる。

　刀とう身しんは研とぎ澄すまされ、炎を映うつしたように朱や黄金の色目をゆらゆらとまとっているのがわかった。

　熱は感じないが周囲を赤く照らす炎が赤い色をひらめかすほど、辺りが浄じよう化かされていくのか気が澄んでいく。

　周囲にいた鬼たちは恐おそれをなし、そろって亡者をつかむと引きずりながら離れていった。

　秦広王が手にしていた剣を一いつ閃せんさせると、広がっていた異様な光は収まった。

　剣を鞘さやに収めると、秦広王はかすかに眉を寄せて千夜をじろりと見る。

　その間にも、剣の柄にある龍の瞳がきらりと輝くとまぶたを閉ざした。

　不覚にも、剣を携たずさえた秦広王の姿に見とれてしまっていた千夜は、その音で我に返って身構える。

「私を地獄に落として捕まえようっていうの……？　さすがに冥めい界かいの王のやることは非ひ道どうなのね」

「想像するのは勝手ですが、そうした思考は貴女自身に後ろめたいところがあるからでしょう。待っていろと言い渡してあったのに、勝手に逃げ出して手間をかけた。三途の川で姿を消した不ふ審しんな者がいたと報告があってから、私がここを捜さがし当てるのにどれだけ苦労したと思うのです──」

　冷ややかな視線に、千夜は気まずくてうつむく。

　すると頭上で、わずかにため息をつくような気配がした。

　秦広王は着物の帯から扇せん子すを取り出すと、下を向く千夜の顎をすくい上げる。

「……本当に身勝手なことですね。多忙な私に手間をかけさせ、窮きゆう地ちを救った行こう為いすら裏を読む。その行い、万ばん死しに値あたいする」

「……え」

　まさか、これも冥土の王の裁きの一環なのだろうか。ひやりと寒気を感じた千夜だったが、秦広王はまったく表情を崩すことなくつづけた。

「……とまで言いませんが、正直言って面倒で迷惑です」

　きっぱりと口にされ、千夜は剣を手にした秦広王をわずかでも格好良く思ってしまった事実を認めたくないと、内心大きく首を振る。

　千夜はやっと立ち上がると、着物の泥どろをはらい、ぺこりと秦広王に頭を下げた。

「ごめんなさい。疑ったのが誤ご解かいだったなら謝ります。でも本当に時間がないんです。私の大切な侍女になにかあったら、間に合わなかったら……許せない」

　ずっと胸の奥でくすぶっている、鈴すず音ねへの心配がまた膨らんでくる。

　ぐぐっと爪がくいこむほどに拳を握る千夜に、今度ははっきりと大きなため息が聞こえてきた。

「なるほど、許せないのは自分自身ですか。本当に面倒な娘だ……」

　聞き違いかと思うような小声で、「質が悪い」とつぶやくのが聞こえる。

「よいですか、冥土は本来生せい者じやのくる場所ではありません。貴女の侍女に降りかかった問題は、人道でのこと。それを冥土に持ちこむことは許されませんし、貴女にはただちにお帰りいただくのが本来の筋すじでしょう」

　淡たん々たんと告げられる言葉は、冥土の判官としては間違っていないのだろうが、千夜も「はい、そうですか」と引き下がるわけにはいかない。

「決まり切った線引きを持ち出して、罪もない人間が罰せられてもいいっていうの？　貴方だって人の魂を裁く判官なんでしょう!?　殺人の疑いをかけられている鈴音は、私にとって大切な人なの。これまでいろんなことをわかちあってきたんだから、家族も同どう然ぜんの存在なのよ！」

　必死に言いつのる千夜に、それでも秦広王は顔色を変えない。

「侍女にかけられた疑いについては、それが冤えん罪ざいならば、その罪をかぶせた者がここで裁かれる。それだけのことです」

　正論を口にする秦広王に、千夜は本気で声を荒あららげた。

「死後に真実が明らかにされたって、鈴音は助けられないわ。そんな裁きなんて、私は絶対に受け入れられない！」

　大声を出した千夜に、驚いたひばちが肩からずり落ちそうになる。

「冥土の貴方たちにとっては、生者も亡者もひとからげかもしれない。けど、私たちはいま生きてる時間が大事で、それが全部なの。大事な人と一緒に、幸せに過すごせる日々が一番に望むことよ。命を亡くしてから平等に裁かれるなんて言われたって、なにひとつ納得なんてできない！」

　誰の命も、失われればもう取り返しがつかない。

　これまで母を失い、頼たよりにしてきた祖母を見送り、かけがえのない家族を失ってきた千夜には、そのことがよくわかっていた。

　婚約者としての実感はわかないが、清せい十じゆう朗ろうの家族がひどく悲しんでいるであろうことは想像がつく。

　生きている者。残されてしまった者たちの思し慕ぼや後こう悔かいを、つまらぬもののように言われたくはなかった。

　昂たかぶった気持ちのまま、息のあがった千夜は頰まで真っ赤になっていたが、秦広王は片方の眉をわずかに上げてみせただけだった。

「まったく、理解しかねますね。生前に慈じ悲ひや善行を積つむことで、死後の裁きが軽けい減げんされることもあります。ですが、まだ若い貴女が他人のために世の理ことわりを乱してまでする行動が、正しいとも思えませんし、私が手を貸す理由になるのかどうか……」

　一いつ瞬しゆん「損そん得とくでやってるんじゃないわ！」と怒りをぶつけそうになった千夜に、頰を寄せたひばちが、なだめるような視線を向けているのがわかった。

　秦広王の冷たく、暗い光を宿した瞳を見れば歩みよれる気がしない。

　千夜はぎゅっともう一度拳を握る。

「とにかく、貴方の仕事の邪魔はしないから、このまま見逃してもらうってことは……」

「できません。貴女をひとりでいかせるなど、できるわけがないでしょう。どうしてもというのなら、私が同行することになります。業ぎよう務むは山積みですが」

　怨うらみがましく言い放たれた言葉に、千夜は一瞬すがってみる。

「それって、ひょっとしてもしかして……ちょっとだけでも私を心配してくれる気持ちがなくもないっていう……」

「心配？　そんな気ははなから微み塵じんもありません。いいですか、貴女がこの先勝手な行いをして、冥土のどこかでのたれ死ぬとするでしょう」

　のたれ死なせないで欲しいと願いつつ、千夜は無言で目を細める。

「すると、闖ちん入にゆう者しやに関わっていながら放置した私の責任となり、事後処しよ理りに追われ、非常な手間がかかることになります。なにしろ亡者でない生者が冥土で迷ったり、魂がおかしなところで途と切ぎれるとなると、その手続きの煩はん雑ざつさは見当もつきません」

　淡々と、いかに自分の業務が増えて迷惑なのかを説とかれ、千夜は色々と諦あきらめた。

「……やっぱり。冥土の王って、血も涙もないのね」

「貴女のような得体の知れない生者を、冥土や地獄で野放しにすれば、亡者の秩ちつ序じよが乱れます。我々は死後の魂の秩序を保つのが務つとめ。混乱はもっとも忌いむべきものです」

　ぴしりと言い放たれて、やはり人でない存在とはわかりあえないのだと痛感する。

　ならばと千夜はぐっと顔をあげ、目の前の秦広王に言い放つ。

「じゃあ、協力して。大人しく待っていられないの。何度閉じこめたって同じよ、絶対に清十朗様を見つけて、真相を知って鈴音のところに戻る──」

　絶対にここは引き下がれないという決意を漲みなぎらせる千夜に、秦広王は開きかけた口を閉ざすと、すっと手を前に出して言葉を遮さえぎった。

「ひとつだけ聞かせてください。貴女が地こ獄こへくる前に、なにか特別にしたことはありませんか？」

「なにかって……あ、そうね。これが懐から出てきたから、振ってみたの」

　怪訝そうに問われて、千夜は握っていた賽子を手のひらに置く。

「なるほど……これは極悪人の骨を使って作られた賽子です。振ったのだとすれば、出た目はいくつでしたか？」

「っ!?」

　知らされた衝撃の事実に、思わず賽子を放り出しそうになったが、人の骨だと聞くとそれもできずに、千夜は指をわななかせて耐たえる。

　なんとか指先でつまんで、賽子をもともと入っていた袋に納おさめた。

「……賽子の目は『六』だったわ、それは覚えてる」

「なるほど、それで地獄にきたというわけですか」

「それでって……どういうこと？」

　どうやら秦広王は、千夜が目にした屛風絵や手にしている賽子についても、なにか知っているようだった。

「冥土の先には、六ろく道どうがあります。それは我ら十王の裁きによって、亡者の魂がどこへ向かうかという行き先でもある。つまり生前の罪業によって、六つの世界のどこへ行くのか、決められます」

「あ、確か極楽、地獄以外にも、畜ちく生しよう道どうとか、餓が鬼き道どうとか六つの行き先があるのよね？」

　つぶやいた千夜に、今度は肩にいたひばちが尾をぶんと振る。

『そうよ、腐っても澄香の孫ね。一応知ってるみたいじゃないですの』

　腐っても呼ばわりではあったが、そもそも千夜は自分の祖母がどうしてあんなに恐ろしげな絵巻を収集していたのかも知らないのだ。

「そうです。六つの世界があります。天道……つまり極楽。そして貴女が暮らしている人じん道どう。ほかに修しゆ羅ら道どう、畜生道、餓鬼道、地獄道……ですが、貴女の捜している亡者が、この地獄に来ているというわけではないでしょう」

「え、そうなの？」

　地獄へ落ちたのが秦広王のせいでないのならば、てっきり賽子が自分の求めるもののところへ連れてきてくれたのかと思っていた。

　だからこそ、つづいて聞かされた秦広王の言葉は思わぬものだった。

「貴女から聞かされた綱盾の者が亡くなってからの日数を考えると、閻えん魔ま王おうの調べが終わって太たい山ざん王おうの最終判決が下ったとは思えません。ですから、まだ六道のどこへも移動していないはずです」

　そう口にすると、秦広王はしばらく考えこんだあと、すっと顔をあげた。

「わかりました。その綱盾家の亡者を捜し出しましょう」

「え、協力してくれるの？」

　これまで頑かたくなだった秦広王の思わぬ申し出に、千夜は驚く。

　しかし秦広王は涼しげな目元をわずかに歪めて、夜空のような瞳を千夜に向ける。

「望んでのことではありません。ですが、貴女に迷惑をかけられる手間と時間を考えると、求めている答えを与えたほうが早そうですから。貴女は執しゆう念ねん深そうですし……」

　心底嫌がるように眉をひそめる秦広王に、千夜も負けじと言い返す。

「そっ……そうよ。しつこいし、いつまでだってつきまとうわ。諦めるのは貴方の方ね！」

　思い切って冥界の王に啖たん呵かをきった千夜の前で、秦広王からさらにひやりとした気配が生じる。

　整った顔立ちからいっそうの苛いら立だちが伝わって、千夜は心の底で「ひぃ」と小さく悲鳴をあげた。

　──これしか方法がないから仕方ないけど、怒りながらついてこられるってのも恐ろしいわね……。

　ひばちに助けを求めたくて肩に手をやろうとすると、千夜の額に衝撃が襲った。




　ぺちん！




「痛っ!!　　な、なに……!?」

　突然、手を伸ばした秦広王に額をはたかれたのだと気づいて、千夜は驚く。

　すぐに手は離れたが、千夜が慌てて自分の額に触れると、カサッとした紙の感かん触しよくがあった。

　手に取って見ると、短たん冊ざくに墨で複雑な梵ぼん字じが描かれている。

　なにやら札ふだのような、特別な意味がこめられたものだとわかった。

「それは生者の貴女が、冥土を行くあいだの札です。さきほどのように、鬼や獄卒が近づいても、私が認めている者だと証明できます」

「じゃあ、これを見せればどこでも通行自由ってことなのね？」

　協力してくれるというのは本気だとわかって喜んだ千夜に、秦広王は長い髪をサラリと背にはらいながらつれなく言い放つ。

「いいえ、身元は証明されますが、行動までが自由だとは保ほ障しようしていません。もしはずみで貴女が命を落とすようなことがあれば、その届けが我ら十王のもとへ通つう達たつされるだけのことです」

「命を落とすって……」

　それではなんの救いにもならないと、千夜はふてくされつつ、札を懐にしまう。

　突然、右手をぎゅっと摑つかまれたかと思うと、力強く秦広王の胸元に引き寄せられた。

　背中からぎゅっと回された右腕に、体をすくい上げられて千夜は姿勢を崩す。

「んぎゃっ！」

　その力強さと、肩口にいたひばちが慌てて爪を立てるのを落っことすまいと、千夜は必至に腕を伸ばした。

　突とつ風ぷうが吹いた感覚に思わず目を閉じると、そのまま体がふわりと浮く。

　上昇しているようで落下しているような、ぐるりと体の芯がねじれる感覚に再び襲われ、ひらすら奥歯を嚙みしめて耐える。
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　目眩に襲われつつ、ようやく目を開けた千ち夜やの視界に飛びこんできたのは、さきほど秦しん広こう王おうの宮殿で通された部屋に似た一室だった。

「ここは……どこかに移動したの？」

　千夜と同じく、何度も移動したせいか目を回しているらしい、ひばちのようすをうかがう。

「大丈夫？　瞳どう孔こうまんまるになってるわよ」

『もう……こんなに次々に地獄と冥土をいったりきたりするなんて……あり得えませんわ』

　うんざりだというように、ひばちは千夜の着物の袖に鼻先をつっこむと、二本の尾を苛立たしげにぱたつかせる。

「冥土に戻ってきたのです。ここは貴女を捜すために、情報提てい供きようを頼みにきていた場所でもあるのですが……」

　秦広王がそういうのならば、安心できる場所なのだろう。

　──口をひらくと冷たいことばっかりいうけれど、ほんとに捜してくれてたんだ。それにこうやって屋おく内ないにいられると、やっぱりほっとするかも……。

　地獄から戻ってきたいま、抱えられてきたとはいえ秦広王の傍かたわらに寄りそう距離でいる千夜の胸きよう中ちゆうは複雑だった。

　──なんで、こんなにくっついてるのかしら……私のこと明らかに嫌いだって感情丸出しなのに、よくわからない人……あ、人じゃないんだろうけど。

　ぱっと顔をあげると、気後れするほどの美び貌ぼうが近くにあったが、おじけづいている場合ではないと口をひらく。

「あの、聞きたいことがあるんだけど」

　沈ちん黙もくが返されたことで、問いかけてもいいのだと千夜にはわかった。

「貴方は冥土の十王のひとりなんでしょう。ちなみに十王っていうのは、以前は人だったりしたこととかあるの？」

「いいえ……我々十王は人とは異ことなる存在です、あなた方が神や仏ほとけと呼ぶものに近い存在と言えるでしょう」

　それは実にしっくりくる答えだった。

　人ではないとわかる秦広王の姿は、単たんに美しいというよりは神仏や菩ぼ薩さつの像のようにどこか中性的で神しん秘ぴ的てきでもある。

「そ……そ、そうなんだ」

　はっきりと正体をつげられると、好き放題言い放っておいていまさらながら、畏れおおい気持ちも湧いてきた。

　──そ……そうよね。人を裁くのが人ってわけないじゃない。魂が裁かれるって、これまで自分が生きてきたすべてを目の前にさらされるってことなのよね。

　改めて、死後にはひどく恐ろしい裁きがあるのだと認識した千夜は、秦広王から身を離した。

「あの、やっぱり秦広王……『様』とかつけたほうが良かったり、します？」

　千夜がようすをうかがおうと相手の顔を見あげると、感情のわかりづらい秦広王の顔つきは、苦いものを口に含んだようになる。

「とってつけた敬うやまいや態度など不要です……媚こびたければ、『様』でも『王様』でも好きなようにお呼びなさい。無む論ろん、私がそんな薄っぺらな追つい従しように踊らされて、手加減を加える愚か者だと思われるのは心外ですが」

　やや高こう慢まんな口調で告げると、秦広王は顎をあげて千夜を見下ろす。

「もちろん、貴女が本心から私を讃たたえたくなったというのでしたら、己の心の声に素す直なおになるといいでしょう。愚かな貴女にもわかるように、教えてさしあげました」

　わかりましたね？　と言いたげに、棘だらけの笑みを向けられて、千夜は眉を吊り上げる。

「べつに、そんなつもりじゃ──!!」

　本心のままに言い返してやろうとした背中に、別の気配を感じてとっさに振り返る。

「おやおや、勇いさましいお嬢さんだ。熾し淵えん……彼女が君の捜し人なのかい？」

　歌うような美声で声をかけてきた人物の周りには、周囲に光が生じたかと思うような華やいだ空気があった。

　明るい金きん糸しのような髪を上品に結いまとめ、灰がかったような不思議な瞳をしている。

　くっきりした顔立ちの男は、千夜を見て微笑ほほえみ楽しげなようすだ。

　冥土や地獄の鬼たちとはまったく違い、むしろ秦広王に似た、高貴な身分を思わせるたたずまいだった。

　啞あ然ぜんとしている千夜に向かって、優雅に会え釈しやくしてみせる。

「初めましてお嬢さん、私は初しよ江こう王おうだ。いつも三途の川を挟んで熾淵……あぁ、秦広王のお隣さんみたいなものなんだ。三途の川を渡ってきた亡者を迎えたら、殺せつ生しようと盗みについて、微び細さいにわたって聞き出すのが務めなんだよ。それはもう手段を選ばず、徹てつ頭とう徹てつ尾び情熱的にね♪」

　なぜだか楽しい遊びのように口にしているが、とても恐ろしいことなのではないかという疑問を千夜は吞のみこんだ。

「あの、さっきから『熾し淵えん』って？」

　どうもその言葉が、秦広王に向けられているように感じて千夜は問い返す。

「あぁ、愛あい称しようみたいなものかな……。ときにお役目で外に出るとき、いかめしい名前で呼び合うと、私たちのこの『～王』ってまんま役職だからね。すぐに身元がわかってしまうだろ？」

　なるほどと思いながら、どうやらふたりはそれなりに親しい間柄のようだとわかる。

「いやー、熾淵のとこから亡者が流れてこないから、なにがあったのかと思ったら、突然亡者じゃない、生きてる人間の娘を捜してるなんて言いだして驚いたよ」

「す、すみません！　私のせいで、仕事が滞とどこおってるって……そういうことですよね」

　さすがに自分がうろついていることで、冥土に及ぼしてしまった影響を自覚させられ、千夜も青ざめた。

「…………私のときと、ずいぶんようすが違いますね」

「……え？」

　ぼそりと隣で聞こえた秦広王のつぶやきに千夜が振り返ると、今度は反対側から初江王が快かい活かつな笑い声をあげる。

「人徳、ならぬ。親しみやすさってことじゃないのか？　熾淵の無ぶ愛あい想そうさっていったら、冥土に轟とどろき渡ってるからねぇ。私がたまに顔を見せても『帰れ』『消えろ』『黙れ』の三言しか口にしなかったこともある」

「それは…………ひどいですね」

　だがその話が決して大げさでないだろうことは、いまの千夜にもよくわかる。

「とにかく、いまは熾淵が彼女に協力するのに私は賛成だね。話は聞かせてもらったけど、婚約者が亡くなったんだって？」

　秦広王とは比べものにならない、とっつきやすい初江王の言葉と声に千夜はこれまでのいきさつを詳くわしく話すことにした。

　沈黙と相あい槌づちを使い分け、じつに有能な聞き手として初江王は千夜の話を理解してくれた。

　──ご、誤解だったわ。冥土の王だから冷れい酷こくで人と違うんじゃなくて……秦広王がずば抜けて話が通じにくかったってことなのかも……。

　どうやらまだ自分とは、まともに会話してくれている方だったのかもしれないと、千夜は多少認識を改めた。

　千夜の話を吟ぎん味みするように、しばしまぶたを伏せ気味に考えていたようすの初江王が、長々とため息をつく。

「ははーん、これはゆゆしき出来事だな」

　そう口にした初江王に、秦広王はいまだ気むずかしい表情のままだ。

「常世で起きている人間のもめ事に、冥土の側から干かん渉しようする必要はありません。ですが、この娘があまりに聞き分けないので片づけるには、協力するしかないと……生者の魂に刑を処しよすことは許されておりませんし──」

「へぇ、熾淵が？　千夜ちゃんを助けてあげるって……自分から約束したんだ」

　笑いを嚙み殺すような初江王の声に、秦広王が不機嫌そうに答える。

「相変わらず、十王のひとりとは思えないだらしない笑顔ですね。気味が悪い」

　しかし初江王は、冷たい言葉にも苦笑を浮かべるだけで気にもせず千夜に話しかける。

「こいつのねー、こういう部分がもうちょっとこう、なんとかならないかと思ってるわけよ。人の情けを知るというか、人間を知らないで死後に審理するっていうのも……どうかと思っているわけだ。ね、千夜ちゃんもそう思うだろう？」

　いつのまにか名前で呼ばれても違和感がないほど、千夜は初江王に親しみを覚えていた。

　明るくはずむような声こわ音ねで、くだけた口調の初江王は不思議と落ち着いて見える。

「でも、熾淵。千夜ちゃんが常世からきたんだとすると、ひょっとして君は閻魔王が手配したっていう『めぐりの蝶ちよう』なのか？」

　突然の問いに、千夜はどう答えていいのか困惑したが秦広王が先に口を開いた。

「一いつ切さいが不明です。こんな突然の迷子に関して、私は閻魔王よりなんの通達も受けていませんし、存じません」

　にべもない返事をする秦広王と初江王の会話は、千夜にはさっぱり不明だったが興味は募つのる一方だ。

「あの、冥界の王ってどなたかが偉えらかったり、いわゆる上下関係みたいなものがあるんですか？」

　十王と呼ばれる判官は、裁きがあとになるほど位があがっていくのかという疑問や、秦広王が部下にあたるのかとは聞けなかったが、意図は伝わったようだ。

「あぁ、常世の者にはわかりづらいかもしれないね。我々十王にはそれぞれに役割がある。基本的には誰が上であるとか下だとかはないが、閻魔王だけは別格かな。扱える道具も力も高位になる。けれど、亡者の善悪を見定めていく役目を負おう存在として、十王の全員がすべての魂に慈いつくしみと見守る気持ちを持っているんだよ」

　わかったかなーと言い聞かせるやさしい口調に、初江王がとても慈悲深い存在に見えてすがりたくなったが、隣で秦広王がぼそりと告げた。

「言っておきますが、その男の調べは私の比ひじゃないですからね。首枷を重ねづけした亡者に、鬼をけしかけて、手足つぶしてはらわたごと真相を引きずり出すような男です」

「おやま、熾淵ってばなんてこと言うんだい。それでは私が『腹を割って』『胸きよう襟きんを開いて』なんて親しん密みつな取り調べを、物理的にしているように思われてしまうだろう？」

「なにも違わないでしょうが……」

　さらりと語られた内容は、どうやら大げさなものでもないらしい。

　初江王は否定することもなく、変わらずにこやかであるだけだ。

「とにかく、千夜ちゃんが捜しているっていう男の名前は、『綱つな盾たて清せい十じゆう朗ろう』なんだね。熾淵に言われて調べはしておいた」

　初江王の手元に用意された台帳は、かなり古びた蛇革の表紙で綴とじられた重じゆう厚こう感かんのあるものだ。

　それを慣れた手つきで繰っていくと、パラリと半ばで手を止める。

「その亡者ならば、とっくに熾淵の裁きを終えて、三途の急流を渡ってきたと記録があるね」
















　清十朗がすでに三途の川を渡っていったのだと聞かされると、肩から膝に降りたひばちがわずかに毛を逆さか立だてて、もの言いたげなようすで見あげてくる。

『いま、急流っていいましたわね？　それは、罪のかなり重い亡者に与えられる道ですのよ。千夜の婚約者は罪人ですの？』

「そんな！　罪人なんて、武家の跡あと取とりだって聞いているだけで」

　婚約者は武人として人望があったはずだが、ひばちの言葉が気になる千夜に、秦広王が答えてくれる。

「死出の山を越えてきた亡者は、私が最初の審理をします。生前の記録をもとに決断を下し、三途の川のどの流れをいくことになるか割り当てる」

　淡々と告げる秦広王の口調からは、書面にある罪業の重さによって機械的に選えり分けられているのだと想像できる。

「その亡者が武人だったのであれば、お役目であれ、人を傷つけたり殺あやめることもあったはずです」

　向かいでうなずいた初江王も、その可能性は十分あると思っているようだ。

「最初の裁きは、常世でいうところの初七日にあたる。そして川を渡った先で、私が二ふた七なの日かの審理をするんだ」

　厳げん密みつな日付ごとに、審理が進められるのだと千夜も理解して問いかける。

「三途の川を渡ったあとにも、そんなに何度も同じ審理をするんですか？」

「ひとつずつ、より具体的になっていくよ。生き物を殺していないか、他人の物を盗んでいないか、夫婦や親子の間に不ふ実じつはないか、噓をついていないか、酒を飲みすぎていないか……いわゆる五ご戒かいといわれるものについてだね」

　羅ら列れつされた内容は、まるで僧侶の説せつ法ぽうのようだ。

　だが人として生きていれば、そのうちのひとつぐらいはあてはまる者がほとんどではないだろうか。

　秦広王の言うように武家の者であれば人を傷つけているというのは、人の作った法と死後の裁きはまた別の倫りん理りだということだろう。

　引きつづき、初江王は手元の書面を確かめる。

「千夜ちゃんの捜している、『綱盾清十朗』については……こっちでも審理済みだね。殺生について、盗み、飲酒……そうだ、この男はなかなかひどい記録が満載で、当人はわりと素す直なおに認めてるし、おもしろい恋話も聞けそうにないから、さっと決裁して通しちゃったんだ……本当に、この男が千夜ちゃんの婚約者!?」

　どうやら清十朗の罪状は、かなり不ふ穏おんな状況らしい。

「その人の名前が『綱盾清十朗』だっていうのなら、間違いないと思いますけど……あの、初江王さんには清十朗様を殺めた犯人はわかりませんか？　誰に殺されたとか、そういうことを口にしていませんでしたか？」

「いや、死し因いんについては書面にあったが、当人がなにか口にすることはなかったな。もちろん我々は亡者本人の罪しか裁けない。その清十朗を殺した犯人が冥土にきたおりには、相そう応おうの裁きを受けることになるまでだ」

　その返答に、千夜はがっくりとうなだれた。

「そう、ですか……そうですよね。死んだ人だけがここへくるんですよね」

　すると初江王の手元の書面を、ひょいとのぞきこんだ秦広王がやはりとうなずく。

「『綱盾清十朗』は、まだ閻魔王のもとへはたどり着いていないようです。つまり最終審理は終わっていない」

　先ほど秦広王が口にしたように、最終決断が下っていない以上、清十朗が地獄にいるということはあり得ないのだろう。

　希望を持って顔をあげた千夜は、はっと気づいた。

「そういえば私、ここにきてどのぐらい時間が経たったのかわからないんですけど……最初の裁きがあって、さらに七日経ってから初江王様に裁かれるんですよね？　清十朗様の亡くなられた日と、計算が合わないような気がします」

　千夜が気になっていたのは、綱盾家の使いの者だと名乗る陽よう弦げんが乗りこんできた時点で、清十朗が亡くなって二日しか経っていないということだった。

　だがここで初江王の裁きを受けたというのであれば、すでに十四日が経過していることになる。

　──待って、ひょっとして私が屛風を見つけてから、冥土で目を覚ますまでにそんなに時間が過ぎちゃったってこと？　だとしたら鈴すず音ねはいまごろ……。

　青ざめていく千夜の肩に、トンと秦広王の指が触れた。

「心配はいりません。地獄屛風を通って冥土に渡る者は、滞在時間にゆがみが生じるのです。生と死という、両りよう極きよくを行き来するには大きな力が加わる」

「どういうことなの？」

「貴女が冥土で私や初江王と顔を合わせているいまを、人道での時間に照らし合わせようとしても、流れは速まったり戻ったりしているということです」

「そんなに……複雑な状態なの？」

　自分のいた場所の暦こよみしか知らない千夜には、まったく理り屈くつがわからないが、死者の世界は独どく自じの決まりがあるらしい。

　本来ならば、生きたまま冥土にいるということ自体が理を離れた状じよう況きようなのだ。

　千夜は膝に乗せていたひばちを抱きあげると、自分の肩に乗せ直して立ち上がった。

「もう、いくのかい？」

「はい、時間のこともわからなくなってますし。少しでも早くに清十朗様を見つけたいんです」

　立ち上がった千夜に、仕方がないといった体の秦広王も立ち上がる。

　約束したからには行動を共にしてくれるらしい。

「じゃあいまから、熾淵もちゃんと『協力』するんだよな？」

　にやにやと笑みを浮かべる初江王に、秦広王はつんと顎をそらせたまま無言を貫く。

「まぁ、心配するな。しばらくは私が熾淵の宮にいて、審理を代行しておいてやる。無論、ちゃんと代行許可申請は出しておくから」

　その肩を力強く叩いて請けおうと、初江王はくるっと千夜に向き直る。

「あ、それと。千夜ちゃんもこいつといくなら、この先外では『秦広王』じゃなくて、『熾し淵えん』って呼んでやって。ほら、役職で呼ぶようなものだからさ、持ち場を離れる以上あまり目立つのもなんじゃない、ね？」

「そう、なんですか……そうか役職みたいなものですもんね」

　千夜はそれが調査に必要であればとうなずき、その傍らでは秦広王が苛立ちを最大限にあらわにした表情で、初江王をにらみつけていた。
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　遠くに見えるなだらかな山の稜りよう線せんを右手に、どこまでもつづく白砂の上を歩いていた千ち夜やが目にしたのは、奇き妙みように色いろ鮮あざやかな門だった。

　その門をくぐると、宝ほう杏あんの都と見まがう華はなやかな街並みがあり、これまでの冥めい土どの風景とはがらりと趣おもむきが変わる。

　楼ろう閣かくのような建物の柱には、とりどりの花が彫ほりこまれ、竹で複雑な細工がほどこされた花はな窓まどには、ふわりと透すける絹きぬ地じが揺ゆれて漂ただよっていた。

　ほんのり漂ってくる香りも、甘あまやかでどこか艶あでやかさがあり、この街がなにか特別な場所なのだと感じる。

　宝杏のなかにもあった、いわゆる色いろ街まちのような雰ふん囲い気きだ。

　──花街には近づかないようにって、いつも鈴すず音ねに止められてたから、入ったことはないけど……。

「ねぇ、熾し淵えん」

　初しよ江こう王おうに言われたように、さっそく名前で呼んでみる。

　しかし直後に立ち止まられ、思いきり背中にぶつかってしまう。

「ちょっ、突然なんなのよ」

「……落雷にあったような、恐おそるべき違い和わ感かんと不ふ快かい感かんに打ちのめされただけです」

　嫌いやみではないらしく、長身の熾淵がうなだれるようすは憐あわれにも見えるほどだったが、千夜はきっぱりと口にする。

「私も気持ちを改めて、お互たがい親しみも大切だと思うからそう呼ばせてもらうわ。熾淵だって私のことは名で呼べばいいでしょう？」

「私は、貴女あなたに親しみを持たれているとは思えませんが……」

「これから親しもうと思って、呼んでいるの」

　少なくとも初江王はそういうつもりもあって『熾淵』と呼べと言っているように千夜には感じられた。

「名を呼ぶようになったからとて、手て心ごころが加わったりはしませんよ」

「だ・か・ら！　そんなつもりで言ってないわ。もう……いいわよ」

　亡もう者じやを裁さばく立場だから、情けをかけていてはキリがないのかもしれない。しかし人の魂たましいを裁くからこそ、情を持ってもらいたいと千夜は感じたのだ。

「これからいく宋そう帝てい王おうって王様のところで、清せい十じゆう朗ろう様に追いつけそうだったりする？」

　変化に富む景色にちらりと視線を向けて、熾淵はすっと瞳ひとみを細めた。

「そうですね……宋帝王が受け持つのは三七日みなのか。つまり死後二十一日が経たつと、行われる審しん判ぱんです。ここで綱つな盾たて清十朗に追いつけるかどうかはわかりませんが、初江王の裁きを終えているのですから、必ずそこを通っているはずです」

　獲え物ものの行方ゆくえを追うような熾淵の真剣な横顔に、千夜の心も落ち着きを取り戻し始める。

　──あんなに不本意そうだったけど、ちゃんと考えてくれてるんだ。

　いま清十朗の居場所を探さぐるには、こうして冥土の王たちに行方を聞くほかなさそうだ。

「ちなみに宋帝王様って、どういう方なの？」

「会えば、わかります。いつも顔を会わせるたび、後こう悔かいしますけれどね……」

　再び歩きだした熾淵について、千夜もあとにつづいた。

　いつの間にか、通りの端はしを歩く人影が目に付くようになった。

　ぼうっとなにかにとり憑つかれたような顔つきで、瞬まばたきも少なく歩いていく中年の男性は、楼閣の露ろ台だいを見あげている。

　まるでそこに、麗うるわしい天てん女によがいると信じて疑わない熱っぽい視線だ。

「あそこに、なにかあるの？」

　ちゃっかり千夜の肩口に収まっていたひばちが、冷やかすように問いかける。

『あーら、千夜にはなにに見えるんですの？』

「私には、布が揺れてるようにしか見えないけど……それなのに下にいる男の人が、なんだか普ふ通つうじゃない顔つきだわ」

　すると先を歩いていた熾淵が、すっと振り返った。

「なるほど、生せい者じやにはそう見えるのか」

　興味深そうに楼閣の高みへ視線をやる熾淵に、ひばちも上を見あげてヒゲをそよがせる。

『どっから見たってお色いろ気け満まん載さいの女によ人にんですわ。もう出るとこ出した……むしろ出しすぎじゃないのって格かつ好こうの。あれは邪じや淫いんの有う無むを見ようってことなんですのね』

「じゃいん？」

　ひばちが口にした言葉が耳慣れず千夜が聞き返すと、そのひげがピクリとそよいだ。

『千夜って……色いろ事ごとにはとんと無縁そうよねー……心配はいらないと思うけど。邪淫は邪淫よ、生きている間に成した色事の全てについて調べられるのですわ』

　思わぬ話題に、千夜が気き恥はずかしさを覚えたときだった。

　ふと背後に迫ってくる荒あら々あらしい気配に振り返る。

　騒そう々ぞうしい物音が近づいてきたかと思うと、着物の襟えりや髪かみの乱れた女や、ひげも伸び放題のだらしない男たちが数人走ってくるところだった。

　誰だれもが肌はだの色が異い様ように悪く、瞳に生せい気きがないことから亡者の群むれだとわかる。

「やめてくれっ……悪かった！　もうしない、もうしないから……!!」

「見み逃のがしておくれよう。これきりなんだ。他には一度だって、夫を裏うら切ぎったことなんて──ひぃいぃ！」

　どうやらこれから裁きに向かう亡者たちだとわかったが、異様なのは彼らの後ろから裸足はだしの踵かかとに嚙かみつく巨大な猫ねこと、地を這はって女の足に巻きつこうとする大だい蛇じやの姿があることだ。

　燃えあがる炎のような金こん色じきの瞳の猫が、千夜の抱いているひばちに気づく。

　ぎろりと向けられた鋭するどい瞳に、ひばちが最大限の警けい戒かいをこめてうなりをあげる。

『ファァァーーーーッ！　シャァアッ!!』

　しかしひばちの威い嚇かくをものともせず、巨大な灰銀の猫はぺろりと赤い舌したを見せ口の周りを舐なめた。

「うぅぅ」

　ふわふわの毛並みに、優ゆう雅がな背筋をした生き物の表情は恐ろしい。

　血にまみれた牙きばから千夜は目を逸そらし、思わずあとずさる。

　蛇へびが亡者の足に容よう赦しやなく牙をたてて道を急せかせるのを横目に、灰猫が顔を洗うような仕し草ぐさを見せて熾淵に近づく。

『誰かと思えば、秦しん広こう王おうじゃねぇですかい。なにやら妙な猫と若い娘をお連れですねぇ』

『あんたに妙な猫よばわりされたくないわよ!!』

　千夜の肩でひばちがキイィと怒りをあらわにして毛を逆さか立だたせたが、相手の灰猫はフンと鼻を鳴らしただけだ。

「宋帝王は執しつ務む中ちゆうでしょうか？」

　熾淵の問いかけに、先へ向かっていた蛇がニョロリと方向を変え、体をくねらせ寄ってきた。

『えぇ、そりゃあもう。忙しいことこのうえなく、毎日毎時、ニヤニヤされて邪淫の業ごうに囚とらわれた、破は廉れん恥ち者ものをたんまり裁いておられますわぁ』

　どことなくしなのある、艶つやめく声をあげた蛇はどうやら雌めすらしい。

　白い鱗うろこをほんのり桜色に染めて、嬉うれしげに熾淵のそばに這い寄っていく。

「相あい変かわらずおさかん……いえ、お忙いそがしそうですね、では手短に済むようにいたしましょう」

　熾淵はそう告げると、蛇の舌先が触れる間ま際ぎわに身を返し千夜の手を引き歩いていく。

『あん、もう！　ほんと、いつまで経ってもつれないお方なんだからぁ』

　名残なごり惜おしげに声を震ふるわせる蛇に、灰猫が牙を剝むく。

『ったく、お前がそんなだから示しがつかないんだ……』

　じっとりとあきれたような視線で同どう僚りようを見つめながらも、ひばちに向かって尾を揺らす。

『そこの色白の姉さんも、今度よく動く自じ慢まんの尾っぽでも見せてくれよ』

　灰猫の言葉に、ひばちは軽けい蔑べつをこめて冷ややかな視線を送ると、千夜の肩でつんと顎あごを反らせて知らんぷりを決めこんだ。

　再び歩きだした千夜は、ここにいる亡者の抱える事情を思うと、どことなくいたたまれなくなる。

「死んでからまで、色事についての審判なんてあるのね」

「そうですね。色事にまつわる人の思いは業が深い。その善ぜん悪あく、救済や執しゆう着ちやくは人間の本能に根ざすところです。不実を働いていた者は厳きびしく問いただされます。死してなお償つぐなわなければならないのは、なんとも無ぶ様ざまなことですが」

　不ふ貞ていは当然許されることではないのだろうが、熾淵の突き放すような冷たさに千夜は一瞬ひやりとする。

「おや、べつに貴女には慌あわてる理由などないのでしょう？」

　問いかけられた言葉の意味を、しばしおいて気づいた千夜は眉まゆを吊つり上げる。

「どういう意味よ！　熾淵には関係ないじゃない、放っておいて」

　恥ずかしいのと怒りで頰ほおが赤くなるのがわかったが、もはやどうしようもない。

　──そ、そりゃあ、不貞も不実もなにも、後ろめたいこと以前になんにもないわよ。それは喜べることじゃないかもしれないけど……というより、熾淵は見た目通りお堅かたいのかしら、裏切りは許せないってこと？

　知らず考えこんでいる自分に気づいて、千夜は思わず首を振る。

　冥土の判官に、そもそも恋愛感情があるのかどうかすらわからない。考えたって仕方のない話だろう。

　やがて優美な形の門をくぐると、そこには熾淵の宮殿と似にた白砂の敷しき詰つめられた庭があった。

　殺さつ風ぷう景けいなその場所には亡者がずらりと並び、審理のために待たされているようだ。

　近づいてきた鬼たちは、相手が誰だかわかると構えていた槍やりを慌てて下げる。

　すると熾淵はわずかにうなずき「取り次ぎは結構です」と、勝手知ったるようすで庭を突っ切っていく。

　簀すの子こ縁えんにつづく階段をあがると、あげられている半蔀はじとみから建物へ入っていった。

　戸と惑まどいはあったが、千夜も熾淵につづく。

　肩に乗っていたひばちが音もなく床に降りると、珍めずらしそうに周囲を眺ながめながらついてくる。建物内部にも美しい装そう飾しよくがほどこされており、ひばちは楽しんでいるようだ。

『初めてですわ。宋帝王様にお会いするのは……』

　冥土に詳くわしそうなひばちですら、その姿は見たことがないらしい。

　いくつかの広間を抜けて進む間にも、各部屋ごとに見み事ごとな花か鳥ちようや山さん水すいが描えがかれた屛びよう風ぶがあり、それはいつしか華やかな色合いのものへと変わっていく。

　目を楽しませてくれていた眺めは、最終的にそのすべてが妖あやしいものになっていった。

　屛風の花々の間に描かれているのは妖よう艶えんな美女で、豊かな乳ち房ぶさを半なかば以上のぞかせていたり、かなりきわどい位置まで着物の裾すそが乱れ、真っ白な足が見えている。

「な、なんだか春しゆん画がみたいな、なんでこんな絵がいっぱい……!?」

　廊ろう下かを進むほどに、飾られている絵は男女が大だい胆たんに激しくむつみあうものになっていき、さすがに千夜も動揺せずにはいられない。

「あぁ、これは宋帝王の趣しゆ味みです。じつに悪趣味なことですが……」

　白しら々じらと呆あきれた目を向ける熾淵の前で、男女がくんずほぐれつしている上に、派は手でな帯おびが乱れ飛ぶ図柄の襖ふすまが、するするすると引かれ開かれた。

　部屋の奥の、一段高くなった場所に重ねられた茵しとねの上、脇きよう息そくに寄りそうしどけない格好の女性がひとり。

　長く赤みのある髪をゆるく結いあげ、琥こ珀はくの玉のついた簪かんざしで留とめている。

　匂におい立つような白い首すじと後れ毛のかかる襟元、帯の上には豊かな胸の膨ふくらみがあることが見て取れた。

　突然の来訪者に、額ひたいに垂たれかかる髪をゆったりと指でかきあげ宋帝王は眉をあげた。

「あら、そこのお嬢じようちゃんは亡者とは息づかいが違う。生きてるのね？」

　紅葉もみじのような鮮やかな瞳を細めて、千夜を品しな定さだめするように見つめる。

「お座りなさいな、すぐにでも暴あばいてあげるわ。貴女の欲望と欲情を」

　艶やかな唇くちびるが動くのが、ひどくなまめかしく感じて、千夜ははっと視線を落としてしまう。

「ち、違います！　私は裁かれに来たんじゃありません。あの、それにここは邪淫について裁かれる場所なのに、どうしてこんな屛風や襖絵ばかりなんですかっ……」

　やり場のない羞しゆう恥ち心しんから、つい語気が勢いづいてしまう。

　邪淫について咎とがめられる場ならば、もっと戒いましめのために殺さつ風ぷう景けいな空気が必要なのではないだろうか。
















　焦あせる千夜を楽しげに眺める宋帝王の答えは、思ってもみないものだった。

「ふふ、可か愛わいらしい。ますます素すっ裸ぱだかにしてあげたくなっちゃう。ここに春画が多い理由なんて決まってるじゃない。少しでもいやらしい気持ちになって、生前に行った邪淫の数々を生々しく告白してもらうためよ♪」

　うきうきとした声こわ音ねの、宋帝王のとびきりの笑顔に千夜は啞あ然ぜんとしてしまう。

「あの、本当に冥土の王様？　女性なんですね」

「やぁね、性別なんて気にしなくても、男も女も淫欲については同じく罪深い生き物よ。私はそれをあれこれ知りたいだけ……暴いてさらけ出させて、すべてを丸裸にしたいじゃない。そうなって初めて、私は亡者とわかりあえる気がするわ」

　務めとはいえ、なかなかにいやらしい性しよう分ぶんの持ち主のようであり、貞てい操そう観かん念ねんの幅はばも広すぎる気がする。

　しかしそれでいて、懐ふところの深さも感じさせるよくわからない判官だ。

　白い腕が千夜に向けてするりとさしのべられ、指が頰に触れる寸すん前ぜんで「待ちなさい」と熾淵が間に割って入った。

「あん、なによ。そういえばオマケがいたのよねぇ」

　打ち払われた手をひらりと揺らめかせて、宋帝王はほんのり睨にらみを利きかせた視線を熾淵に向ける。

「カタブツのあんたと話したいことなんてないんだけれど……それとも、今日こそ襟を開いてくれるっていうの？　その気になったんなら、裾をめくって膝ひざを割って、体の隅すみ々ずみまでまさぐりあってもいいんだけど──？」

　遠えん慮りよなくぐいぐいと距離をつめてくる宋帝王に、熾淵との距離は鼻の先がふれあうほどになっている。

　しかし熾淵は冷ややかさをいっそう強くするばかりで、宋帝王はまたそれを面おも白しろがるように楽しげに見えた。

　──ひょっとして、このふたりはいつもこうなのかしら……でも宋帝王様ってこんなに色っぽいのに、熾淵ってば顔色ひとつ変わらないのね。

「今回立ち寄ったのは、まったく別の用件です。こちらに記録があるはずの、とある亡者について調べています」

　思わぬ申し出だったのか、宋帝王の表情が初めて真顔になる。

　熾淵に差し出された紙に視線を落とすと、無言で記憶を探っているようだ。

「うーん……うぅぅん？　……ぁ！　んん？　あ、はぁん……」

　なまめかしい声を複雑にあげて、宋帝王は小さくうなずく。

「いたわね。ちょっとご面めん相そうも整ととのった男ぶりのいい亡者だったわ。それにしては罪状がなかなかのものだったのよねぇ。うん、姦かん淫いん、強ごう姦かんだけじゃあきたらず、人の道のはずれかたが近年まれにみる勢いだったものだから、根ほり葉ほり聞こうとしたんだったわ」

　恐ろしげな単語を並べられ、千夜はそんな人物が婚約者であったのかと驚おどろきを隠せなかったが、つづく宋帝王の言葉に首を傾かしげた。

「ただ、どうにもようすが暗かったわね。ずいぶんと非ひ道どうな経歴のわりには、『自分は人の命を奪ってきた。残された人の不幸は自分がもたらしたといえるでしょう』とか口にして、なんだか真ま面じ目めな話をしだしたから、あーこりゃ駄だ目めかもと思ったわけ。この先に細かい調査が入るから、任せたほうがいいかな～って判断して通したわ」

　軽い口調で語られた内容だったが、宋帝王の視線は思いの外真剣で、むしろ鋭さを感じさせた。

「宋帝王、つまり貴女でもおかしいと気づいたのですね」

「失礼ね。『でも』とはなによ。色ボケ扱いは許さないわよ。『私だから』と言いなさいな。でも、あの目の暗さはどこか違うって感じるわ……本当に悪あく逆ぎやくの限りを尽つくしたか、それとも己おのれの生き方に後悔と絶望を感じているのか、もしくは調書にでたらめがあるのかも……」

「調書に、でたらめ……？　そんなことがあるの？」

　千夜が思わず熾淵に問いかけると、苦にがい表情で眉をひそめられる。

「本来ならばありえぬことです、人は魂が肉体を離れ、死し出での山を越えるまでの七日の間に、その名に結びつくさまざまな記録が浮かび調書ができあがるのです。それは死んだ日時や場所、出しゆつ自じをもとに作成され私のもとへ届けられて初めて、冥土での審判が始まり三さん途ずの川を渡ることができるのです」

「でも、その調書に……おかしなところはなかった？　私のカンではどうにも嚙み合わないところがある印象だったの。だからもっと詳しく見るためにも、先の審議に送ったのよ」

　宋帝王の歯切れの悪い口く調ちようから、千夜にもなにかあるのだとわかった。

「じゃあ、私たちも先に行ってみます。あまり時間がないので……」

　先を急ごうとする千夜を、宋帝王が「あ、ちょっとだけ待ちなさいな」と引き留める。

　その視線が部屋の外に向けられると、着物を着た人影があった。

　姿は千夜と変わらぬ人の体だが、頭部だけが艶のある黒猫のものなのだ。

　千夜は一瞬ぎょっとしたが、近づいて見るとふわふわと整った毛並みが気持ちよさそうではある。

　静かな物もの腰ごしの使いが、そっと差し出した朱しゆの漆うるし塗ぬりの小こ盆ぼんに載のせられているのは、螺ら鈿でんと金きん箔ぱくがほどこされた美しい杯さかずきだ。

「え……これは、私に飲めってことですか？」

「宋帝王、彼女は亡者ではありませんし、命ある身です。こちらの食べ物を口にするのは禁きん忌きのはずですが」

　厳しい表情を見せた熾淵に、猫頭が少年の声で答える。

「心配はご無用です。私は宋帝王様の蝶ちようでございますれば、これは常とこ世よよりお運びいたしました果実酒です」

　初江王があらわれたおりにも、熾淵とふたりで交わす会話に『めぐりの蝶』という言葉があった。

　ひばちを見ると、やや気まずそうに視線を逸らす。

　自分には説明できないことなのだろうかと千夜は気になりつつも、熾淵を見るとうなずかれた。どうやら飲んでいいということらしい。

　千夜が杯を手に取ると、時間をかけて酒しゆ精せいにつけこまれた杏あんずの香りが漂ってくる。

　本当に飲んでも大だい丈じよう夫ぶなのかと熾淵を目でうかがうと、同じように怪け訝げんそうな目を酒しゆ杯はいに向けている。

　──これは、アテにはできない。

　迷っている千夜に、宋帝王が苦く笑しようしながら「それはいまの貴女にこそ、必要なものよ」と教えてくれた。

「生きたままこちらに魂を運ぶ者は、肉体と魂の繫つながりを薄うすめないために、こちらにいる間も常世の食べ物を口にしたほうがいいの。これからは気をつけなさい」

　初めて耳にする言葉に、ひばちがしおしおと耳を伏ふせる。

　なにかを思い出したようなその顔つきに、宋帝王の言葉が本当らしいと千夜にもわかった。

『悪かったですわ。澄すみ香かはとっくに冥土に慣れてしまっていたから、自分で飴あめだの干ほし芋いもだのつまんでたのを忘れていましたの』

　ひばちの言葉を聞いて、千夜は思い切って杯の中身をくっとあおる。

　口のなかに甘い蜜みつの味が広がり、ふんわり杏の香りが鼻を抜けた。

　そのようすを興味深そうに見つめていた熾淵に、宋帝王が瞳を和なごませて告げる。

「いい加減、あなたも蝶と繫がるといいわ。常世のことを知らずに人を裁いていれば、いつか重荷になる。私は生者のなかでも一番生命に近い欲求を見つめているの。肉欲がなければ人は栄さかえないわ、慈いつくしむべきことだからこそ正しく導みちびきたいのよ」

　先ほどまでのあだっぽさが噓うそのように、宋帝王の周囲に慈じ愛あいに満ちた気配が生まれる。

　まるで菩ぼ薩さつのように尊い横顔に、千夜は胸の底がほんのり温かくなった。

　──邪淫といっても、男女の結びつきが罪ってわけじゃないものね。冥土の王っていうから、なんだか厳しく罪を咎めるばかりの場所かと思ってた。

　宋帝王は熾淵に向かって笑顔を見せると、千夜の手から空からになった杯を取り上げて突然肩を押す。

「えっ!?」

　指でトンと軽く力を加えられただけなのに、足下をふらつかせた千夜は、熾淵の着物の袖そでにすがってしまう。

　突き放されるかと思いきや、こちらの顔をのぞきこんできた熾淵の瞳に気づかう色があるのがわかった。

「ほらごらんなさい。これっぽっちでふらつくなんて、貴女普通じゃないわよ」

「……あっ……え、っと」

「体に辛つらい感覚があったのですか？」

　熾淵から唐とう突とつな問いを投げかけられ、千夜は困こん惑わくしつつ首を振る。

「よく、わからないわ……とくに気持ちが悪いとか、そんなことはなかったし」

　きっとこのままでいれば、宋帝王の言うように問題が起きたのかもしれない。

　だがいまの千夜は、体がひどく心もとない状態なのだと自覚させられた。

　酒杯をもらわなければ、確実に倒れていただろう。

「あの……ありがとうござ──」

　礼を伝えようとした千夜より早く、熾淵が深々と頭を下げた。

「礼を言います。公務中に応じていただいたことも、彼女のことを気づかっていただいたことも」

　千夜が初めて耳にする、熾淵の殊しゆ勝しような言葉と態度に驚く。

　それは宋帝王も同じだったのか、真顔になったのち晴はれやかな笑みを浮かべた。

「ふふ、いいんじゃない？　そんなあんたを見たかったのよ。行きなさいな、ふたりで」

　千夜も何度も礼を告げると、熾淵と一いつ緒しよに建物を後にした。

　ふたりの背を見送りながら、宋帝王の隣となりで猫頭の少年が口をひらく。

「あの娘『めぐりの蝶』として契けい約やくを交かわしていないのに、大丈夫でしょうか？　常世の魂はじつに不安定です……自覚はなかったようですが、かなり疲ひ弊へいした状態でした」

　ふっと宋帝王も思い起こしたようにつぶやく。

「そうね、あまり例のないことだし。でもあのカタブツ熾淵に限って、千夜ちゃんに進んで触れるようなこともないでしょ。冥界の私たちが生者に触れれば、魂はこっち側に引かれちゃうもの……」
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「本当に、体に辛い感覚はなかったのですか？」

　再び熾し淵えんに問われ、千ち夜やはやはり首を傾かしげた。

「とくに自覚できるようなことはなにも……でも、さっきのお酒を飲んだら、少しお腹が空すいてたのかなって思う。それと体が温まったみたい」

　冥土に来てからは、確かに常世にいるよりはいろんな感覚が鈍にぶくなっている気もした。

　しかし常世でも貧まずしさのあまり、空くう腹ふくを抱えて過ごすことが珍しくない千夜にとっては大げさに騒ぐようなことには感じられない。

　なにより驚くのは、冥土に来てからやたらと熾淵に手を引かれたり、抱きかかえられたりしたことだ。

　──そっちのほうが考えられないわ。嫁よめ入いりもまだなのに……ただ、異性といっても相手が十じゆう王おうのひとりっていうのは、男の人って考えていいのかどうか……。それに清せい十じゆう朗ろう様のことも、聞けば聞くほど思っていた人とかけ離れていくし……。

　考えてはみるものの、頭の整理が追いつかず千夜はうなだれたが、すっと顎に触れる手の感覚に驚いて顔を上げた。

「無理につきあわせてるところに、気までつかわせて悪いと思ってるわ」

　なぜか熾淵が深しん刻こくな表情を浮かべている。

「そんな言葉を口にするなどと、やはりどこか具ぐ合あいが悪いのでしょう。あなたは意い地じっ張ぱりで、根こん性じようが太くて生き汚ぎたなく、弱みを見せない質たちのはずです。信用してない私に素す直なおになるはずもありません」

「ものすごいいわれようね……この冷れい血けつ漢かん」

　むっと口こう角かくを上げた千夜の肩の上で、ひばちがのんきに二本の尾を揺らす。

『秦しん広こう王おう様ったら、しっかり千夜のことを理解なさっておられますのね』

　すると熾淵はやや居い心地ごこち悪そうに視線を伏せる。

「宋そう帝てい王おうに言われた通り、私はこれまで『蝶』を持ったことがありません。常世の魂の扱いに慣れていない……ですから、貴女を無事に人じん道どうに戻すまで責任があります」

「ひょっとして、まさかだけど、私のことを心配してくれてるの？」

「…………!?　…………??」

　千夜の問いかけが思わぬものだったのか、熾淵は、思わぬところから声が聞こえたというように周囲を見まわし、上を見たり下を見たりで思案にくれる。

　ややしてから、ちらっと思い出したような顔で、小さく手を打つのが見えた。

「──ですから、貴女が面倒な状態になると私の仕事が──」

「それ、これまでにも聞かされてきた答えだけど……うん、もういいわ。だいたいわかったから」

　熾淵から素直な言葉が聞けるはずもなかったと、会話を打ち切った千夜は、気になっていたことを尋たずねる。

「その『蝶』っていうのは、初しよ江こう王おうとも話していた『めぐりの蝶』って言葉のこと？　常世の人を指す言葉みたいだけど、どういう意味があるの？　さっきの猫頭の男の子もそうなんだとして、あんな人が常世にいたらちょっとした騒ぎよ……」

　すると熾淵とひばちが顔を見合わせた。

『どうぞ、秦広王様からご説明くださいませ』

　遠慮するように白い毛並みをつくろうと、二本の尾をくるくると絡からませる。

「……そうですね、私の知る限りのことですが『めぐりの蝶』は常世の選ばれた魂を指す言葉です。貴女の祖母のように、地じ獄ごく屛風や特別な賽さい子ころを手にできる人物であり、十王の有能な使いとして職務を助ける存在となります」

「じゃあ、私のお祖母様は冥土の王様と知り合いだったってこと？」

「そうなるでしょうね。たとえば先ほどの猫の頭を持っていた蝶は、常世での姿を隠すためにああした変化をして見せています。なぜなら『めぐりの蝶』同士が冥土で知り合ったあと、人道で関わることがないとも限らず、そこからしがらみや利権が発生すると、やっかいなこともあるからです」

　どうやら『蝶』たちは、常世と冥土で自分を使い分けるのが一般的らしい。

　ちなみに千夜の祖母の姿がどのようなものであったかは、熾淵は知らないようだ。

『澄すみ香かは冥土に長くはとどまりませんでしたわ。常世の人のため、両界の調整をとるために閻えん魔ま王おうと契約していたのですもの』

　ひばちの言葉に、熾淵が初めて驚いたようすで顔をあげた。

「では閻魔王の……あの方の蝶だったのですか」

『そうですわ。そして、無事にお役目を終えて旅立たれたの』

　誇ほこらしそうに、そして少し寂さびしそうなひばちの声に、千夜の脳のう裏りに祖母の笑え顔がおがよぎって懐なつかしくなる。

　──私と遊んでくれたのも、たくさんのことを教えてくれたのも、ほとんどお祖母様だった。だから、もういないってわかっていても、寂しいときにはお祖母様の部屋に入り浸びたってしまう……。

「だとすると──」

　熾淵はやや顎を引き気味に、観察するように千夜を眺めた。

「ひょっとするとですが、貴女は閻魔王が招いた『めぐりの蝶』なのかもしれません。あのお方は、十王のなかでもとくに人への慈愛が深い方ですから」

「閻魔王様って言われても……ちっとも心あたりはないわよ。屛風が作用した理由はわからないけど、私は清十朗様を殺あやめた犯人を見つけないとと思ってただけだから」

　戸惑う千夜の言葉に、ふいに熾淵の顔が不ふ愉ゆ快かいげにゆがめられる。

「しかしその亡者についてですが、知れば知るほどじつに重い罪ざい業ごうを背せ負おっているようですね。それほどその若者が気になりますか？」

　冷ややかかつ棘とげの感じられる言葉に、千夜も困惑まじりに答えるしかない。

「だから、仕方がないでしょう。私にだって本当の清十朗様がどんな人かはわからないんだもの。でも疑問なのは、清十朗様がそれほど悪いことをしてきたなら、父の耳にも入っているはずだし、宮中で信頼を得られるはずもない。なにより侍じ女じよの鈴すず音ねが、噓の情報を持ってくるとは思えないわ。だから気になってるっていうのは本当ね」

「やはり、めんどうごとを諦あきらめる気はないのですね」

　千夜自身は鈴音のために動いており、諦めてすむ問題ではないのだが、そうした気持ちは人ではない熾淵には理解しにくいのかもしれない。

　小さくため息をついた千夜は、すいっと視線を前に向けると、ひばちを抱き抱え直す。

「清十朗様がどんな人なんだとしても、とにかく本人に会って聞き出すわ。貴方あなたを手に掛けたのはどんな人だったかって」

　自みずからを奮ふるい立たせるようにして歩きだした千夜に、ひばちが腕のなかで爪つめを立てる。

『あんたって、怖いことを言うのね。殺された人間が武人なんだとしたら、誰に遅れをとったのか問いただすことになるんですのよ？』

「……そうよ、だってほんとうのことなんだもの。仕方ないじゃない」

　武士である相手の失しつ態たいについて、思い切りえぐるような質問をすることになるのはわかっている。

　しかも綱つな盾たて家といえば、国こく主しゆの覚えもめでたい手て柄がらを立てた功こう績せきがあるのだ。

　──そうだけど……でもそのせいで、鈴音が関係ない罪を着せられるのは許せないわ。本当にろくでもない人だったっていうのなら、当人に問題があったのかもしれない。それこそ戻って、あの怪あやしい陽よう弦げんにも文もん句くを言ってやらないと！

　千夜は己のなかに、必ひつ死しに怒りの炎をかきたてようとした。

　そうでもしなければ、本当のところは死者とどう向き合っていいのかなどわからない。

　熾淵はあきれまじりにため息をもらす。

「だいたい冥土に迷いこむ常世の者は、死者を取り戻したいと必死なのですが……それが婚こん約やく者しやともなればなおさらのことでしょうに、まさか死者の傷口をえぐりにくるとは」

　キッと顔をあげた千夜に、しかし熾淵は落ち着いた声で告げる。

「ですが、それほどまでのことなのですね。貴女は愚おろかだが、察さつしの悪い人間ではない。もし婚約者が罪状通りのクズでゴミのような男ならば、心配は無用です。思う存ぞん分ぶんえぐればいい……あとは私が──」

「し、熾淵が？」

　見あげる千夜と視線が合うと、当たり前のことだと言いたげに断だん言げんされる。

「微み塵じんになるまで、魂をすりつぶします」

　──こ、これは熾淵なりに気づかってくれている……のかもしれない。

「あ……ありがとう」

　礼を言うところなのか複雑な気持ちになりつつも、少し嬉しくなって千夜は胸の奥がこそばゆくなった。

　そんな気持ちが、千夜の心をようやく素直にしてくれる。

　千夜はつかつかっと熾淵に近づくと、勢いよく頭を下げた。

　勢いで肩に乗っていたひばちが宙ちゆうに放り出され、なうぅ、と声を上げて着地する。

「ごめんなさい。本当はすごく無理をいってるのはわかってるの……熾淵の冥めい界かいでの役目は重要でとても大切なことだわ。ここまで一緒にきてくれたことにも感謝してる。身元を証明してくれる札ふだもあるから、ここから先は私とひばちだけでもなんとか……」

　すると足下を見ていた千夜の頭上から、冷ややかな熾淵の声が降ってくる。

「ほほぅ、大丈夫だと言いますか？」

「……ぇ？」

　そこには苛いら立だちを露あらわにした、熾淵の完かん璧ぺきに整った微笑ほほえみがあった。

「おわかりですか、貴女がひとりで歩いていれば、瞬またたく間に鬼たちに引っ立てられて、そのまま手て枷かせ、首枷、荒あら縄なわで引きずられ、釜かまに放りこまれたり、串くし刺ざしにされたり、沼ぬまに沈しずめられるのもいとわないと……それでも私がいなくて大丈夫だと、そう口にできるのですね？」

　やたらと重圧感のある、熾淵の声と表情に追い詰められて、千夜は勢いよく言い返す。

「……ない、できないわよ!!　地獄じゃないところで、そこまでの目に遭あうっていうの!?」

　──熾淵と気持ちが通じて冥土にも慣れてきたつもりになっちゃってたけど。やっぱりつもりだけだったわ……。

「私の同行については、気をつかっていただきたいですが、遠慮は不要です。初江王による業務代行ならば問題ありませんし、このあとも面倒事に巻きこまれるぐらいならば、貴女はいさぎよく私についてくればいいのです」

　きっぱりと言い切ると、熾淵の手がずいっとのびて千夜の手を引く。

　淡たん々たんとした口調の憎にくまれ口も、ずいぶんと聞き慣れてきたらしい。

　会話はちっともはずまないが、熾淵のひんやりした手に触れていると、千夜は安心できる気がした。

　すると、繫がれた手に視線を注そそぐ熾淵のようすが目につく。

「なに、また私の手が温かいっていうの？　ここでは体がどうなってるのかわからないけど、亡者っていうのはみんな冷たいものなの？」

「どうでしょうね。私は生者にも亡者にも触れたことがありませんでしたから」

　ぽつりと返された声になぜか寂しさを覚えて、千夜は触れている手に力をこめる。

「ですが、これも悪くない気がします。行きましょう、この先にいる十王は伍ご官かん王おうです。彼は非常に細やかに亡者を審理しますので、詳しく見ているはずです」

『それに伍官王は四よ七なの日か……死んでから二十八日目を担当しているはずですわ。そろそ綱盾清十朗に追いつけるかも？』

　再び肩に駆け上ってきたひばちの言葉に、千夜はますます混乱する。

「ねえ、いったい私が冥土にきてからどのぐらい時間が経ってるの？　だって、熾淵に会ってからここにくるまでだって、そんなに時間が過ぎたとは思えないのに」

『言ったでしょう。仕方のないことよ、ここには太陽も月もないもの。さっき宋帝王に飲み物をいただいたでしょう？　肉体があったなら、とても生きてはいられない形で時間が流れているの。あの酒精には本当に助けられたわ』

　ほっとしたように目を細めるひばちに、千夜は自分が思っている以上にいまが尋じん常じようではない状況なのだと思い知る。

　すると先を歩く熾淵が、なんでもないことのように口にした。

「とにかく問題をすみやかに解決し、貴女を常世に戻します」

　そっけない口調だったが、出会った頃ほど棘は感じられず、むしろ励はげましてくれるように千夜には感じられる。

　少しほっとした気持ちになって、先を急ぐことにした。
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　歩いていく千ち夜やたちの周囲は、相あい変かわらずすっきりと視界が晴はれない。

　ただひたすら前に進んで、ようやく目の前に見えてきたものは土つち壁かべの塀へいだった。

　土ど塀べいの小屋根の茅かや葺ぶきにまで、びっしりと深しん緑りよくの蔦つたが這はい広がり、もともとの色はわずかにのぞいているだけだ。

　隣となりを歩いている熾し淵えんが歩調をゆるめないところを見ると、どうやらここが目的地で間ま違ちがいなさそうだった。

　塀づたいに歩いた先の正面門をくぐろうとして、千夜はこの場所がこれまで見てきた十じゆう王おうたちの宮殿とは、大きく趣おもむきが異ことなっていることに気づいた。

　生き物のようにねじれた幹みきが伸びて絡からみ合う樹木が、芸術的ではあるが不ぶ気き味みな門柱を生み出している。

　盛り上がった幹のこぶと洞うろが、どれも絶ぜつ妙みような釣つり合いで人が苦く悶もんし叫さけびをあげているように見えた。

　生なまぬるい風が吹き、門柱にまで絡みまくっている蔦の葉を大きく揺ゆらす。

　先に見える敷しき地ちには、不ふ規き則そくにいくつもの土蔵が建っており、吊つるされたままの縄なわがぶらぶらと下がり、屋根には烏からすが目を光らせていた。

　これまでの十王の宮殿とも呼ぶべき煌きらびやかさや威い風ふうとは違い、どこか寂さびれて恐ろしげな風ふ情ぜいを感じさせる。

「本当にここは、十王のひとりがいる場所なの？」

　ただひたすら不吉にしか見えない光景に、さすがに千夜がうろたえると、熾淵も小さくため息をつく。

「この先に、地じ獄ごくへの入り口があると言われれば信じてしまうでしょうね。まぁ、これは伍ご官かん王おうが職務をまっとうするうちに、当人の性格が反映されたというか滲にじみ出てしまい、このようになったのでしょう」

　どうやら他の判官たちも、この場所が異い様ようだとは思っているらしい。

　それでもひるまずに熾淵が門をくぐり敷地へと入っていくと、足下が大きな音を立てるゴロゴロとした砂じや利りに変わった。

　なかなか騒そう々ぞうしい音を立てて歩きづらいなか進んでいくと、見み事ごとな漆しつ喰くいづくりの土蔵がずらりと並んでいる。

　火や水に強い分ぶ厚あつい観かん音のん開きの扉とびらには、牙きばを剝むき出した鬼の顔を象かたどった錠じよう前まえがぶらさがっていた。

　錠前の鬼の金色の目は、通り過ぎる千夜と熾淵に注そそがれているのがわかる。

「なんだか、ずっと見張られてるみたい……」

　恐ろしげな雰ふん囲い気きは落ち着かないが、熾淵は慣れたものだった。

「なにより伍官王は、相手が誰だれであろうと面会を嫌います。亡もう者じやの審しん理りが仕事だというのに、おっくうがって本人が姿を見せることも少ないのです」

「え、だって……審理するのに亡者に会わないって……」

　戸と惑まどう千夜が周囲の建物を探さぐるように見ていると、ガシャガシャと貝をこすり合わせるような音が近づいてきた。

　それはどう見ても人でもなければ鬼でもない、異様な姿をもつ者だった。

　狐きつねの面をつけた、赤い着物をまとった少女が駆かけてくる。

　ただ恐ろしいのは、その花か蝶ちようの華はなやかな着物の中身が骨こつ格かくにしか見えないということだ。

　聞こえる音も足下の砂利が立てているのか、少女の体からなのかわからない。

「!?」

　その狐面の少女（？）は、ためらいなくまっすぐに駆け寄ってくると、熾淵の前で軽く一いち礼れいした。

　そしてグルッと首を傾かしげる。どうやら千夜を見ようとしているのだと気づいた。

「あ……あの、初めまして……な、なにかしら」

「その方は、常とこ世よの香りがいたしますね。なんのまやかしも守しゆ護ごもない、危あやうい気け配はいでございます」

　狐面が傾かたむけられたことで、肩口でそろえられた黒髪がさらりと揺れる。

　──か、香りがどうとかわからないけど……それよりこの子こそ、お面の向こうはどうなってるの!?　骨なんだとしたら、この綺き麗れいな黒髪はどこから生はえて……。

　色々と気になってしまい、お面の裏うらをのぞきたい衝しよう動どうと自制しなければという理性は葛かつ藤とうする。

　力りきんだ千夜は、つい熾淵の着物の袖そでをつかんでしまった。

「そうです、常世の生せい者じやが迷いこんだのですが、それとは別に今回は伍官王に確認をお願いしたい件があり参りました」

　丁てい寧ねいな口く調ちようで熾淵が告げると、少女はこっくりとうなずいて姿勢を正す。

「はい、お迎むかえにあがるようにと伍官王から言いつかりました」

　愛らしい声でそう告げると、そのままきびすを返して土蔵の並ぶ道を戻りだす。

　当然のように後をついていく熾淵の着物の袖を握にぎったまま、千夜も歩きだした。

　冥めい土どに来てしまったこと自体、異様な状況だといえるのに、これまで目にしてきた鬼たちよりも狐面の骸がい骨こつ少女に反応してしまう。

「ひばち、前にいる狐面の子って、亡者でもないと思うけどなんか気になるわ」

　小声でつぶやく千夜に、ひばちがヒゲをそよがせる。

『あら、ちゃんと区別がついているのね。彼女は宋そう帝てい王おう様のところにいた猫ねこ頭あたまと一いつ緒しよの存在ですわ。千夜とも同じく、本来常世に暮くらす魂たましい。だからこそ、彼女が気になるのかもしれませんわね』

　ひばちが教えてくれた事実に、なるほどと納なつ得とくできる。

「じゃあさっきの子も、現うつ世しよでの姿を隠すためにあんな格かつ好こうなのね」

　そう聞かされると、自分だけが素すのまま冥土にいることがひどく無防備な気がしてくる。

「後ほど閻えん魔ま王おうに確かめましょう。貴女あなたがどういった事情で冥土に渡った魂なのか、単に迷いこんだものなのか……でなければ貴女の処しよ遇ぐうも決められないでしょうから」

　熾淵の言葉に、千夜はふいにドキリとした。

　──そうよ、わからないんだわ。私がこのあと、無事に常世に帰れるって保証はないんだもの。でもここまできたら、清せい十じゆう朗ろう様に会わずには帰れない。

　見えてきた大きな建物の影に、千夜は息を吞のんだ。

　切きり妻づまの高さがある建物は、黒々とした檜ひ皮わだ葺ぶきの屋根にびっしりと石が置かれており迫はく力りよくある眺ながめだ。

　建物のなかへと入っていく少女の赤い着物は、暗がりに鮮あざやかに浮かび上がるようで見失う心配はなかった。

　建物のなかは、まるで宿屋の帳ちよう場ばのようになっていた。

　入り口すぐの広間に置かれている、大きな机に積み上げられた紙また紙。

　綴つづりになっているものから、書きかけの半紙、巻物は虫が食ったようなものから真新しいものまでが乱らん雑ざつに積み重なっている。

　埃ほこりっぽい空間は、シンとした静せい寂じやくの密度が濃こく、無意識に息を殺してしまうような静けさだった。

　見渡す限り、どこにも人の姿はない。

　しかし熾淵は迷うことなく、積み上げられた物もの陰かげに向かって声をかける。

「執しつ務む中ちゆうでしょうけれど、尋たずねたいことがあって参りました」

　熾淵がすっと声をあげたのをきっかけに、千夜も慌あわてて隣に立つと深々と頭を下げた。

「お願いします、話を聞いていただけませんでしょうか」

　すでに赤い着物の少女もおらず答えも返らないまま、しばらく息の詰つまる時が流れた。

　すると帳場のように見えた場所にぽぅっと光が見える。

　コト、と音がすると、暗がりで衣きぬ擦ずれの音が聞こえたあと、突とつ如じよ目の前に積み上げられた紙かみ束たばと巻物が崩くずれた。

　すると紙束の陰かげに置かれていた明かりが、暗い空間をぱっと照らし出す。

　ごそりと音を立てて立ち上がった人影は、あまり上うわ背ぜいがなく千夜よりわずかに大きいぐらいだ。

　水すい干かんに葛くず袴ばかまといった出いで立たちの人物がどうやら伍官王らしい。

　伍官王はこれまで出会った十王に比べると、格かく段だんに簡かん素そな格好で容よう貌ぼうももっとも幼おさなく見えた。

「執務中に失礼します。ここへ来たはずの亡者について知りたいのですが」

「………………いやなコトです」

　ぼそりと響ひびいた微かすかな声が、拒きよ絶ぜつに聞こえた気がして千夜はぎょっとした。

「伍官王、これも職務のうちです。亡者に関わることなのですよ、拒こばむというのであればしかるべき手段を持って、貴方の執務のための調査時間をそれはもう恒こう久きゆう的てきに、無む駄だに妨さまたげることも可能なのですが？」

　熾淵がそう声をかけると、伍官王は小さく舌した打うちしたあと、執務場所から出てきてくれるようだった。

　十王としては格好も異例だったが、ひどい猫背で素す足あしでぺたぺたと近づいてくるのは亡者と変わらぬようにも見えた。

　ぼさっと伸ばしっぱなしの髪の間から、ちらちらと薄い茶色の瞳がのぞく。

　威い厳げんというよりは異様な雰囲気をまとった伍官王は、身なりや周囲への関心が薄いようだと千夜は気づいた。

　伍官王の手がひどく汚よごれて見えるのは、どうやらすべての指に墨すみがついているせいだ。始し終じゆう筆ふでを握っているのだろう。

　ぎょろりと大きな目は、神経質そうに首と一緒にきょときょとと動く。

　臆おく病びような山鳥のような仕し草ぐさだったが、その視線は千夜の髪一筋までをも見み極きわめようという意欲があり、観察されているのはわかった。

「あ、あのそういえば、ここではなにを裁さばかれるのですか？」

　ぴくっと伍官王の体に緊きん張ちようが走ると、「あぁ」とかすれた声が漏もれる。

「ここでは、妄もう語ご……噓うそについてや、殺せつ生しよう、両舌や悪口などを審理する。ごまかしても、全部バラして巨大な天てん秤びんで量る、すぐにわかるコト」

　ついてこいというつもりなのか、墨で汚れた手でひょいと手招きすると、伍官王は板張りの床をひたひたと歩きだした。

　暗さで足下がおぼつかないが、千夜の肩からひばちがトンと降りると、音もなく伍官王の後を追う。

　ぼうっと浮き上がった白い姿を目め印じるしに、千夜もついていった。

　振り返ると気がかりでもあるのか、熾淵は伍官王のいた場所をじっと見つめていた。

「熾淵？」

「……あぁ、行きましょう」

　そう口にしたものの、机の上に広げられていた書面に目をやると、熾淵はひとり納得したようにうなずき、わずかに口元をほころばせた。

「まさに、捜し人について調べていたようです」

　気になる言葉を口にすると、熾淵は千夜をうながすようにして歩きだす。

　やがて通路の先に、四角く切り抜かれたまぶしい空間があらわれた。

　目の前に広がるのは明るい砂さ州すで、その場所が亡者の審理をするためにあるのだとすぐにわかる。

　中央には槍やりを斜ななめに交差させたような、巨大な鉄の飾りがついた秤はかりが置かれていた。

　天秤の皿の片方には巻物らしき紙が載のせられているだけだ。

　興味を引かれた千夜が砂州に降りようとすると、ぽんと肩に手を置かれる。

「少し、待つコト」

「ひぃっ……」

　明るい場所で見ると、伍官王の表情はいっそう陰いん気きなものに映った。

　青白い肌はだに、目の周囲がくすんで落ちくぼんで見える。

　口の端はしがにぃっと横に伸びたのは、もしかして笑ったのだろうか。

　──ずっと眠っていないの？　すごく顔色が悪くて、まるで病気の人みたい……明るいところで見ても亡者と区別がつかないくらい。

　そんな千夜のいささか失礼な怯おびえた態度には構わず、伍官王は思わぬ熱心さを表情に浮かべていた。ほとんど抑よく揚ようのない口調で、ぼそぼそと話し始める。

「確かに、これは生者の気配というコト。貴女は秦しん広こう王おうの『蝶』？」

　やはりここでも千夜は『蝶』という言葉を投げかけられた。

　鼻先が触れんばかりに千夜に近づく伍官王の襟えり首くびが、ぐいっと熾淵につかまれる。

「いえ、それについてはまだわかりません。彼女は強く知りたいことがあって、我われ々われ十王のところへきたようです」

　乱らん暴ぼうではないが、有う無むを言わせぬ勢いで千夜から伍官王を遠ざけた熾淵に、千夜はあっけにとられつつ尋ねる。

「こちらに『綱つな盾たて清十朗』という男性が来ませんでしたか？　それとももう、次の十王のもとへ向かいましたか？」

　もがくように熾淵の手を払った伍官王は、ふたりから距離を取ると白目の目立つ瞳をきょろりと動かす。
















「やはり……尋ねごとというのは、その者のコト」

　どこか意味ありげな口調に、熾淵も興味を持ったようだ。

　伍官王を見下ろす位置に立ちはだかると、きつい瞳で睨にらみつける。

「そうです。いまあなたの執務机に載せてある、あの書面のことです」

　その言葉を聞いて、伍官王は不ふ愉ゆ快かいそうに体ごとそっぽを向く。

「回ってきた書面には『要観察』とあった。けど、死し出での山を越えてすぐには異変はなかったはず。生前の情報がまとめられた書状だけだから」

「そうでしょうね。いつもと同じように、亡者自身の名や出生の日時、死亡状況など当人がわかる範囲で確認をいたしました。むろん、ここで相そう違いがあったり言い逃のがれを考えているような者は、審理項こう目もくを要注意として書き添そえます。その青年についていうなら、記しるされた罪状や死亡状況と当人はどこかちぐはぐな印いん象しようもありました」

　それは千夜も初めて耳にする情報だったが、熾淵の口調からすると、その段階では問題になるほどの違和感ではなかったのだろう。

　──でも初しよ江こう王おう様も宋帝王様も、清十朗様の審理をした十王は、誰もが少しずつおかしいって思いを強くしていってるみたい。

「徐じよ々じよに、亡者の印象がぶれてきているのが気がかりのコト。こちらに届けられた書状には、宋帝王から『要精査』とあった」

「あの……精査ってこの秤に亡者を載せるんですか？　人が乗るには、少し小さいように思いますけど」

　千夜の問いかけに、伍官王は「あぁ」と伏ふしがちな顔をあげる。

「ここには閻魔王の特製くぎ抜きと、巨きよ大だい鋏ばさみもありますから……重たいものは鬼の手を借りて作業する」

　そう口にして伍官王は、やや節ふしの目立つ指で秤の皿を押して揺らした。

「……あらゆる形で……って、秤に載せるって……？」

「ほら、人はいろんな形にわけられるから、部分ごとに載せられるってコト」

「ぶ……ぶん!?」

　ここは地獄ではなかったはずだと、千夜はつい伍官王の顔を凝ぎよう視ししてしまう。

　その隣で、熾淵が仕方がないのだと説明してくれた。

「全部の亡者が秤にかけられるわけではありません。書状の内容を正直に認めなかったり、こちらの質問に答えない場合は、直接その亡者の眼球であったり、骨であったり、肉にく塊かいから皮ひ膚ふ、あらゆる感覚をひとつひとつ問いただす。亡者の意思ではなく、肉体の記憶を呼び覚ますことになります」

「そんな……まさか清十朗様にもそんなことを？」

　淡たん々たんとした熾淵の説明がかえって恐ろしく、大きく後ずさった千夜を伍官王がじっと見つめている。

「ここにいる亡者は生なま身みの肉体ではありません。いかように扱っても、元通りに復元されます。もちろん、畜ちく生しよう道どう、餓が鬼き道どう、地獄道と、いずれかの場所に移されれば、それ以上の苦く痛つうと苦悶が永えい劫ごうにつづくのですから……あ、転びますよ」

　具体的に聞かされた千夜はさらに身じろぐと、足下をもたつかせ体勢を崩した。

「っ痛いた～！」

　砂利の上に尻しり餅もちをついた千夜の顔を、熾淵が上から見下ろしている。

「いったでしょう危ないと。実際の肉体ではなくとも、ここでは五感の感じるすべてが生きているのですから、転べば痛いです」

「じゃあ、どうして尻餅つくまえに支えてくれないのよ、そこは助けてくれるところでしょ？」

　熾淵が手を出してくれれば明らかに間に合う距離であったのに、見捨てられたようで千夜は唇くちびるを尖とがらせる。

「そういいながら、貴女は私のことが気に入らないのでしょう。触れられるのも嫌いやなのではないかと、気をつかった結果です」

　しれっとした表情は、どこまで本気なのかわからない。

「別に、もういまさら熾淵のこと嫌ったりしてないわ」

　その言葉に向けられる青い瞳は、亡者の審理をしているのかと思うほど疑い深かった。

　突っ立ったままの位置から、見下ろしてくる熾淵は片方の目をすがめている。

「ほんとだってば。大体ここにきてから、ほとんど一緒にいるじゃない、それに──」

　これまでに、何度手を握ったと思っているのだとは口にできない。

　婚約者の顔も知らずじまいだった千夜にとって、家族以外の異性の肌に触れること自体めったにあることではないのだ。

　日常からあまりに遠い環境と状況に、つい我を忘れてしまうこともあったが、思えば熾淵とはかなり近い距離でいることが多い。

　起こしてもらおうと、伸ばした千夜の手に触れて、熾淵は首を傾かしげる。

「……？　熾淵、どうか──」

　したの？　と、最後まで問うことはできなかった。

　千夜の視界は突如塗ぬりつぶされたように、意識が途と絶だえたからだ。
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「どうしました!?」

　声を大きくした熾し淵えんとひばちが、驚おどろいたようすで千ち夜やの顔をのぞきこむ。

　何なに事ごとが起きたのか理解できないひとりと一匹の後ろから、伍ご官かん王おうが「あぁ、それって……」とつぶやく。

「なにか、ご存じなのですか？」

　余よ裕ゆうをなくして振り返る熾淵をよそに、伍官王は自分の蝶である狐面の少女に目め配くばせをすると、少女は慌てて駆けだした。

「知らなかったコトなのか。それは秦しん広こう王おうの『蝶』じゃないといった。契けい約やくのない生者の魂に我らが触れれば、冥土に引いてしまうってコトだ」

　突如知らされた内容に言葉もなく、熾淵は千夜を助け起こそうと伸ばした手をすぐに引いた。

「先ほど、宋そう帝てい王おうのところで酒しゆ杯はいをもらったところです。常世の魂は不安定で肉体を繫つなぐようにと……言われたのですが、蝶の契約がそんな力を持つことは」

　知らなかったのは、己おのれがこれまで蝶の助けを必要としてこなかったからだ。

　ただでさえ、命を失って定まらない亡者と向き合う日々に、さらに人の魂をそばにおくなどわずらわしいと、ずっとそう思ってきた。

　だがそうした自分の無む関かん心しんと無む知ちから、千夜はいま糸がきれた操あやつり人形のように力なく横たわっている。

　為なす術すべもなく伍官王を振り返ると、その傍かたわらに陶とう器きの瓶びんを持って狐面の少女が立っていた。すっとその瓶を持ち上げて、周囲を見渡すと小首を傾げる。

　それを目にした伍官王もまた、「あぁ」と漏らしてうなずいた。

「これは、常世の酒で我が蝶のために置いている。そちらの者に飲ませるコト、なのだが……」

　瓶を受け取った熾淵が、注ぎ口を千夜の口元にあてがうが、まったく意識のない状態では唇くちびるを濡ぬらしてこぼれるばかりだ。

『ど、どうしたら……千夜、しっかりしなさいな、これを飲まないと』

　ひばちが周囲を見まわすが、なにしろこの場にいるのは十王のふたりに、猫の己と狐面の少女。しかも少女の持つ体は骸骨なのだ。

『秦広王様。このさいは多少触れることになっても、まずは酒しゆ精せいを千夜の体にいれることが最優先かと思いますわ』

　言葉の意味を考えて、熾淵はかなり険けわしい表情になる。

「つまり……口移しが可能なのは、私か……伍官王か……と、そういう──」

「知らぬ生者に触れるなど、我はごめんこうむるのコト」

　すっと目を逸そらして即そつ行こう辞じ退たいを口にされたが、熾淵もはなから伍官王に頼むつもりはなかった。

　しかしこうして迷っている間にも、千夜の肌はみるみる血の気をなくしていく。

「……猫と、骸骨ではどうしようもありませんね……」

　水気のものを意識のない人の口に含ませるのは無理だ。熾淵はすっと覚かく悟ごを決めると、手にしている瓶を自分の口にあてがった。

　千夜の肩を抱き上半身と首を支えると、顎あごに指をかけてそっと唇を合わせる。

　ほとんどがこぼれてしまうが何度か繰り返すうちに、千夜の喉のどが鳴り嚥えん下げされるのがわかった。

　酒が飲み下されるのを確認すると、静かに千夜の体を横たえ再び触れないように距離を取る。

　不安が募つのるなか、見守ることしかできなかったが、しばらくすると少しずつ千夜の頰ほおに赤みが戻ってくるのがわかった。

　ふっと体の力が抜けて、熾淵は自分がひどく力んでいたことに気づく。

「しばらくは大丈夫だが、気をつけるのコト。もしくは……契約する……とか」

　伍官王が口にすることは最もだったが、さすがに熾淵にはためらわれた。

　十王と蝶の契約は、軽々しく交かわされるものではない。その生者の魂がつづく限り継続されてしまうものなのだ。

　輿こし入いれ前の娘に負おわせるには、過か酷こくな役目である。

　やがてまぶたをこすりながら千夜が、「あれ」とつぶやいて身を起こした。

「私……ひょっとして、倒れたの？　あ、でもどこもぶつけてない、みたい」

　先ほどの尻餅をついたときのことを思い出しているらしい。

「今度は、倒れる前に受けとめました……が、貴女に話しておかなければなりませんね。今後は私は貴女に指一本触れません」

「…………え？」
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　熾し淵えんの唐突な宣せん言げんの理由を聞かされ、千ち夜やはため息をついた。

「そんなことになっちゃうなんて」

　生きたままの人の魂が冥土にあるというのは、やはり不安定なことなのだ。

　すると伍ご官かん王おうがぬっと目の前に立ち、再び千夜をぎょっとさせる。

「ここにある酒を小瓶に移した。持って行くといい。それとわかっているコトは、ここにきた『綱つな盾たて清せい十じゆう朗ろう』は、書状にある生前の所しよ行ぎようを行った人物ではない」

　はっきりと告げられた事実に、千夜は一瞬きょとんとしてしまったが、熾淵が「どういうことです」とつぶやくのに我に返る。

「『綱盾清十朗』は武人として生きて、人命を奪った事実を認めた。戦場で手柄を立てるのは役目。ただ本人はそうであっても、それもまた利り己こ的てきな理由にすぎないのだと認めていた。冥土で審理を繰り返して、後こう悔かいと大きな苦く悩のうを抱えこんでいたコトは確か」

　そうした気持ちの変へん遷せんや、死後に生まれる気持ちもまた、十王裁判では重要視されるのだとひばちがこそりと教えてくれる。

「ここで会った『綱盾清十朗』は書状にあるように、人を騙だまして利を得て、人ひと妻づまをも強ごう引いんに拐かどわかすようなことはしないのコト」

　伍官王は「ふぅ」とため息をついて、自分の顎をぐいっと指で押した。

　日頃から人と会わないだけに、本人としてはそうとうしゃべったつもりなのかもしれない。

　そうして聞かされた言葉に、これまで宋そう帝てい王おうが口にしていた違和感や、千夜が常世で鈴すず音ねに聞いていた清十朗の印象とがちぐはぐなのは印象が間違っていないのだとわかる。

「そう……よね。常世で綱盾家は国こく主しゆ様の覚えもめでたくて、清十朗様も参さん内だいが許されていたと聞いていたもの」

「綱盾清十朗の違和感について、他にもなにか確たる証しよう拠こを手にしたのですか？」

　鋭い視線で見つめる熾淵に、伍官王は懐ふところから取り出した巻物を開いてみせる。

「違和感に気づいてすぐ、蝶をとばして綱盾の行動をたどらせた。死し亡ぼうするまでの動きと、死の瞬間をつぶさに拾ってくるコト……と」

　巻物から顔をあげた伍官王の瞳は、さらにぎょろっと暗い光を宿していた。

「『綱盾清十朗』は暗がりで数人に急きゆう襲しゆうされ、斬り結んでいたところを後方からさらに襲おそわれ絶ぜつ命めいした」

　思った以上に残ざん酷こくな状況で絶命したのだと知り、千夜の顔がゆがむ。

「それとまったく同じ時刻、『綱盾清十朗』は妓ぎ楼ろうにいたコトとわかった。お気に入りの遊ゆう女じよをくどいて、大おお盤ばん振ぶる舞まいだと報告書がある」

　伍官王の言葉に、熾淵は険しい表情で巻物を受け取って眺め、千夜はさらに混乱してしまった。

「……そんな、清十朗様がふたり？」

「殺されたほうは武人だと名乗ったのですね。しかしここにある、ふたりの『綱盾清十朗』の生まれ月や刻ときは同じ……」

　伍官王はこっくりと首を縦にふる。

「同じだ。ただ同時刻、別の場所に同じ魂は存在できない。あやかしの類たぐいなら、そもそも亡者として冥土にはこない」

　千夜はその言葉を聞いて、熾淵と顔を見合わせる。

『それで、清十朗って亡者はもうここにはいないのね』

　黙だまって聞いていたひばちの質問に、千夜もはっと顔をあげた。

「そう。おかしな点も含めて精査の結果は全部そこにある通り。亡者はつぎの審理に進んでるってコト」

　告げられた言葉に、千夜は目の前にある砂州を眺めた。

　巨大な秤や、そのそばに置かれている同じように異様な大きさの金かね鋏ばさみを目にして思い出したことがある。

「噓、いつわりを口にしていると、閻魔様に舌を抜かれるって……」

　そうつぶやく千夜に、熾淵が「あぁ、それは」と教えてくれる。

「常世では、冥土に対してそのような印象を持っている者が多いですね。おかげで最初に審理する私が『閻魔王』と間違われることもあります。冥土と地獄の区別もついていない人が、いまは大半なのが現実です」

　呆あきれたような熾淵の声に、千夜は自分も似たようなものだったと思い知る。

　──まさか閻魔王以外にも、審理をする王がこんなにいるなんて思ってもみなかったもの。でも伍官王がこんな恐ろしい審理をしているなんて……じゃあ閻魔王様ってどのぐらいのことを……？。

「いま、なにを考えたかわかりますよ。審理が進むほど調べが厳きびしくなったり、責せめ苦くが過酷になるというわけではありません。ただ冥土では真実を見極めるまで、我々は手段の限りを尽つくし容よう赦しやはしない」

　なんの救いにもならないことを熾淵はさらりと口にする。

「その……真実について調べてたっていうのなら、さっきの話はおかしいじゃない。清十朗様が二カ所にいたことについて、きちんと確かめないと」

　審理自体は先の閻魔王にまかされたようだが、常世にいた千夜にとっては気になる事態だった。

　──それにいまは常世だったら時間はどのぐらいになるの？　十王たちの宮殿を渡っていくと日数が突然とんじゃうからわからない……。

　鈴音の身が心配になり、千夜はひばちをちらりと見る。

　つい先ほど熾淵に聞かされたように、このまま冥土にいると千夜自身が危ういのも確かなのだ。

「ねぇ、ひばち。私が常世に戻る方法はないの？　清十朗様のことだって、常世に戻って妓楼と襲われた場所を調べてみれば、わかることがあるかもしれない！」

　抱え上げられたひばちは、『ちょっ、揺さぶらないでよ！』と抗こう議ぎの鳴き声をあげて地面に飛び降りると熾淵を見上げる。

　しかし当人は落ち着いたようすで青い瞳を閉ざし、状況を吟ぎん味みしているようだ。

「お願いします！　二ヶ所にいたなんてことは、襲われて殺された清十朗様自身も知らないことなんでしょう？　だったら十王の誰に聞かれたって、本人も答えられないことじゃない」

　千夜の訴えに、伍官王がうなずいてくれる。

「その通り。これは追加調査を出すべきこと。蝶に命じようかと思っていたけど、君たちがきた」

　巡めぐり合わせがよかったともいえる伍官王の言葉に力を得て、千夜は十王のふたりに手を合わせて頼みこむ。

「お願い、じゃないとこのまま冥土で清十朗様に追いついたとしても、結局真しん相そうははっきりしないと思うの！」

　必死になっている千夜の肩を熾淵がぐいっとつかんだかと思うと、懐ふところに手を伸ばされてぎょっとする。

「やっ！　ちょっと、どこを触る気なのよ!!」

「……どこといわれましても、貴女が地獄へ落ちたときに使ったという賽さい子ころがあったでしょう？」

「地獄に……落ちた？　貴女本当は亡者でした？」

　首を横にがくんと傾げる伍官王を睨みつけ、千夜は否ひ定ていする。

「地獄に落ちたわけじゃなくて、『なんだかわからないまま、私が移動しちゃった』ときのことよね？」

　語ご気きも荒く訂てい正せいして、千夜は懐から巾きん着ちやくを取り出す。

　再び手のひらに取り出した賽子をじいっと見つめたかと思うと、熾淵が口を開いた。

「それをもう一度振り、『二』が出れば常世へいけるのでしょう」

「…………え？」

　千夜が先ほど地獄に移動してしまったときには、賽子に『六』の目が出ていたことを思い出す。

「十王と蝶の契約を交わした者は、お役目として常世と冥めい界かい、他にも出入りを許されることがあると聞いています。ですが、それは正式に十王と『めぐりの蝶』としての契約を交わしてからのこと──」

　千夜と熾淵はそうした間あいだ柄がらではないだけに、まだ移動許可は出せないらしい。

　しかし千夜が賽子の力を自分で使い、勝手に移動することに制限はできないということなのだろう。

　千夜は賽子を手にしたまま、ひばちの前にかがみこむ。

「ひばち、あなたはこれをお祖ば母あ様がどうやって使っていたのか知ってるんでしょう？　お願いどうしても教えて欲しいの」

　乱暴に扱われたことにツンと顔をそむけていたひばちが、ヒゲをぴんと張り巡らせる。

『言っておきますわ。その賽子の力が作用したのは単なる偶ぐう然ぜんでしてよ……本来ならその賽子は澄すみ香かにしか使えないものですもの』

「そう、なの？」

『えぇ、それは澄香が蝶としての功績を認められて賜たまわったものですから』

　祖そ母ぼの猫として生きたひばちには、そのことがなにより特別で大切な真実だというように教えてくれた。

「冥土の賽子……澄香殿どのというと──」

　興味を持ったのか、伍官王が千夜の手元をのぞきこみ、そのすぐ側そばには狐面をつけた少女が巻物を捧ささげげ持って立っている。

「ほぅ。閻魔王に仕えていた蝶が、閻魔王から賽子の賜りもの……本当ならば、直接与えられた魂にしか使えないってコトだけど……」

　首をひねる伍官王に、ひばちが『この子は澄香の孫まごにあたるの』と教えると納得したようだ。

「血ち筋すじなら、加か護ごかもしれない。血縁のものを思う気持ちは、時を越える影えい響きようをもたらすことがある。その結果の善悪はともかく、思いというのは力を持つ」

　伍官王が口にした言葉は、熾淵も初めて耳にするようだった。

　──そうか、熾淵はまだ蝶を持ったことはないっていってたから……。

「だとしたら、賽子は私の意思では扱あつかえないってことなのね。違う目が出れば、思わぬ場所に着いてしまうってこと……？」

　思えば最初地獄に流れついてしまったのは、そういう理由だったのだろう。

　だが言い換えれば、賽子を使えば常世に戻れる可能性も十分あるということだ。

　千夜は迷うことなく、握っていた賽子を手のひらからパッと放り出す。

『千夜!?』

　ひばちが悲ひ鳴めいをあげるのと、千夜の姿がかき消えるのが同時だった。

　一息の間に熾淵がさっと身をかがめると、ひばちの体をひょいと抱え上げ、問いつめるような視線で問う。

「賽子の目は!?　見たはずです、その硝子ガラス玉だまのように大きな目はなんのためにあるのです、役立たずに輝いているのならくり貫いてさしあげます」

　途と端たんにひばちの全身の毛が倍ほどに膨ふくらみ、二本の尾が毛け羽ば立だったほうきのようになった。

『にゃぁ……じゃない！　見ました！　見てます!!　硝子玉じゃございませんわ、私の目は。そして賽子の目は──』

『三』とひばちが口にするやいなや、その語ご尾びが消えるより早く、二本の尾を熾淵にむぎゅっとつかまれ、ひばちもその場から姿を消した。

　熾淵とひばちがいなくなった砂州で、伍官王はぽつりと口にする。

「……慌てる秦しん広こう王おう……長くやってると、めずらしいものが見られるコトもある」

　その隣では狐面の少女が、伍官王の衣い装しようの袖を握りうなずいていた。
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　ドォォォン　ドォォンン




　腹の底まで震ふるえがくるような、太たい鼓こにも似にた轟とどろきが天空を覆おおっている。

　千ち夜やは自分が握りしめている手を開いて、その賽子が『三』を示していることに気づいた。

　──しまった、違った。『二』じゃなきゃいけないのに……。

　もう一度賽子を振るべきかどうか。しかし場合によってはまたあの地獄へ向かってしまう可能性もあるのだ。

「どうしよう……それに、ここってどこなの？」

　薄暗い空の下、千夜が視線を巡らせるのと、頭上にもくもくとした雲の塊かたまりが押し寄せるのは同時だった。

　その雲の向こう側には大勢の人影があり、誰もが恐ろしい雄お叫たけびをあげている。

　手には弓ゆみ、そして剣や槍を構え、容赦なく互たがいに火矢を放ち傷つけあっていた。

　鬼き神じんのような形ぎよう相そうで、鎧よろいを身に着けている者もあれば、半はん裸らに布を巻き付けただけのような姿もある。

　火が燃え移っているというのに、互いの体から血を流したまま、狂くるったように戦いつづける異様な眺めだ。

　見つかっては危険だと悟さとった千夜は、すぐに身を隠せる場所を探したが、あたりはうち捨てられたような廃はい屋おくと、乾かわいた岩場が広がるばかりだ。

「何者だ」

　姿勢を低くしていた千夜が顔をあげると、そこには吊り上がった大きな瞳をした少年の姿がある。

　長い髪を玉でいくつにも留め、ギラギラと目を輝かせている。

「ふぅん、ネズミがいるねぇ。ここは女と弱者は無用の地だ、この地で命は奪い奪われるためにあるのだ」

　にやっと浮かべた凶きよう悪あくな笑みそのままに、少年は手にしていた剣を高々と振りあげた。

　自分の首を斬きり落とすつもりなのだと直感し、千夜はとっさに地面を転がる。

　誰かに殺さつ意いを持って剣を向けられたことなど初めてで、胃いの腑ふがぎゅっと収縮した。

「ちょっと、待って。私、なにもしてな──」

「無力で無用な存在など、ここには不要のもの。ならば、死ねぇ!!」

　獲え物ものをなぶるように、楽しげな声をあげて襲いかかる少年から、千夜は地面を這うようにして遠ざかろうとした。

　ザン、と音を立てて顔のすぐ横の地面に剣の刃が突き立つ。

「……っ!!」

　恐怖に悲鳴もあげられず、混こん乱らんした千夜の背で再び激しい轟きが起きた。

　あまりの衝しよう撃げきに、逃げるのも忘れ耳を押さえて体を丸める。

　ジャラジャラッと硬い金属音が立てつづけに起きるのにようやく顔をあげた。

「……熾し淵えん？」

　そこに立つ人影は不思議な姿をしていた。

　顔立ちや衣装は見覚えのあるものだったが、いまやその銀の髪は燃え立つ炎のように先から赤く染まり、瞳は輝く金色に変わっている。

　手にした長い水すい晶しようの数じゆ珠ずは、先ほどの少年の首から腕にと巻き付き、相手の剣を封じていた。

　なにより熾淵が手にした剣からは、すさまじい炎が揺らめき、明らかな怒りを少年にぶつけている。

　炎ごと刀身を叩たたきつけるようにすると、相手の細身の体は空高く吹き飛んだ。

　数珠から自由になった少年は、空中で二転三転身をひねって地面に転がり落ちると、熾淵に向き直り唇の血を手でぬぐう。

「まさか、修しゆ羅ら道どうに貴方あなたが姿をあらわすとは思いもよらないことだ。だが、これは名をあげる願ってもない機会」

　少年は両手で剣を構えると、狂きよう気きのにじむ瞳を輝かせ、嬉き々きとして熾淵に斬りかかっていく。

「無ぶ様ざまなものだ……阿あ修しゆ羅ら。お前たちはいつまで経っても、無駄な愚おろかさと怒り、奢おごりに囚とらわれている」

　初めて聞く、熾淵の荒れた感情が剝むき出しの声に、千夜はびくっと肩を引く。

　そして両者の力量の差は圧あつ倒とう的てきだった。

　熾淵が前に出て容赦なく剣を振ると、少年の両腕は大きく血を流し剣を取り落とした。

「まだ、まだぁっ!!」

　武器をなくしても、己の歯で嚙かみついてでもという凶暴さを見せる少年に、熾淵が苛いら立だち幾いく度ども打撃を加える。

　これが人であれば、とっくに細こま切ぎれにされていると思える勢いで打撃が繰り返され、熾淵が剣を大きく横よこ薙なぎにしようとするのがわかった。

「やめて、熾淵！　もう、その人は戦えないじゃない」

　叫んだ声に、熾淵は一瞬動きを止める。

　千夜は駆け寄ると、返り血に汚れた熾淵の手に触れた。

「お願い。私が勝かつ手てをしてここにきてしまったんだし……そんな熾淵は」

　見たくないのだという気持ちで、すがるように剣を下ろさせる。

「あれは、人ではありません。この修羅道は、戦いから逃れられぬ愚かな修羅の心から、悪神に落ちた魂がさまよう場所です」

　そう口にした熾淵の声は、千夜が聞き慣れた落ち着きを取り戻し、髪や目の色もまるで炎が消えたように元にもどっていく。

　斬られた阿修羅が立ち上がれずうごめくのを横目に、熾淵は返り血をはらうように剣を振ると、千夜をうながしてその場を離れた。

「ごめんなさい。修羅道が、こんな場所だったなんて……ほんとは『二』を出さないといけなかったのよね」

　再び賽子を手にした千夜に、熾淵がすっと腕を伸ばした。

　千夜の手のひらごと、賽子を包むように自分の手を重ねてくる。

「やめておきなさい。賽子というのは自分の意思で扱えるものではない。貴女のお祖母様も、大切な孫を危険な目に遭あわせたいわけではないでしょう」

「……でも」

「大丈夫です。先ほどの伍ご官かん王おうの話を整理してみて、私にも案があります」

　確信を持った熾淵の声音に、千夜は首を傾げる。

　そのまま熾淵は千夜の手を引いたかと思うと、冥土の霧きりがかった景色のなかを、迷いのない足どりで歩いていく。

　やがて道の左右に乾いた岩が目立つようになり、ずいぶんと寂さびれた光景が広がる場所へと出た。

　ぼんやりと二本の木のように見える、黒い影に近づいて千夜は気づいた。

「これって、門柱？　というか、扉……なの？」

　平行にすらなっていない、二本の黒々とした樹木の間は、黒く漆うるしで塗られた板戸に閉ざされている。

　門柱にはぼこぼこと不規則に節ふしが目立つが、目を凝こらすとそれがなにか物音を立てていることがわかった。

「ねぇ、熾淵。なにか音がするんだけど……」

「これには、使い方があるのです」

　答えた熾淵は、伸ばした右手で向かって左側の門柱の節に触れる。

　先まで整った指が、ずぼっと節にある穴に差し込まれた。

『ッ！　ムガッ!!　フゴッ……オゴゴォ……～』

　明らかに悶もん絶ぜつする男性らしき声があがったかと思うと、地鳴りのような音が響く。

「さぁ、通していただきましょうか。調査のために人道へ向かいます。すべてを開いてもらいましょう」

「是ぜ」以外の返答は認めないといわんばかりの迫はく力りよくで、熾淵がさらに指に力を加えてひねると、門柱が震えて思わぬ音を立てた。

『はっく、しょーーういぃ!!!』

　胴どう震ぶるいするように振動した門柱は、ひどくうらめしげなきしみを立てて、ギシギシと黒い門扉を外側へ開いていく。

　押し寄せる雲のように、青みを帯びた気体が足下を包んで流れ出す。

　千夜と抱き上げているひばち、そして熾淵にも等しく霞がかかってしまうと互いの姿がはっきり捉えられなくなる。

　不安になった千夜は、手に触れたのが熾淵のものだとわかると、ぎゅっとその手を強く握り返した。
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　目に飛びこんできたのは、派は手で派は手でしい提ちよう灯ちんが吊つられた建物だ。

　見み慣なれた空と、なじみのない景け色しきのなかにいることに気づいた千ち夜やは、隣となりに立つ熾し淵えんの姿にぎょっとした。

「熾淵……どうしたの!?　その髪の色、それに格かつ好こうも……」

　冥めい土どにいたときとはまるで違う、熾淵は国こく主しゆに仕つかえる上位貴族のような束そく帯たい姿すがたで、品よく髪をひとつに束ねている。

　冥土の判はん官がんとしての格好でいれば、さすがに目立って仕方がなく、舞台役者が衣い装しようのままで外を出歩いていると思われただろう。

「綱つな盾たての周辺を探さぐるのであれば、目立つわけにはいかぬでしょう」

「も、もちろん。そうだけど……目立たないかっていえば……」

　冥土にいるときの姿を思えば常とこ世よに溶けこんではいるが、他者を圧倒するような美び貌ぼうや存在感は変わらずのため、かえって際きわだってしまっている気もする。

　だがそんなことを口にすると、なにを言い返されるかわかったものではないと千夜は感想を吞のみこんだ。

「まずは清せい十じゆう朗ろう様が二ケ所にいたっていう事実を確認したいから、聞きこみにいくしかないわよね……でも楼ろう閣かくなんて行ったことないから」

　千夜が躊ちゆう躇ちよするのは当然だったが、熾淵にとってもなじみがあろうはずのない場所だ。

　しかし年齢不詳の白しろ猫ねこひばちは違うらしい。

『あら、大丈夫ですわ。秦しん広こう王おう様はこれだけの美び丈じよう夫ふで貴族っぽさがおありです。夜の花はな街まちにいてもおかしくありませんわ。千夜でしたらその侍じ女じよで通しておけばよいのです』

「色街になじむというのも心外ですが」

「うーん、そういわれると……そう？」

　複雑そうな熾淵の隣で、妙に納なつ得とくした千夜は、猫のふりをして顔を洗うひばちを抱き上げる。

「いいわ、うまくいく手を思いついたの。夜を待たなくてもいいから、一緒に行きましょう。私は熾淵のお付きってことにするから。そのつもりで、ね！」

　張り切りだした千夜に、熾淵はどこか不本意なようだが、背中を押されるままに通りを歩きだす。

　熾淵の半歩後ろを歩きながら、千夜は周囲の人々のようすをうかがう。

　日の高さから見てまだ夕暮れ前であり、道行く人々も客というよりは出入りの行ぎよう商しようや、楼閣で働く禿かむろがほとんどだ。

　──いまなら、まだ花街の客も数が少ないはずだし、かえって話を聞ける機会があるかもしれない……。

　千夜は花街の建物を見て歩いていくうちに、楼閣にも明らかに格があるのがわかってきた。

　さらに道を歩く禿のなかでも、仕立てのいい着物を身につけてやや気位の高そうな少女を見つけた。

　千夜はひばちを熾淵に預け、少し離れているように頼むと、小走りに駆かけだした。

「あの、そこの貴女あなた……少し尋たずねたいことがあるの。いいかしら？」

　千夜はすっと足を早めると、懐ふところにある賽さい子ころを入れた刺し繡しゆう入りの巾きん着ちやくをちらりと見せる。

「私、初めて使いできたのだけど、綱盾の若様がお得意のお店はどちらになるのかご存じない？　うっかり名前を忘れてしまって、とても立派なお店だって聞いているのだけど……」

　もじもじしつつ、視線もなるべく不安そうにあちこちにやりながら、千夜が尋ねると禿は一瞬だけ警けい戒かいの表情を浮かべる。

　しかし千夜が花街に不慣れな侍じ女じよだと判断したのか、眉まゆをひそめて哀あわれみの表情を浮かべると小さく息をついた。

「それなら、『紅こう輝き縁えん』です。綱盾の若様は宵よい房ふさ様にご執しゆう心しんですから……それでも、宵房様のようにすばらしいお方は、決してひとりの男性の手に入るものではございませぬ」

　きりっと誇ほこらしげな表情を浮かべた禿は、どうやらその遊女をよく知っているらしい。

　禿の肌はだ艶つやの良さや、手入れされた髪を見れば、少女がとても大切にされているのだろうとわかった。

　千夜は内心で快かい哉さいを叫びつつ、喜びを嚙かみしめる。

　目星をつけて声をかけたのが、目当ての遊ゆう女じよに関わっている禿だったのは幸いだ。

「宵房様は、とても素す晴ばらしい方なのね。お持ちしたのは特別なお品で、人目につかぬようお届けするようにと伝えられているのだけど……」

　憧あこがれをにじませて千夜が口にすると、禿はわずかに得意げに頰ほおを染そめて「こっちよ」と歩きだした。

　千夜は背後にいる熾淵とひばちに目め配くばせすると、距離を保たもってついてきているのを確かめながら、少女についていった。

　禿が裏口へと回った『紅輝縁』は、花街のなかでもひときわ大きく、四階の高さがある立派な構かまえをしていた。

　孔く雀じやくの羽のように緑がかった瓦かわらに、鳥や花の彫刻をあしらった大理石の柱がそこここに見えている。

　まだ楼閣は開店支じ度たくと掃除のために人々が行き交う状態だったが、禿は自然な動きですっと奥へと入っていく。

　──うまくいけば、このまま綱盾の人間と関わっていた遊女に会えるかも？　清十朗様がこうした場所に出入りしてたっていうのは、ちょっと驚くし……婚約者としては、複雑な気がするけど……。

　しかし当人と顔も合わせていないだけに、千夜自身は清十朗にどんな気持ちを抱くべきなのかもわからなくなる。

　慌あわただしい店のなかで、千夜ができるだけ存在感を消していると、磨みがき上げられた艶つやのある床ゆか板いたを、着物の裾すそを引きずった色白の女が近づいてきた。

　まだ店に出るための化粧もほどこしていない面立ちは、それでもくっきりと涼すずやかで奇き妙みように存在感がある。

「そこの子かい？　綱盾の使いってぇのは」

　真っ白なうなじにかかる黒髪は襟えり足あしで緩ゆるくまとめられ、妙みように深みのある黒々と輝く瞳ひとみには力強さがあった。

「あの、突然押し掛けてすみません。綱盾の若様のことで、どうしてもお話を伺いたいことがあるんです。少しだけでいいのでお時間をいただけませんか？」

　必死に訴える千夜のようすに、宵房はやや警戒して瞳を細めたが、ふっと緊張をゆるめた。

「あんた……ひょっとして──」

　瞳を見開くと、宵房の表情がほんのりやさしくなる。

　そのまま千夜を観察するように、顔だけではなく全身を眺ながめると、肩越しにすっと目をすがめて眉を寄せた。

「いったい、なにを連れてきたんだい。それにあんたも、なんだか妙な気配だ」

　困ったものを見るように、表情を硬くして肩を引いた宵房は、なにか感じるものがあるらしい。

「連れてきたって、そんなことまでわかるんですか!?」

　──ひょっとして宵房さんは、なにか特別な力を持ってたりするのかしら……。

　千夜の脳のう裏りには、綱盾家に出入りしていた陽よう弦げんという術師の存在が思い浮かんだ。

　宝ほう杏あんの都みやこでは昔から神仏の信しん仰こうがあり、超越した存在の恩恵や加護を信じている。

　それだけに神や仏ほとけに仕え、特別な加護や力を授さずかった者たちがもてはやされる向きもあった。

　純粋に信心深い者から、千夜の祖そ母ぼのように個人的な相談をされる者、うさんくさい詐さ欺ぎ師しのような輩やからまでとさまざまだ。

　宵房は底が見えない黒い瞳を、じっと千夜の背後に注そそぐ。

　するとこちらの気配を察したのか、入り口からすっと熾淵が姿をのぞかせた。

「あぁ、そう。いいわ、お入りなさいな。少しだけならつきあえるから」

　熾淵がついてくることを疑わないようすで、宵房はすっと立ち上がると建物の奥へと入っていく。

　千夜は熾淵を小さく手招くと、周囲の人の視線から隠かくれるように、気配を消して建物のなかへあがりこんだ。

　ときおり廊下ですれ違う店の者に訝いぶかしむように見られたが、宵房がすっと手を振ると客ではないとわかるのかそのまま引き下がる。

　宵房はこの楼閣で、かなり信頼を得ている遊女のようだ。

　個室を与えられているらしい宵房は、入り口の障しよう子じを開け放したまま、千夜と熾淵をなかに通すと、禿に夜の支度を言いつけた。

　座ざ敷しきに腰を下ろした熾淵の前に座った宵房は、じっと正面を凝ぎよう視しして動かなくなる。

「ふぅん、鬼……じゃないわね。いったいこいつはなんなの？」

「私が人間ではないと、わかるのですか？」

　驚いたように問い返す熾淵は、自分の姿におかしいところがあるのかと千夜を見て首を傾かしげる。

　それを見て宵房はクスッと喉のどの奥を鳴らして笑った。

「あぁ、見てくれがおかしいってんじゃないさ。私が少しだけ、人とは違うものが見えたり、感じられたりするってだけ。だから、私みたいな女でもこの花街でやっていけてる」

　わずかに自じ嘲ちようするような、しかしそこには少なからず誇りも感じられる声だった。

「それに深く関わる気はないから、身元は明かさなくたっていいわ……綱盾のろくでなしを捜してるんだっていうのなら、なおさらね」

　意味深な言葉に、千夜は慎重に問いかける。

「私たち、綱盾家の清十朗様について調べているんです。少し前にならず者に襲おそわれて亡なくなってしまわれて──」

　どこまで説明したものかと、千夜が迷いながら口にすると宵房が眉根を寄せる。

「死んだ……？　あの男が？　つい一昨日おとといにも座敷にあがったところだけど、そのあとのことなの？」

　千夜は熾淵と顔を見合わせる。

「ちょっと、この……常世のいまって清十朗様が亡くなってから、何日目に戻ったことになるの？」

「……まて、いま」

　声を潜ひそめてやりとりすると、熾淵は懐から小さな帳ちよう面めんを取り出してぱらっとめくる。

「五日後にあたるところに戻ってきてるようです。まだ冥土においても、死し出での山にいる頃ですね」

　やはりそうなると計算が合わないと千夜が首をひねっていると、宵房が押し殺すようにため息をもらす。

「あんたらおかしな話をするねぇ。自分の得意客をどうこう言いたくはないけど、あの男はやっかいだ。人を騙だまして利用して、口先だけで渡っていこうとしてる。いずれ商家を継つぐんだろうけど、あれが跡あと取とりじゃあ……思いやられる」

「え、でも……綱盾家は武家のはずです。清十朗様は参さん内だいも許されるようになって、立派な武人だと国主様の覚えもめでたいって」

　宵房は奇妙に顔をゆがめた。

　そして千夜に待てというように手をかざすと、怖いような真顔で記憶をたぐっているのがわかる。

「ひょっとして、その『せいじゅうろう』っていうのは、『清い』っていう字が使われてたりする？」

「えぇ、そうです。清いに漢数字の十と、『朗ほがらか』で『清十朗』様よ」

　宵房は合点がいったのか浅くうなずくと、手を横に振る。

「だったら、それは別人さね。前に深酒をしたときに、ちらっと口にしたことがあるの。年も生まれ月も同じ従い兄と弟こがいて、名前まで似てるからいつも比べられて不ふ愉ゆ快かいだって……自分がこうだからって、相手も同じだなんてわかりゃしないのにね」

「そんな……じゃあ都には『綱盾の若様』が、ふたりいたってこと……」

　このことが意味する答えをすぐには見つけられず、千夜は不安に視線をさまよわせる。

　すると宵房が艶あでやかな笑みを浮かべて、千夜の手の甲こうをすっと指で撫なでた。

「ねぇ、お嬢じようさん、あんたって実はいいとこの育ちの子ね？　こんな場所に出入りしたことなんてないんだろう？　このあたりじゃ、綱盾の家は仲の良くない分家があるのは有名でね。ここにきてるのは、分家で商あきないをやってる家の息子むすこのほうよ」

　思いも寄らぬ話に、熾淵も真剣な顔つきで身を乗り出す。

「その、もうひとりの綱盾家の若者の名は、なんと書くのです」

　宵房はその勢いに気け圧おされたのか、面めん倒どうそうな顔つきながら文ふ箱ばこから墨すみと筆ふでを取とりだして懐かい紙しにさらりと文字を書き付ける。




『誠せい十じゆう郎ろう』




「『誠まこと』だなんて笑っちまうぐらい、誠せい実じつさの欠片かけらもない男だけどね。名を裏うら切ぎるために生きてるような男」

　恋れん慕ぼの恨うらみ言ごとだけとは、とても思えない宵房の声こわ音ねだった。

「なるほど……そういうことだったのですか──」

　ため息と共にうなずく熾淵に、千夜は小声でささやく。

「これで納得がいったわ。十王の誰だれもが清十朗様を審しん理りしていて違い和わ感かんがあったわけも、私が話に聞いてた人とは、まるで別人としか思えなかったことも……」

　しかし千夜の心のもやもやは、いっそう強いものになる。

　──ふたりの綱盾の若様はわかったけど、じゃあ清十朗様が殺されたあと、冥土で違和感があったのはどういうこと？　これじゃまるで取り違えがあったみたいな……

　そのとき、熾淵の体の後ろに潜んでいたひばちが、なにかに気づいて「にゃあ」と小声で鳴いた。

「きれいな猫ね。業ごうが深そうだけれど……」

　ちらりと視線を送った宵房も、戸口にあらわれた禿に気づいたようだ。

　もう支度を始めなければ、夜の座敷に差し障さわる頃だろう。

「ごめんなさい、忙しいときに話を聞かせてもらって。助かりました」

　なにかお礼になるものはないかと、いまさらながらに千夜は慌てた。

　なにしろ貴族とはいえ、もともと貧しい暮らしであり、冥土から舞い戻ってすぐに手にしているものは賽子ぐらいだ。

　すると熾淵が傍かたわらですっと立ち上がり、真顔で宵房を見つめた。

「貴女は人より多くが見えているはずです。どうか、再びお会いするまでに心が信じる行いをされるといい。今日このときのように──」

「遊女を捕まえて善行ったって……あんたが客にでもなって通ってくれるってのかい」

　宵房は皮ひ肉にくげに言って、熾淵の言葉を笑い飛ばしかけたが、はっと息を吞んだ。

　熾淵は宵房の手をそっと下から支え持つと、ただ静かな眼まな差ざしを向けている。

　すると宵房は、最初に千夜を見たときと同じように、不ふ思し議ぎそうで神妙な顔つきになった。

　そんな宵房に熾淵は告げる。

「遊女だから、善行を成し得ないということはありません。どんな人間も、複雑な魂たましいの迷いと行いを重ねて、命を終え巡めぐっていく」

「……あんた貴族みたいなのに、遊女相手にまっとうなこと言うねぇ。肝きもに銘めいじておくわ。けど、女にそういうことを言うときにゃ、せめて笑いかけなさいな。その仏ぶつ頂ちよう面づらったら、せっかくの綺き麗れいな顔が台無し」

　呆あきれた声で、それでも宵房は初めて見せる、わずかに照れを含んだ笑みを浮かべてみせた。

　やさしく美しい、ほんのりもの哀かなしい笑顔が千夜の心に焼きつく。

　千夜と熾淵は禿に案内されて、店の裏口から外へと出された。

　いつの間にか周囲はすっかり夕暮れの朱しゆに染まり、建物のそこここに吊るされた提灯が幻想的な光を放っている。

　いつしか通りには人が増え、にぎわいを増していく街は、千夜のいられる場所ではなくなっていた。

　どことなく浮かれた足取りの男や、すでに酒の臭いをさせている者。

　そんな客を案内するために、せわしなく働く男衆が活気づく。

　気き後おくれを感じる千夜をそこから連れ出そうというのか、熾淵は率そつ先せんして歩きだした。

「ちょっと待って。道がわかるの？　それにさっき聞いた話のことも……」

「道はわかりませんが、状況はわかっています。ひとまず、ここはこみ入った話ができる場所には思えませんので」

　すっと夜道に顔を向けて「宋そう帝てい王おうでもあれば、大変に興味深い場所なのでしょうけど」と、熾淵はつぶやく。

「そうね、落ち着いて話せそうな場所……もう少し先にいくと別の路地に抜けられるから、この時間なら市いちが終わったあと静かになる広場があるわ」

　千夜の提案に、熾淵がすっと誘導するように動くと、自ら場所を入れ替わって道の反対側を歩きだす。

　それから花街へやってくる幾人もの客たちとすれ違うたび、熾淵はすっと歩みをかえて並ぶ位置を入れ替わる。寄り添って歩く千夜は、はっと気づいた。

　──ひょっとして……まさか熾淵がとは思うけど、私が酔よっぱらいに絡からまれないようにしてくれてる？

　熾淵としては花街での騒ぎを避けたいだけなのかもしれなかったが、見上げる位置にある大きな肩幅と、端たん整せいな横顔を眺めると胸の辺りがこそばゆくなる。

「そこを曲がって。階段を少し降りると石いし畳だたみの広場があるの」

　千夜の案内で、先に道を滑るように歩いていくひばちの白い影を追う。

　生前の祖母の側そばで暮らしていたときにも、屋敷から自由に出入りしていたひばちは、千夜よりよほど都の道に詳しいはずだ。

　ふたりと一匹は、石畳が広がるだけの殺風景な広場にたどり着いた。

　朝になれば多くの荷車があらわれて、露ろ店てん商しようが商品を並べる頃には荷下ろしの人々で、活気あふれる場所だ。

「……なのに、夜くると……なんかもう幽ゆう鬼きでも出そう」

　広場の隅すみにある古びた井戸と、周囲で寂さびしげに揺れる雑ざつ草そうの黒々とした影は、ひどく陰いん鬱うつな眺めだ。

　かつて安い食材の仕入れに、遅い時間に鈴すず音ねと市を訪れたことのある千夜には印象的な場所だった。

　しかし鬼や獄ごく卒そつばかりの環境で亡もう者じやと接している熾淵には、なんの感かん慨がいもないのか平然としている。

　普段は腰掛けとして使われているらしい木箱を見つけると、熾淵は懐からすっと大きな台帳を取り出した。

「それ……」

「？　どうかしましたか？」

　素直に聞き返されて、千夜は言葉につまる。

　──ちょいちょい気になってはいたんだけど、この人たちが取り出してくる帳面とか巻物とか、持ち運んでるにしてはおかしな大きさだったりするわよね。

　だが人でない者を相手に、細かなことを気にしても仕方がないのだろう。

　千夜は熾淵の手元をのぞきこむ。

「さっき宵房さんから聞いた話。綱盾の家がふたつあるって……でも、それと清十朗様が殺された状況の繫つながりがよくわからないわ」

　台帳をめくりはじめた熾淵が、紙し面めんをじっとにらみつけていたかと思うと、厳きびしい顔つきでつぶやく。

「なるほど……同じ生まれ月の男子に、同じような名前がつくなどと……あり得ぬことではないですが、そうそう起きることでもないですね」

　すっと熾淵の指先が押さえる欄らんを見ると、確かに綱盾の名前がふたつ並んでいた。

「本当に、『清十朗』と『誠十郎』だわ」

　宵房の話どおりなら、両家の仲はあまり良好ではなかったようだ。

　息子に同じ音の名前がついたからといって、どちらかが引くつもりもなかったのだろう。

　武家と商家、そして仲なか違たがいをしている家柄であれば、両者が出会うこともあまりなかったかもしれない。

「商家の『誠十郎』は武家の『清十朗』をうとましく思っていたのですね。いや正しくは、自分が引き比べられることへの劣れつ等とう感かんとひがみですか」

「まさか、それが理由で清十朗様を襲わせたって、そういうことなの？」

　ふたりを直接知らないだけに、両者がお互いに持っていたであろう感情は想像するしかなかったが、それでも千夜は別のひっかかりを思い出す。

「でも、冥土ではどの判官も、清十朗様の罪状と、本人が一いつ致ちしてないように思うって言ってたのよね……」

「そこです。貴女はなにか聞かされていませんか？　亡くなった綱盾の者の側に、不審な者がいなかったかどうか」

　熾淵の問いかけに、千夜は困ってしまった。

　なにしろ千夜本人は、綱盾家に出入りしたこともなく内部事情など知る由よしもない。

　清十朗についての噂うわさや情報をくれたのは、いつも侍女の鈴音だった。

　千夜ははじかれたように顔をあげる。

「いた……かも。清十朗様が亡くなったことを知らせにきたのは、綱盾家に出入りしてるっていう怪しい術者だったの。陽弦って名乗っていたけど、最初から強引に鈴音に罪をかぶせようとしてきて……すごく高圧的な態度で、なんだか妙だと思ったんだけど……」

「術者……ですか。そういった者たちは、いまも人道の貴族の屋敷によく出入りしているものですか？」

　熾淵の質問には、ひばちがヒゲをそよがせて教える。

『そうですわ。いつの時代も変わりませんもの。財ざいや名声を手にしたい人の欲はつきないもの。並み外れた願いを強くするのは、それを望める位置にある者……』

　つまりは綱盾の本家は国主の覚えめでたく勢いを増しており、さらに分家もまた商家として張り合えるほど繁はん盛じようしていたのだろう。

　術師がつけいるには、十分な勢いと欲望があったはずだ。

「ひょっとして、術師が綱盾の家でなにかしてたってことなの？」

　千夜の問いかけに、熾淵はしばらく目を伏せて沈黙を守っていたが、すっと顔をあげる。

「商家だという綱盾の家を見てたいですね。先ほどの遊女が口にしていた『誠十郎』がまだ生きているのだとすれば、なにかわかりそうな気がします」

「そう……そうね。だとしたら──」

　しかし千夜には、綱盾の商家の場所はわからない。

　分家があること自体が初耳なうえ、そもそもなにを商っているのかも知らないのだ。

　はっと気づいた千夜は、熾淵の着物の袖そでを引いて歩きだした。

「商家の場所が、わかるのですか？」

「たぶん、確認できる人がいるわ……」

　説明をするのももどかしく、千夜は小走りで夜が更ふけていく宝杏の都を急いだ。

　後ろから熾淵が一緒についてきてくれることが、とても心強く感じられる。

　──何だか変なの。最初は熾淵についてこられるのが恐くて嫌いやだったのに……。

　夜のにぎわいから離れ、貴族の屋敷が並ぶ一角へ向かう。

　足下をついて走るひばちには、千夜の考えが伝わったようだった。

『場所は、鈴すず音ねって侍女に聞くつもりなのね』

「うん……そうなんだけど。私が、突然冥土に行っちゃったってことは、屋敷で心配かけて騒ぎになってるかも……知るのが怖いような気がするわ」

　そしてなにより熾淵を連れて戻ったのが見つかれば、ひと騒そう動どうになるだろう。

　大事な縁えん談だんが壊れ、しかも家の者が不ふ祥しよう事じに関わったと疑われて心を痛めているはずの父親を思うと、心配になるばかりだ。

　裏門から入ったほうが騒ぎにならないだろうと、千夜は暗い道を行く。

　厨くりやのある場所から入れば、鈴音のいる部屋の近くへいけるからだ。

　するとそのとき正面門の方から騒々しい音が響いてきた。

「やめてくれ！　その娘がやったという証拠はまだ……」

「……父上？」

　声のした方へ駆けだしそうになった千夜は、はっと踏みとどまる。

　廊ろう下かの曲がり角で身を潜めて目を凝こらす。

　父親が声を荒らげている相手は、以前屋敷にあらわれた陽弦だった。

「どうして、あいつがまた屋敷に──まさか、鈴音!?」

『ちょっと、いま出て行っちゃまずいですわよ』

　ひばちが足下にまとわりついて、焦あせる千夜を妨ぼう害がいする。

　するといつのまにか姿を消していた熾淵が、ストンと真横に降ってきたように現れた。

「熾淵？」

「先回りして見てきました。奴やつらは馬を用意していたようですね、少女をひとりつれていったようです……」

　その言葉に、千夜はがばっと熾淵の着物の袖を引く。

「ひょっとしてその女の子って、髪が艶々して頰が桃ももみたいで、瞳は子鹿のように輝いてる、ものすごく可か憐れんな子だった!?」

　千夜の勢いに気圧されたのか、熾淵はややのけぞった。

「それは……主おもに貴女の主観なのと、目は閉じていたのでわかりかねます。ただ、少女の髪には桃と小さな銀の鈴のついた簪がありました」

「鈴音だわ！　陽弦の奴なんて強引なの!?」

　その簪はまだ幼い頃に、千夜が鈴音に贈おくったものだ。

　ずうずうしい術師は自分がいない間、待っていてくれる相手ではなかった。

「追った方が良さそうですね……」

　簡潔に確かめる熾淵に、千夜がうなずく。

「ここは人道ですから、いまなら触れても影響はないはずです」

　言葉とともに、すっと背中に腕を回され、千夜は膝ひざをすくわれて抱きかかえられた。

　そのまま互いの体温が感じられ、間近に熾淵の整った顔があることに千夜は動揺してしまう。

「えっ、あの……なに!?」

　急激な浮力に千夜は悲鳴をあげた。

　千夜から離れていたひばちの白い体が、見る間に小さく遠くなる。

　夜風に髪がたなびいて舞い上がり、その冷たさに身み震ぶるいした。

　つい足下を見下ろして、「ひっ」と息を吞む。

「苦しいです。人道にいるときは私にも呼吸は必要なので、力をこめられたままではこの体を維い持じできません」

　淡たん々たんとした声がすぐ耳元で聞こえて、千夜ははっと顔をあげた。

　互いの頰が触れるほどの距離で、必死に熾淵の首にしがみついてしまっている。
















　しかし生まれて初めて空を飛ぶ感覚に馴染めず、千夜は腕に力が入り思うように体を動かせない。冥土で体験したのとはまた違う、生身が感じる恐怖だ。

　頰を撫でる風の強さに涙がにじみ、さらにぎゅっと力強く体をかかえ直された。

「貴女の足手まといはいまさらですが、首をしめるのをやめて、とにかくじっとしていてください。少しでも暴れれば落とします」

　容よう赦しやない言葉に熾淵ならやりかねないと、千夜は少しずつ息を吐はいて体の力を緩め、相手の体にぎゅっと身を寄せた。

　──まさか常世で空に浮かぶことができるなんて……でも、これなら馬のあとを追うのもわけはないわ。

　熾淵は一度空高くあがり、馬が進んでいった路地を見つけると、徐々に速度を落として上空から近づいていく。

　陽弦が乗る馬と、そのあとにつづく馬の背に明るい色の着物が見える。

　それは間違いなく鈴音の姿であり、千夜はひたすら目を凝らした。

「でも……なんだか変だわ。このままいくと、私たちがさっき通った花街を抜けていく……そっちには武家の屋敷はないはずなのに」

　陽弦は鈴音を犯人として、綱盾の本家に連れていくつもりなのだと思っていた。

　彼らがいったいどこへ向かっているのかと千夜が身を乗り出すと、熾淵の飛ぶ速度もあがり一行の背後にまで近づく。

「これ以上は近づけません、風で衣ころもが音を立てれば気づかれる」

　熾淵の肩につかまりつつ千夜が目を凝らすと、到着したのは思いもよらぬ屋敷だった。

「お願い、熾淵。彼らが入っていったあの建物、暗くてよく見えないけど確かめたいの。軒のき先さきにある看かん板ばんの文字が読めれば……」

　千夜の心がざわつくなか、男たちは談笑しながら敷地内に入っていき、馬をつないで建物のなかへ消えていく。

　それを見届けてから、熾淵はふわっと弧こを描いて地面へ降り立った。

　丁てい寧ねいに降ろされた千夜は熾淵から離れた途端、ぬくもりが遠のき、夜気にぞくっと身を震わせる。

　──さっきも人道にいるときは呼吸してるって言ってた。だからいまは熾淵の体も温かいんだ……。

　こんな不思議な感覚を、冥土にいたときは自分が熾淵に与えていたのだろう。

　体に力が入っていたせいか、いささか強こわばる膝のまま、千夜はしのび足で建物の表へと回る。

　どっしりとした建物は表おもて格ごう子しが黒く塗ぬられた立派なもので、いくつもの巨大な瓶かめが並べられていた。屋や号ごうが書かれているらしい巨大な一枚板には、太く黒々と『綱盾』とある。

「熾淵、これ……ここは綱盾の分家だわ。どうして──？」

　ここはまさに千夜たちが捜していた目的地だ。しかし陽弦が、商家の綱盾家にあらわれる理由がわからない。

　首を伸ばして建物の奥をのぞきこむと、鈴音は意識を失っているのか、ぐったりとしたまま男に運ばれていくのが見える。

　そのとき熾淵にむんずと襟首をつかまれ、千夜は自分が駆けだそうとしていたのに気づく。

「待ちなさい。話を整理しましょう。ここは綱盾の分家であるのに、本家にいたはずの術師が出入りしているというわけですね」

「そうよ。あの男が両方の家に関わってるなんて知らなかったわ」

「なるほど……だんだん糸の絡みが見えてきた気がしますよ」

　気むずかしい口調の熾淵は、建物の奥を睨みつける。

「陽弦が、仲の悪い両家を行き来するなんて、どういうこと？　熾淵、さっきしてたみたいにそこから巻まき物ものを取り出して、ぱらぱらーっと事情はわからないの？」

「お手軽に言ってくださいますね。これは与えられた権限のなかで、資格ある者にしか許されぬ行為なのです。貴女のお気軽な脳のう味み噌そには理解が難しいかもしれませんが、権限を越える内容であれば、それが許される方のところへ出向かねばなりません」

　熾淵の明らかにむすっとした口調と厳しい表情に、つい相手の立場を忘れていた千夜はしゅんとする。

「ごめんなさい」

　──そりゃ、簡単なことみたいに言っちゃったけど、熾淵の仕事の内容までそう考えていたわけじゃないのに。

　すると千夜の頭に、ぽんと熾淵の手が置かれた。

「貴女を責せめているわけではありません。いま初めて、自分が蝶ちようを持たないことを後悔したのですよ。こういうときにこそ、自分の手足となる助けが必要なのだと……わかりました」

　むしろ自分に苛いら立だっているのだと口にして、熾淵はすっと半歩さがると千夜の手を取った。

「いいですか」

「……な、なに？」

「私は一度冥土に向かいます。ごく簡単な確認のためですからすぐに戻ってきますが、それまで絶対に、貴女ひとりで踏みこまないでください」

　冥土と人道への瞬時の移動をするには、いまだ正式な許可がない千夜を連れてはいけないらしい。

「わかった。なるべく、早く戻ってきてね」

　鈴音のことが気がかりな千夜は、すがるような思いで熾淵を見送った。

　熾淵は屋敷から離れた路地を歩いていくと、荷に駄だを上げ下ろしするためにあるのだろう開けた場所へ向かっていく。

　握った拳をすっと振り上げるのが見えて、千夜は目を疑う。

「……!?」

　バキンと鈍にぶい音が暗がりに響く。

　驚いて見つめている千夜の前で、ひゅっと一瞬で熾淵の姿が消えてしまう。

　井戸のふたを叩たたき割って飛びこんだのだとわかったのは、完全にあたりが闇やみに沈しずんでからだ。

　不安なため息をついて、千夜はもう少しなかのようすがわかる場所はないかと、母おも屋やの周囲を探り出した。
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　商家としての綱つな盾たての敷地内は接客するための母屋があり、そこから廊下で繫いだ別棟に奥座敷があるようだった。

　だがこのまま庭を歩けば、砂じや利りが音を立てて気づかれてしまう。

　千ち夜やは建物と塀へいの細い隙すき間まに体を滑すべりこませると、なんとか奥の間へと近づいていった。

　熾し淵えんからきつく言われているだけに、勝手な行動をするつもりはなかったが、鈴すず音ねの身の安全をとにかく確かめたい一心だった。

　奥まった座敷には明かりが灯ともされており、酒しゆ宴えんでも開かれているようなざわめきが聞こえてくる。

　障子は締め切られていたが、庭の側の丸窓がぽっかりと明かりを放っていた。

　千夜はひたすら神経を張りつめ、室内の物音に聞き耳を立てる。

　鈴音の声らしきものはいっさい聞こえない。馬上にいたときには意識はなかったように見えたが、気絶したままなのかもしれなかった。

　談笑する男たちの声に、ときおり聞き覚えのある濁にごった大声が聞こえる。

　──陽よう弦げんの声だわ。どうして綱盾の分家に……しかも鈴音を連れてあらわれたの？　まさか私の婚こん儀ぎの話も、最初から分家の若様の話だったりしないわよね？

　陽弦がなにか勘違いして家を訪ねてきたはずはない。状況の不ふ可か思し議ぎさに、千夜は頭を抱かかえたくなる。

「……ぇ？」

　ふっと聞こえた言葉に気を引かれた。

『まったく、このすり替えはうまくいきましたな』と陽弦が口にしたのだ。

　陽弦の言う『すり替え』の意味は、自分の婚約者だった清せい十じゆう朗ろうを指さした話なのか、まさか連れ去られてきた鈴音のことではあるまいと混乱がひどくなる。

　その時唐突に、母屋から繫がる回廊を騒々しく近づいてくる人物がいた。

　部屋の障子が開かれると、明かりが大きく射して、男の姿がはっきりと見えた。

　長く伸ばした明るい色の髪を赤い組み紐ひもでひとつにくくり、蛇へびと蘭らんの図柄の派手な着物を身につけている。

　いかにも花街をうろついていそうな、派手な身なりの若者だ。

「聞いたぞ、とうとう娘をとっつかまえてきたって。そいつを本家に放りこんでくりゃ、やっかいごとはかたづいて、俺にとってはめざわりな奴も消えて……万ばん々ばん歳ざいってことだなぁ」

　下げ卑びた笑い声は、酒に焼けてかすれて耳みみ障ざわりだ。

　部屋へと入っていく男は、宵よい房ふさが教えてくれた『誠せい十じゆう郎ろう』に間違いなさそうだった。

　──この人が、宵房さんの言ってた分家のほうの誠十郎様。いかにもガラの悪そうな男の人だ。あんな人が近づいたら、鈴音が怖がるに決まってる。それに分家の綱盾に運ばれたのが不思議だったけど、このあと本家に連れていくって……？

　まさか陽弦を通じて、両家がなにか企んでいるのではあるまいかとも思ったが、本家にとって自じ慢まんの息子が殺されるような事態を望むはずもない。

　再び下品な笑い声があがり、障子に映る人影がうごめくのを見た千夜は、鈴音を心配するあまり足を踏み出してしまった。

　ジャリとわずかな音が足下からあがり、まずいと思ったときにはスパッと音を立てて障子が開かれる。

　大きく投げかけられた光のまぶしさに、千夜はとっさに目をかばう。

「誰だっ！」

　大声をあげたのは陽弦だった。

　まっさきに縁側に出てきた陽弦は、千夜の姿を見てはっとする。

　その背後の壁に、体をもたせかけるように座りこんでいる鈴音は、縄で縛いましめられ口元には猿ぐつわをかまされていた。

「この娘、まさか鍵けん条じよう門もん家けの……？　具合が悪いようなことを言っていたが、あとを追ってきたのか」

　嫌な笑みを浮かべた陽弦の背後から、同じく酷こく薄はくそうな笑みを浮かべた誠十郎が前に出てくる。

「なんだぁ、まだ娘がいるのか。こいつはどうする？　本家に連れて行くんじゃなきゃ、花街に放りこんじまうのも面白そうだな」

　毒々しい本性がにじみでているとしか思えない誠十郎の口調に、千夜は怖おじ気けを感じて一歩後ずさる。

「いったい、どういうことなの!?　陽弦、どうしてあなたが綱盾の両方の家に出入りしているのか説明なさい。鈴音を好きにはさせないわよ！」

　これだけの大人おとなが秘ひ密みつ裏りに顔をそろえ、この場には不穏な匂いが満ちている。

　だが陽弦に慌てる様子はまったくなかった。

　誠十郎のさらに後ろから、派手な仕立ての着物を身につけた、貫かん禄ろくある男が渋しぶい顔つきであらわれた。

　直感的に、千夜はまずいと悟る。

「ふぅん……鍵条門の娘か、まったく無駄にうろちょろと。始末する必要があるな」

「親父も、容赦ねえなぁ」

　──親父って……じゃあ、この人が綱盾の当主なの!?　まさか清十朗様も、この人が命じて襲わせたんじゃ？

　ぎょっとしたものの、いまは己おのれが危機にさらされていた。

　しかも前に踏み出してきた陽弦の異変に気づき、千夜は我が目を疑った。

　やや腫はれぼったい瞼まぶたの下、瞳がギラリと光を帯びると、色が赤く変色し爬は虫ちゆう類るいのように瞳どう孔こうが細くなったのち黒々とした円えんに広がる。

　鼻翼がぎゅっと吊り上がったかと思うと唇くちびるがめくれあがり、牙きばのような鋭い歯が並ぶのが見えた。

　──この目、前に屋敷にきたときにも……。

　明らかに人間ではない形ぎよう相そうになった陽弦に、周囲にいる綱盾の者たちは驚かなかった。

　それは彼らが、陽弦の正体に気づいているからに他ならない。

　まずい状況だと悟ったが、逃げだそうにも千夜の背後には狭い逃げ道しかない。

　容赦なく近づいてきた陽弦に、手首をとられてひっと息を吞む。

「触らないで！」

　叫んで必死に身をよじるが、皮膚が赤せき褐かつ色しよくに変化しつつある陽弦の手は爪つめが伸び、指が太く節くれだち、簡単にふりほどけはしなかった。

「ここでのことを知られたからには、お前の記憶も整理せねばなぁ。どれ、常とこ世よにいながら桃とう源げん郷きようの心地ここちを知れるかもしれぬぞ」

　ねっとりとした物言いは、残酷さばかりが感じられる。

　千夜は手首の内側に食いこんだ、尖とがった爪の痛みに顔をしかめた。

　乱暴に腕を引っ張られ、そのまま砂利の敷かれた地面に倒れこんでしまう。

「痛っ……!!」

　すりむいた手をつかまれ、後ろ手にひねりあげられると、のしかかられる背中の痛みに千夜はうめいた。さらにごつごつした手のひらが首の後ろにひたりと当てられる感触に、どっと冷ひや汗あせがにじむ。

　記憶を整理すると口にした陽弦は、明らかに人ではない者の姿へと変じていた。

　なにをされるのかわからない恐怖と痛みに、千夜は血の気が引くのを感じた。

　だが、ドスンと米こめ俵だわらを蹴けりつけたような音がして、体が自由になる。

　打ち付けた手をかかえて素早く身を起こしたとき、千夜から二十歩ほど離れた位置に火柱があがっていた。




　ゴオォォッ……




　夜の暗がりを煌こう々こうと照らし出す炎は青白く、空気を震わせ、ねじれながら空へと伸びていく。

「グォアアァ!!　なんだ、……なにが──!?」

　状況がわからないのは陽弦も同じらしい。

　だが千夜は火柱の向こう側に立っている人影を認め駆け寄っていった。

「熾淵！」

　千夜と人道に渡ってきたときとは違い、いまの熾淵の姿は明らかに冥土の十王としての出いで立たちだ。

　改めて地上で目にすると、派は手でな神楽かぐらの衣装のようにも見える。

　燃えさかる炎のなかで悲鳴をあげる陽弦は、もはや人の姿をしていなかった。

　まとっていた衣は裂け、赤黒い肌と吊り上がったまなじりが見開かれる。

　体中の筋肉が盛りあがって変化した姿は、地獄に落ちたときに目にした鬼に違いなかった。

「どういうことなの、陽弦は人じゃないの!?」

　戸と惑まどう千夜の目の前で、熾淵はうずくまる陽弦に近づくと、しなやかに足を繰り出しその体を蹴けり上げる。

　地面を転がった陽弦は、熾淵に胸板を踏ふみつけられ見下ろされている。

「……ま、まさか……貴方あなた様は……」

「ずいぶんと仕事熱心なのですね。地獄で職務に就ついているはずの鬼が、なぜ人道に降りて人のふりをしているのか、まったくごみ屑くず以下の醜みにくさですね」

　酷薄な熾淵の言葉と氷のような視線に、千夜は驚く。

　しかし背後にいる綱盾の親子は、ひそひそと言葉を交かわし、どうやら熾淵の正体を探ろうとしているようだ。

「あんたが何者かはしらんが、儂わしらはしかるべき報ほう酬しゆうを払ってその男と契約したんだ」

　金を出したのは自分だと言わんばかりに、不遜な態度をした綱盾の当主に、熾淵は見下げ果てた目を向ける。

「『契約』ですか？　笑えない言葉ですね、人間の貴方が」

　見る者を凍こごえさせる瞳のまま、うっそりと熾淵は問いかけた。

「……鬼を金銭で、買収したと？」

　綱盾の当主は熾淵の姿やまとう気配に、圧倒されたように顎あごを引き、それでも相手を睨みつける。

「あぁ、そうだ……この鬼があらわれて、家の息子の寿じゆ命みようがじきに尽きると言ってきたんだ。ああ、そうですかと納得なぞできるか」

「なるほど、ではこの鬼から持ちかけられたのですか」

「うちは商家だ。跡取りなくしてはやっていけん」

　話の流れがわかると、きっかけをもたらしたのは鬼の方からのようだ。

「ですが貴方が、引き替えにしたのが本当に金銭だけで済んだと思っていますか？　鬼や、異形と交わす取引の意味をわかっていると？」

　声を荒らげてはいないのに、熾淵の表情は冴さえ冴ざえと恐ろしい。

　覚悟はあるのかと問われ、当主の表情が徐々に弱々しさを増していく。

「……っ、難しいことではないと、金銭と身代わりを見つけられれば、手配できるからと言われて──」

　自分たちに非はないと言い逃れもあからさまに、熾淵に足あし蹴げにされている陽弦を必死で睨みつける。

「よいでしょう、断罪はいまここで成されることではありません、あるものがあるように正される。貴方は己の行いについて、冥土でしかるべき手順で裁さばかれます。地獄よりも深い、永えい劫ごうの責め苦に沈む末路を辿たどるでしょう」

　冷たく言い放つ熾淵の足に、鬼の姿の陽弦がすがるように情なさけない声をあげた。

「秦しん広こう王おう様、どうして貴方様が人道に……まさか、このことをもう閻えん魔ま王おう様は……」

「無論、ご存じです。これ以上お前がどう形を変えようが逃げようが、もうおしまいでしょう。まさか地獄の従者を裁くことになるとはと、ひどくお嘆なげきでしたよ。なにしろ、誰よりも慈じ悲ひ深い方ですから……」

　熾淵の口調は穏やかで、慈じ愛あいが感じられるほどの柔にゆう和わな笑みを浮かべたかと思うと、それは一瞬で冷笑に変わった。

「ひいぃぃぃい!!」

　熾淵の足にさらにすがろうとする鬼を、無む駄だのない動きで突き放すとそのまま歩きだす。

　その隙に千夜はさっと駆け出し、建物の奥にいる鈴音のもとへと向かった。

「鈴音！」

　酒の匂いが充満する座敷の壁に、ぐったりもたれかかる鈴音を縛る縄をほどく。

　自由になった鈴音は、もどかしいようすで身を起こし千夜の手を取った。

「千夜様っ、良かった。もうお体の具合は良いのですか？」

　怖い思いをしたはずなのに、こんな状況でも千夜を気づかってくれる鈴音のいじらしさに涙がにじんでくる。

　──ほんと鈴音みたいな子に、こいつらなんてことをしてくれるの！　濡ぬれ衣ぎぬを着せるためにこんな場所に連れてきて……汚けがれるっ、美しい鈴音の身も心にも毒だわっ!!

　鼻息もあらく怒りを抑えきれない千夜は、まだ足下がふらつくようすの鈴音に肩を貸して再び庭に出た。

　待っていてくれた熾淵の手を借りて、綱盾の商家を後にしようとすると、三人の前方にふらりと立ちはだかる人影があった。

「なんなんだよ、お前たち。勝手なことばっかされちゃ困るなぁ」

　にやついた声をあげたのは、誠十郎だった。

「夜半に人の家に入りこんで、陽弦を脅おどしつけて帰るったって、自由にはさせねぇよ？　女はふたりとも置いていってもらおう」

　腰に下げていた剣をすらりと抜くと、酒のせいかややぐらつく足どりで近づき、切っ先を無造作に千夜に向けてくる。

　どろりとした目つきの奥に、どす黒く粘ねばりつくような執しゆう着ちやくが見える。

　誠十郎は、この場にいる誰よりも欲深く、全てを思い通りに支配できるつもりなのだ。

　──この人、ずっとこうして生きてきたんだ……。

　千夜は全身からわきあがる嫌悪感に肩を揺らした。

　すっと目の前に熾淵の腕が伸ばされ、その場から動くなと言われているのがわかった。

　支えている肩に回した腕に力をこめた千夜に、鈴音が問うような視線を向ける。

「ところで千夜様、こちらの方は一体……」

「大丈夫、この……人、えぇと人じゃないんだけど……つまり熾淵は悪人を調べる側だから味方なの、平気よ」

　そう口にしたものの、千夜もどこから話したものかと言葉を探す。

　だがまずは、無事にこの場を離れることが先決だ。

「この者は、じつに醜悪ですね。罪の意識のなさ、我が欲よくのみで凝り固まった品性なき魂の愚おろかさ……憐あわれみすら感じます」

　熾淵は誠十郎に向けて、心底軽けい蔑べつしきった声で吐き捨てる。

　目の前の熾淵の髪が、ふいに命を得たように宙に舞いはじめた。毛先が炎ほのおのように揺らめき、ところどころ透けて光を放つ。

「お前ごとき汚れた者が、私の歩みを遮さえぎるとは許されぬふるまいです」

　低い声にこめられているのは怒りだ。

　背中しか見えないが、全身から怒気を放つとその髪の色が赤く染まる。

　熾淵の右腕がすっと腰の辺りで構えるように曲げられると、炎をまとった剣があらわれた。

　じゃらりと音を立てたのは、左手に幾いく重えにも巻かれた水晶の長い数じゆ珠ずのように見えた。

「十王の私が手ずから断罪を与えよう。これも、愚かなお前自身が望んだことです」

　熾淵はそう宣告すると、金色に変わった瞳を吊り上げ、低く大きく踏み出す。

「……ヒッッ……うわぁ!!」

　熾淵が放った数珠は、縄のように誠十郎の首に巻きつき、容赦なくその身を引き倒す。

　間かん髪はつをいれず踏み出した熾淵が、相手の肘ひじをきつく蹴りつけると、誠十郎の手から剣があっけなく遠くへ飛んだ。

　圧倒的な力の差に、誠十郎は目に見えて戦意を失い、浅い呼吸を繰り返している。

「ぐっ！　俺は、悪くない……全部親父とそのうさんくさい男が始めた話だ。清十朗が殺されたのだって俺のやったことじゃな……っ」

　わめきだした誠十郎に、熾淵は足で容赦なく首を押さえつける。

「それ以上、愚かしい妄もう言げんをつづけますか？」

　怒りを奥深く燃やしたまま、熾淵はまるで虫でもつぶすように、重みをかけようとするのがわかった。

　とっさに千夜は飛び出し、熾淵の衣装の袖を引く。

「待って！　さっき言ってたでしょ、裁きはしかるべき場所でされるって！」

　振り向いた熾淵の瞳には、熱く燃え上がる黄金の炎がある。

　阿あ修しゆ羅らと斬り結んだときの、何倍もの怒りがそこには宿やどっていた。

　──怖い……。

　爆発した怒りに千夜はひるんだ。

　いまや剣だけでなく、腕に巻いた数珠からも炎はあがっていたが、千夜はためらわず熾淵の体をぎゅっと抱きしめる。

　伝わる熱が幻まぼろしではない証拠に、千夜の着物も煙をあげ頰も腕もちりちりと火傷やけどを負おっているのがわかる。

「この人の魂こん胆たんはわかったんだもの。熾淵の怒りで裁くんじゃないんでしょう？　そのことは閻魔王様もご存じだって言ってたじゃない」

　はっきりと力をこめて、千夜は言葉を口にする。

　ひるんではならない。これはしっかりと熾淵の心に届けて、止めなければいけないことだ。

　──だって、怒りに支配されて人を裁けば、傷つくのは熾淵なんだもの。

　熾淵に触れている部分の熱さと痛みに千夜は顔を歪ゆがめたが、決してはなすまいと力をこめた。

　すると燃え立つ憤ふん怒ぬの炎の気配が、徐々にゆるんでくる。

　熾淵が右手に握りしめていた剣が、ゆらっと陽かげ炎ろうのように歪んで形を消した。

　熱が失われると共に、髪や目の色が褪さめるように戻っていく。

　視線を千夜に留めると、熾淵は辛つらそうに眉をひそめた。

「貴女が……傷つくことはないのです」

　そうつぶやいて熾淵は誠十郎にのせていた足を引くと、冷たい一いち瞥べつを向けて離れた。

「千夜様！」

　この世のものとは思えない光景に怯おびえていた鈴音が、千夜を案じて駆け寄ってくる。

　熾淵が誠十郎を手にかけずに済んだことに、千夜はほっとして力が抜けた。

　怯える鈴音を慰めるように、その肩をそっと撫でると熾淵に向き直る。

「ところで熾淵、いったいどこへなにを確認しに行ってきたの？　ちゃんと私にもわかるように教えて」

　詰め寄る千夜に、熾淵が周囲の惨状を見まわして目を伏せた。

「冥土に戻り、事の報告と閻魔王のもとへ台帳を確かめに行ってきました。過去、まれにあることなのですが、冥土で十王の裁判の決定を認められず逃げ出す亡者もいます」

「逃げるってこっちへ来るってこと……？」

「えぇ、そうした亡者を人道では幽鬼とも呼ぶようですね。そしてその亡者を連れ戻すため、鬼が人道に出入りすることがあるのです」

　陽弦がそうした鬼であることは言われずともわかった。

「さらにこの鬼は己の立場を利用して、人道で亡くなる予定だった者の帳簿を見てしまったようですね。そこには『綱盾誠十郎』の名がありました」

　熾淵の言葉と誠十郎が口走っていた『身代わり』という言葉で、なにが起きたのか千夜にもようやく理解できてきた。

　陽弦を名乗る鬼はこれから死ぬはずの人間を知り、その相手が羽は振ぶりのいい商家の跡取りだと知ったのだ。

「じゃあ、この商家にそれを知らせて報酬を要求し、武家の清十朗様を身代わりにしたっていうのね」

　そのために陽弦は綱盾の両家に出入りして、どちらの父親にも取り入ったということなのだろう。

　──だとしたら、私の輿こし入いれの話も最初から仕組まれたことだった？　そうじゃなければ、清十朗様が都に戻られることもなかったはず……。

　そんな輿入れのために、鈴音が冤えん罪ざいで巻きこまれかけたのかと思うと、千夜のなかに再び怒りがわき上がる。

　千夜は思わずきびすを返して、陽弦のところへ戻りかけた。

「やっぱり、さっきの陽弦って鬼は私がもう一度締め上げて──」

「千夜様っ!!　物ものの怪けに関わるような真ま似ねはなりません」

　半なかば悲鳴のような声をあげて千夜の体にすがりつく鈴音の姿に、熾淵があきれたようにため息をつく。

「貴女……ついさっき、私を止めませんでしたか？　……まったく、血の気の多い」

　眉をひそめた熾淵は、千夜の想像は一部違うのだと教えてくれた。

「いいですか、鬼の思考は人とは違います。彼らにとって金銭自体に魅力はないのですよ。地獄にいる鬼が興味を持つのは人の欲深さ、罪深さをより膨ふくらませ、地獄へ魂を招くことこそが目的なのです。その点、この綱盾の欲深い親子は利用価値があった」

　結果的には、死ぬ予定ではなかった清十朗を襲わせることで、商家の綱盾家にさらに罪を重ねさせた。

　誠十郎をさらに長く常とこ世よにとどまらせ、罪業を重くすることを狙ねらっていたのだ。

「じゃあ綱盾の本家は、鬼の真意に気づかず陽弦に騙されつづけていたってことね。それで清十朗様を殺されたことも、その原因もわからないまま……鈴音が犯人だなんて陽弦にそそのかされた」

　もしこのまま鈴音が犯人として罰ばつせられれば、残された清十朗の父親も罪を犯すことになる。

　事の真相がわかってくると、本家の清十朗の父親もまだ被害にあう可能性があることが理解できた。

「連絡しなきゃ、父上にも……それに綱盾の本家にも……」

　やるべきことがいくつも千夜の頭をよぎり、めまぐるしい勢いであれこれと手早く支度を始める。

　商家の建物に入りこみ、筆や墨を拝借する。急いで知らせたいことを千夜がしたためている間に、半ば人でない姿の陽弦を熾淵が馬にくくりつけていた。

　その傍らで千夜は自分の履き物を脱ぐと、遠慮する鈴音に押しつけて履かせてしまう。

　鈴音もまた馬に乗り、このまま鍵条門家に戻ることになっていた。

「そうだ。ねぇ、私は屋敷でどうなってたの？　体はそこにある……っていうか、屋敷にいたのかしら」

　尋ねると、鈴音は奇妙な表情で教えてくれた。

「千夜様は、澄すみ香か様のお部屋で気を失われていて、そのまま眠りつづけておられました……あの、いた？　とおっしゃられるのはどういう意味ですか？」

「…………私……家にいたんだ」

　体はずっと屋敷にあったのだと教えられて、我がことながら少々薄気味悪くなった。

　鈴音はきっと千夜が屋敷で目を覚ましてから、ここへ向かったのだと思っているだろう。

「やはり……そのような状態でしたら、いまは貴女は屋敷へ戻るべきではありません。同じ場所で自分の姿を目にすることは、時間や世界の軸じくをねじ曲げ、命を縮めることになりかねません」

　気味の悪い話だったが、自分の姿を目にして数日で命を落とした者もあると、祖母が収集していた怪異集に綴つづられていた話を思い出す。

　鈴音ひとりを帰らせるのは心配だったが、これから陽弦を乗せた馬を綱盾の本家にも連れていかなければならない。

「本当は、こんな夜更けにひとりで帰らせるなんてことはしたくないんだけど」

「いいえ、怪け我がもしておりませんし。幼い頃から馬にも牛にも乗っていましたもの、平気ですわ」

　陽弦の馬が綱盾家に着けば、鍵条門家にも新たに使者が寄よ越こされるかもしれない。

　この状況を父親にも伝え、そうした使者への対応をも鈴音に託たくすことにした。

「大変なことを頼むけどお願いね。清十朗様の葬そう儀ぎがまだなのはなによりだったし、とにかくあと一日二日でいいから埋まい葬そうを待って欲しいって、これは必ず守って欲しいの」

　まだ気温のひくいこの時期なら、肉体も保たれているはずだった。

「わかりましたわ、必ずお伝えいたします」

　賢かしこく主あるじ思いの鈴音は、あれこれ事情を聞くことはせず千夜の頼みだけをしっかりと引きうけてくれた。

　さらに熾淵が馬になにごとか言い聞かせながら、その鼻を撫でていたかと思うと、ポンとそのお尻を軽く叩く。

　誰も手た綱づなを取っていないのに、陽弦を乗せた馬は通りを歩きだす。

「え、熾淵……馬が勝手に……私たちが連れていかなくて大丈夫なの？」

「もちろん。もともと陽弦が使っていた馬ですから、本家の場所もよく覚えていますよ。責任感の強い馬ですから、問題ありません」

　何を聞くのだというように当たり前の顔で返事をされ、千夜は自分がおかしな質問をしたような気分になった。

　──そうなんだ。馬って生き物は話せばわかるのね……もちろんこっちが馬に通じるように話せればなんだろうけど！

　つづいて鈴音の乗る馬が明るい通りへと出て行くのを見送ると、ふいに熾淵にひょいと抱き上げられる。

　顔が近づき、互いの目を見つめ合う格好になり、千夜は頰が赤らむのを抑えられなくなる。

「えっ、と。な……なに!?」

　慌てる千夜に、熾淵はしれっと表情も変えずに答えた。

「履き物が、ないのでしょう？」

　ぽかんとして、千夜は自分の足た袋びに包まれた足を見る。

　──……い、意外だわ。熾淵がそんなことを気にしてくれるなんて……。

　そして商家にきたときと同じように、熾淵は夜空にふわりと浮き上がる。

　常世にいる間は、なんの心配もなく互いに触れることもできれば、熾淵の体が生身のようにも感じられて不思議だった。

　千夜は風の勢いに怯えることなく、熾淵の腕にしっかりつかまって上空を見つめた。

　やがて視界が幾重にもかすみ、雲を抜けた感覚のあと、見覚えのある門が見えてきた。
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　熾し淵えんと共ともに再び冥めい土どに戻った千ち夜やは、はっと気づく。

「そういえば……家にひばちを置いてきちゃってる!!」

　しかし熾淵は驚おどろくこともなく澄すまして答える。

「問題はないでしょう。もともと人道と冥土を行き来していた物ものの怪けの類たぐいです。あれは片方の尾おを隠して人の側そばで暮くらす、そういう賢かしこい生き物ですよ」

「そう……だったの？　てっきりお祖ば母あ様のところで長生きしすぎちゃったんだと思ってたのに」

「貴女あなたの祖そ母ぼが『めぐりの蝶ちよう』であったなら、あの猫ねこもまたその助じよ力りよくとなる存在です。心配せずともまた会えるはず」

　ひばちの身に危険はないのだとわかり、安心して門をくぐった先には、これまで目にしたことのない光景が広がっていた。

　かなり高さのある塔とうがそびえ立っているのを仰あおぎ見る。

　周囲の空気は心なしか重たく淀よどんで感じられるが、薄暗い雰ふん囲い気きのなかでも荘そう厳ごんな趣おもむきがあった。

　曇くもり空の下、ぞろぞろと列をなしていく亡もう者じやたちと、それを整理しているらしい獄ごく卒そつが手に槍やりや、巨大な鎌かまに鋤すき、物ぶつ騒そうな得え物ものを持っているのが見える。

　鬼たちは一瞬こちらへ視線を向けるものの、千夜をかかえた熾淵の姿に気づくと、さっと控ひかえるように距離を置く。

　そのとき正門だと思われる朱しゆ塗ぬりの柱の方角から、大きな影がふたつ近づいてきた。

「…………!!」

　衝しよう撃げきを受けた千夜は、思わず熾淵の首にしがみついてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶです。彼らは牛ご頭ず鬼きと馬め頭ず鬼き。閻えん魔ま王おうに仕え、鬼たちを統とう括かつしています」

　どちらがどっちという説明はなくとも、牛の頭が牛頭鬼、馬の頭を持つ方が馬頭鬼だとひと目でわかる。

　──牛……と、馬……うしとうま……!?　いやいや、でも二本の足で歩いているし、むしろ体は人みたいな……？

　間ま近ぢかで目にすると、これまで千夜が目にしてきた牛や馬より毛づやもむしろ立りつ派ぱで、非常に鋭するどい目つきをしている。

　頭牛鬼は、臙えん脂じ色いろに銀の龍りゆうと雲くも文もん様ようの着物を身に着け、並んで立つ馬頭鬼は角通し紋もん様ようの群ぐん青じようの着物だ。

　対ついのようで対称的にも見えるふたりは、日頃なじみのある生き物のせいか、目が慣れてくると親しみが湧わいてきた。

　熾淵がひそっと何事かを告げると、牛頭鬼は長い槍をぶんと回し、近くにいた鬼に向かって鳴なき声をあげた。

　すると瞬またたく間に走っていった鬼は勢いよく戻ってくると、捧ささげ持ったものを馬頭鬼に渡した。

　それは女性ものの草ぞう履りだった。どうやら熾淵が頼んでくれたらしい。

「さすがに、閻魔王に目通りするのに必要でしょう」

「ありがとう、すごく助かるわ……」

　礼を告げた千夜は下りるために視線を地面に落としたが、熾淵の腕はビクともしない。

「って……もう、下ろしてくれていいんだけど!?」

　困こん惑わくする千夜に、熾淵も沈ちん黙もくしたままじっと己おのれがかかえている千夜を見下ろす。

「そうでしたね」

　答えつつも、やはり熾淵はじっと千夜を抱きあげたまま見下ろしてくる。

「？　…………だから、下ろしてってば」

　言動が一いつ致ちしていない熾淵に困惑しつつ、ようやく地面に下ろしてもらった千夜は、草履を持っている馬頭鬼からそれを受け取ろうと手を差し出す。

「あ……っ、え……っと……」

　素す直なおに渡してもらえるものと疑わなかった千夜の目の前で、馬頭鬼がおもむろに草履を口に入れたのだ。




　もっしゃ　もっしゃ　もっしゃ　もっしゃ




　美お味いしそうに草履を食べられてしまい、ぽかんとしていると、すぐ隣となりに立っていた牛頭鬼が、思い切り頭を斜ななめに突き出し、馬頭鬼を吹っ飛ばした。

　勢いのまま転がり倒れた馬頭鬼は、そのまま壁かべに激げき突とつしてもだえ苦しむ。

「すぐに、新しい履き物をお持ちします」

　間ま抜ぬけな相あい棒ぼうにはつきあっていられないというように、牛頭鬼がすいっと腕をあげると、大慌てで子鬼が替わりを運んできた。

　立ち直った馬頭鬼はまったくめげることなく、長い尾を振りつつカコカコと蹄ひづめの音を立て、熾淵に近づく。

　──あ、足もとは動物の脚あしなのね……。

　着物の裾すそからのぞく蹄の色に、千夜は新たな発見をした気分になる。

「秦しん広こう王おうがこられるのは久ひさしぶりでしたね～、心がはやってしまい、勢い食はんでしまいましたっ！　もうこんな可か愛わいい生きたお嬢じようさんの魂、なにがあったんですかぁ」

　うきうきと肩を揺らして問いかける馬頭鬼の頭を、背後から思い切り牛頭鬼がはたく。

「無む駄だ口ぐちはそこまで。まったくこのボンクラときたら、いつもいらぬことばかりフラフラグダグダと、申もうし訳わけございません」

　きりっとした風ふ情ぜいの牛頭鬼は、どうやらいつも相方を諫いさめる役目のようだ。

「でも、気になるだろぉ。秦広王が蝶を持たれたことはないし、そこへこの綺き麗れいなお嬢さんときたら。気にならないほうがどうかしてるって……っ」

　馬頭鬼はなぜか急に照れだすと、ガチンガチンと平らな前歯を嚙み鳴らす。

　もじもじと交差された蹄に、千夜はふっと気になり熾淵にこっそり尋たずねる。

「ひょっとして、馬頭鬼が女性で、牛頭鬼が男性だったりとかするの？」

　意外なことを尋ねられたのか、熾淵がわずかに答えに詰まって両者を眺めた。

「……人道のそういう認識ですと、牛頭鬼が女性で、馬頭鬼が男性ということになりますが……」

「…………!!」

　思いの外ほかの答えが返ってきて、千夜は再び牛頭鬼と馬頭鬼を見つめる。

　どことなく人のような彼らの個性がわかったものの、冥土の住人はなかなか独特な性格をしている気がする。

　それも裁さばかれる亡もう者じやとしてきていれば、知ることはなかったかもしれない。

　草履が与えられ、ようやく千夜も自分の足で歩くことができた。

　いまだ千夜が、冥土で他の存在と触れあわないほうがいいのは確かであり、熾淵にいつまでも抱きかかえられているわけにはいかない。

「具ぐ合あいはいかがです？」

　そう口にして熾淵は袂たもとから酒さか瓶びんを出して、手渡してくれる。

「あ、そうよね。飲んでおいたほうがいいわよね」

　さすがに酒器の用意まではないため、行ぎよう儀ぎは悪いが直接瓶に口をつけて飲むしかなさそうだ。

「…………な、なに？　見ないでよ」

　ふとその口元を凝ぎよう視しされていることに気づき、千夜は恥はずかしくなって熾淵に背を向けた。

「いえ。きちんと飲んでくだされば、それで良いです」

　千夜から戻された酒瓶を、熾淵はまたも不ふ思し議ぎ空間になっている着物の袂に片づけてしまう。

　牛頭鬼と馬頭鬼のあとをついていくと、亡者たちが居並ぶのとは違った、白壁の細い道を進んでいく。

　その先にはやや小作りな、しかしあらゆる生き物のドクロが埋うめこまれた門柱が見えてきてひどく不ぶ気き味みだ。

　──しかも、このドクロ……奥のほうで目みたいな、光があったような気がする。

　びくつきながら、熾淵につづいて千夜も門をくぐった。

　通されたのは、立りつ派ぱな宮殿のずいぶんと天てん井じようの高い広間だ。

　千夜は実際に入ったことはないが、宝ほう杏あんの国こく主しゆがいる宮殿にもひけをとらない、いやそれよりも立派な趣の建物だった。

　広い空間には、子鬼や獄ごく卒そつが幾いく人にんも立っているが、そこに亡者の姿はない。

　どうやら正面の扉は閉ざされ、一時的に亡者の裁きを止めているようだ。

「熾淵、もしかしてこれって私たちが来たから……？」

　外の亡者の行列を止めてしまっているということは、それだけ陽よう弦げんの問題が大きくなっているのだとわかる。

　しかし熾淵は落ち着いたようすだ。

「ここは閻魔王による罪ざい業ごうの最終調べの場ですから、ひとりひとりに時間がかかるのは当たり前です。行列もいつものことですし、慌てることはありません。綱つな盾たて家の事件も、亡者の審理に関わる大切なことです」

　遠えん慮りよすることではないのだと告げられ、熾淵はそのまま広間の中央へと歩んでいく。

　そこには高座がもうけられ、巻き上げられた御み簾すの奥に、朱しつ漆くいの執務机を前に座っている人影が見えた。

　千夜が目にしたことのある閻魔王といえば、絵巻で見た恐ろしげな姿が脳のう裏りをよぎる。

　赤ら顔の真っ黒な髭ひげに覆われた顎あご、わずかな罪も見逃すまいという目は白目がくっきりと描かれていた。

　拝はい礼れいする熾淵の後ろで、千夜も同じように頭を垂たれる。

「面おもてをあげなさい」

　熾淵よりやや下がった位置で、千夜は気け圧おされそうになる心を奮ふるい立たせて、ゆっくりと顔をあげた。

　一いつ拍ぱく。呼吸をするのを忘れる。

　さらに間をおいてもまだ声が出ず、茫ぼう然ぜんと目の前の相手を見つめてしまう。

「やぁ、じきに輿こし入いれのお嬢さんだね」

「あなた……貴方は、宝杏の市にいた──」

　そこにいるのは、見覚えのある人物だった。

　市で目にしたのは、じつに身軽で簡かん素そな格かつ好こうで行ぎよう商しようの竿さおをかつぐ飴あめ売うり職人だ。

　確かに面おも立だちは市で目にしたときと変わらず、感情のよくわからない細い瞳に、華きや奢しやな鼻筋と整った唇くちびるをしている。しかし相手は閻魔王を名乗っていた。

　まるで菩ぼ薩さつのように穏おだやかな空気を醸かもし出している相手が、本当に閻魔王なのかとにわかには信じられない。

「おふたりは、顔見知りだったのですか？」

　意外そうに眉まゆをあげた熾淵に、閻魔王はにっこりと口元をほころばせる。

「そうだ。彼女は私にとって縁の深い血族の者。見守ってきたよ、それぐらいの情を持ってしまうぐらいに、私は蝶に助けられてきたのだ」

「じゃあ……やっぱり、お祖母様は貴方の──」

　驚く千夜に閻魔王は嬉しげな笑みを浮かべる。

「あぁ、澄すみ香かとは契約を結んだ。あれは世にも希まれなる、美しい私の蝶だったのだよ」

　誇ほこらしげにも聞こえる閻魔王の声。

　そこには千夜の知らない、祖母の生きた時間が確かにあったのだと感じられた。

「亡者を裁くのが務めというのは、地獄や極ごく楽らくを知ればいいというものではない。生きている状態の人の姿を見ておかねば、彼らの欲望も罪も測れまいよ」

　その言葉はとても慈じ悲ひ深い、思いやりにあふれたものに聞こえた。

　だが次の瞬間、千夜はそれがまったく見けん当とう違ちがいだったのだと思い知らされる。

「人の生を知らずに、亡者がかつてなにを望んで欲に溺おぼれ、人を騙だまし騙され、隠しごまかしているのかわかるとでも思うのかな？　私はあらゆる真実を針はりの穴あなほども見逃したくない、そして見合うだけの罰ばつと業ごうを与えることこそ務めだと信じているよ」

　笑みの下には、恐るべき判はん官がんの厳しさがのぞいていた。

「だからここには便利な道具も色々と用意してある。すべての手を尽つくすんだ、相手が真実をさらけだすまでね」

　閻魔王の脇で控えていた牛頭鬼がすっと差し出したのは、人の頭が槍の穂ほ先さき部分についた異様な形のものだった。

　それは生きているのか、赤い肌に見開かれた瞳は月のように冴さえ冴ざえとした眼光を放っている。

「この人にん頭とう杖じようを向ければ、亡者は胸の内を吐と露ろしてしまう。どんな真実も心の声もごまかすことはできない。もちろん、今回問題となっている綱盾清十朗とやらにも、使わせてもらったよ」

　閻魔王の言葉に千夜ははっと息を吞のむ。

　十王の審判では、罪業取り調べの最終まとめをするのが閻魔王なのだと、ひばちが言っていたからだ。

「『綱盾誠十朗』だと思われていた彼は、冥土でひとつひとつ自分の生いき様ざまを振り返るなか、強く悔くいていました。だがそれは書状に記されていた『綱盾誠十郎』の罪業にはあてはまらないと、宋そう帝てい王おうや伍ご官かん王おうも口にしていました」

「本家の清十朗様は、武人ですがとても聡そう明めいで慕したわれる人柄だと聞いていました」

　熾淵の言葉に、千夜も証言をつけくわえる。

「そのようだな。本来の彼は武人という役目柄、人を殺あやめはしたが、慈いつくしみを知る人物でした。つまりは、名の似たふたりが同じ日に生まれたという偶ぐう然ぜん。それを利用されたことで、思わぬすり替えが作られたわけだ」

　伍官王からもたらされた解析結果をもとに、書状と亡者の違和感を閻魔王も調べていたが、肝かん心じんの当人が己の生を深く悔いてしまったことがズレをそのまま助じよ長ちようしてしまったようだ。

「まさか人道に出入りしている鬼の所しよ業ぎようが絡からんでいるとは見抜けず、秦しん広こう王おうにも、本来人道にいるはずの千夜殿どのにも、まことに足労させたな」

　穏やかにそう告げた閻魔王に向かって、熾淵が丁てい寧ねいに頭を下げるのが見えた。

　──うわ、あの偉えらそうな熾淵が、閻魔王様には自然に敬けい意いを払ってるってわかる……やっぱり、十王のなかでも特別なのね。

「あの、本来なら綱盾の本家の清十朗様は、台だい帳ちように名前がなかったんですから、亡なくならずにすんだのですよね？」

　問いかけた千夜に、閻魔王は慌てるなというように手をかざす。

　すっと視線をやると、今度は馬頭鬼が閻魔王の背はい後ごに置かれたついたての奥から、ひとりの亡者を連れてあらわれる。

　それはすっきり整った面立ちの、しかし肩かた幅はばや胸むな板いたのしっかりとした武人の体つきをした青年だった。
















「貴方が、清十朗……様？」

　千夜の問いかけに視線を向けた青年は、やや不思議そうな表情になり、小さく会え釈しやくして見せた。

　髪がやや乱れ、顔色も悪かったが、商家の誠十郎とは違い、厳しさと誠実さがにじみ出た落ち着いたようすに見える。

　当然、清十朗は千夜が誰であるのかわからないのだろう。

　突然あらわれ、自分の名を口にする女の姿に、戸と惑まどっているようだ。

　やがて、閻魔王が告げる。

「綱盾清十朗。そなたの身の真実と潔けつ白ぱくについて、手を尽くしてくれた者がいたのだ」

「……私の、ために？」

「そう……そなたは本来ここで失われるべき魂ではない。彼女はその誤ったほころびを見いだしてくれたのだ」

　不思議そうな表情ながら、感謝を告げようとする気配の清十朗を前に、千夜は困こん惑わくしつつも一歩進み出た。

「あの私が誰だれかと思っておいででしょうけど、一応……清十朗様と関わりを持つ予定の者で……」

　そう口にしたものの、千夜はひどい自じ己こ嫌けん悪おに襲われ名乗れないでいた。

「そもそも……清十朗様を助けるとかいうことでなくて、私も自分の都合でただ動いていたら、結果的にそうなったというか──なりゆきというか」

　それでもすっと頭を下げられてしまい、なおさらいたたまれなくなる。

「や、やめてください！　本当に私は……なにも……」

　困ってしまった千夜に、熾淵がわかっていると言いたげにそっと隣に立つ。

「善ぜん行こうというのは、結果がそうであっただけのことをいうのですよ。貴女が人に褒ほめられよう、感謝されようとして成されることではないのです。ですから、いまのその気持ちも間違いではないのです」

　その言葉を受けるように、閻魔王も軽くうなずいて口を開く。

「なにより綱盾清十朗。人道でのそなたの居た場所は、悲ひ嘆たんに渦うず巻まき、誰もがそのほうの死を認められぬと疲つかれ果はてておる。そして真相が明らかとなったいま、あるものはあるままに……水の流れを、光の射す道を示そうぞ」

　閻魔王がそう口にすると、牛頭鬼と馬頭鬼が巨大な鏡かがみを運んでくる。

　千夜はこれほど大きな鏡を目にするのは初めてだった。

　人の背せ丈たけの二倍はある高さと、千夜がゆうに三人並んで映りそうな幅がある。

　鏡の四辺を囲う造形は、あらゆる生き物や植物が香こう木ぼくに彫りこまれている。

「これは『浄じよう玻は璃りの鏡』といいすべての亡者の行いを映す。誰もこの鏡の前では髪ひとすじも噓はつけぬよ。その清十朗もよくわかっておろう……そなたは希に見る立派な若者だったがね」

　にこやかに告げる閻魔王の傍らで、わずかに清十朗の顔立ちが強ばったところをみると、その言葉の持つ意味が恐ろしくなる。

　決して鏡に映りこまない位置から凝ぎよう視ししている千夜に、閻魔王は楽しそうに声をかける。

「あぁ、厳げん密みつに亡者でなくともそこに立てば全てが明らかになる。よかったら千夜殿も、十六年を振り返ってみるかな？　初恋から失恋から思春期の黒歴史まで、あますところなく白はく日じつのもとにさらしものになるぞ」

「い、いえいえいえっ!!　…………人生の恥はじも後悔も、まだまだ記憶に鮮せん明めいですので、心の底から遠えん慮りよいたします！」

　激しく首を左右に振る千夜の前で、その鏡を牛頭鬼が器用にくるりと反転させると裏側にしてしまう。

　背面は一面磨みがき上げられた真しん鍮ちゆうになっており、鏡とは違った輝きで周囲を映しこんで見えた。

「さぁ、綱盾清十朗。ここへ立ち、まっすぐ己を見つめるがよい」

　すると堅い面おももちのまま清十朗は進み出て、真鍮の表面に映る己の姿に視線を向ける。

　滑なめらかでうっすら光を帯おびて見えた表面は、水滴が落ちたように中心が波立ち、幾いく重えにも波紋を生み出して広げていく。

　不思議な光景に見とれている千夜の前で、清十朗にはそこになにかが見えたのかはっと顔を上げると手を伸ばした。

　その指先が表面に触れるかどうかの距離になると、清十朗の表情がくしゃっと崩くずれ、懐なつかしげな目つきになるのがわかる。

　振り向いた顔は微笑んでおり、千夜に礼を告げるように唇が動いた。しかしその声は、すでに別の場所へと吸いこまれたかのように消えている。

　その指先が、鏡に触れたと感じたときには、もう清十朗の姿は見えなくなっていた。

「清十朗様!?」

　驚いて駆け寄ろうとした千夜の袖そでを、引き留めたのは熾淵の手だ。

「心配は無用です。彼の魂はあるべき場所に戻りました。綱盾の本家にも知らせの文と、事件の証拠に陽弦を送っておきましたから。遺体がきちんと安置されていれば、魂は迷わずに済みます」

「そう……よね。大丈夫よね？　ちゃんと、知らせが間に合っていればいいんだけど」

　清十朗がこんな奇き怪かいな事態に巻きこまれているとわかっていれば、もっと早くに遺体の状態を保つよう伝えておけただろう。

「安心なさい。幸い人道はまだ冬の終わりです。そして朽くち果てるほど日は過ぎていない」

　不安な気持ちを支えてくれる熾淵の言葉に、千夜はほっとする。

「ほぉ、めずらしい。秦広王……そなたのそのような声や振舞いを、儂わしは初めて目にする気がするぞ」

　わずかにからかいの気配を含ふくんだ閻魔王の言葉に、熾淵はさっと視線を尖らせた。

「わかった、もういわぬよ。さて、肝心の『綱盾誠十郎』の裁きはこれからたっぷり綿めん密みつに行わねばならん──」

　そう口にした閻魔王がすっと腕をあげると、獄卒たちが建物の正面の扉を開いた。

　すると騒々しいわめき声が聞こえてくる。

「放せ!!　俺おれのせいじゃないっていってるだろうがっ。もとはといえば、お前たちの仲間が持ってきた話だ……」

　姿を目にするまでもなく、千夜にもその人物が誰なのかわかった。

　両脇を鬼に引きずられて、宮殿に入ってきたのは怒りもあらわな誠十郎だ。

　首くび枷かせをつけられ、荒あら縄なわで両手首を厳重に縛しばられている。

　閻魔王がすっと視線をやると、牛頭鬼が再び巨大な鏡の表の面を誠十郎へと向けた。




　グオォォン……




　物狂おしい、大きな獣けものが唸うなりをあげるような音が周囲に響くと、そこには幼おさない男の姿が映し出される。それはまだ子供の頃の誠十郎だろう。

　顔つきはひねこびて、人を見下した傲ごう慢まんな目つきをしていた。

　少年は虫や蛇へび、猫や犬にいたるまで、目に付く生き物をすべて傷つけている。

　そうした暴ぼう力りよく的てきな行いは、同じ年頃の人間はもちろん、周囲の大人にまで及およんでいった。

　誠十郎は思春期になると口先で大人を騙し、店の商品をかすめては法外な値で売りつけ、手にした金で遊女を買い始める。

　さらには金と立場にものを言わせて因いん縁ねんを付け、喧けん嘩かをふっかけ、人を脅おどしては思い通りにしてきたようだ。

　途と中ちゆうから千夜は、鏡の映像を直視することができず目をそらしていた。

　鏡にあらわれるのは、見るに耐たえない醜しゆう悪あくな出来事ばかりだった。その被ひ害がい者しやには、殺された本家の清十朗も含まれるのだろう。

　流れていく己の過去に、誠十郎はぎゅっと歯を食いしばると、もうわめきたてはしなかった。

　ややうなだれながら、不敵にも閻魔王に怒りをぶつけるような目を向けていた。

　閻魔王はそれをわずかに哀あわれむように眺めると、落ち着いた声で告げる。

「亡者、綱盾誠十郎。そなたには『焦しよう熱ねつ地獄』がふさわしいであろう」

　告げられた場所がどんなところなのかわからず、千夜は熾淵に問いかけの視線を向けた。

　気づいた熾淵は真面目な顔で教えてくれる。

「六ろく道どうの地獄にある、八大地獄のうちのひとつです。『焦熱地獄』に送られると、まずは熱の鉄板に張りつけたところを棒で打ち据すえ、突き回して肉の団だん子ごにされます」

「……だ、団子!?」

　厨くりやでの調理のようでさすがに千夜も驚いたが、熾淵は当たり前のようにすらすらと説明をつづけた。

「そのあとは串くしを幾本も打たれ、業ごう火かをもって外も中も焼き尽くされる。息絶えようが気を失おうが、永遠に肉体は失われず繰り返される地獄です。あらゆる希望を叩き潰つぶし、心など微み塵じんに散ってしまうでしょうね」

「えっと、もう十分です……」

　半なかば頭を抱えるように千夜は青ざめた。ここまで詳しく説明されてしまうと、相手が誠十郎であっても同情したくなるほどの恐ろしい場所のようだ。

　しかし亡者の罪業を見定め、躊ちゆう躇ちよなく決断を下す閻魔王の姿に、やはり彼らは人でない特別な立場の判官なのだと実感する。

　わめきながら誠十郎が鬼に連れ去られていくと、閻魔王の役目である通常の亡者の裁きが再開されるようだった。

「閻魔王。彼女を人道に戻します。かつて彼女の祖母が蝶を務めていた縁が、こたびの偶然を引き寄せたようですので」

　ひそかに千夜に接触を持っていた閻魔王に、熾淵はちくりと探りを入れる。

「あぁ、澄香の血を受け継ぐ者を人道で久々に目にして……声をかけずにはいられなかった。じつに面おも差ざしが似ている、頼りにしていたあの者に」

　懐かしむ目つきをすると、閻魔王が思わぬやさしい顔つきになる。

　祖母はいくつのときからその務めをしていたのか。

　千夜が物心ついたときには、すでに祖母の部屋はいまと変わらぬ状態だった。

　孫まごである自分より、よほど長い年月を共にしてきたのかもしれないと思うと、どこか不思議な気持ちになる。

　だが、詳しく確認する間もなく、閻魔王はすでに背を返し職務へと戻ってしまう。

　肩越しに見えたわずかな笑みが、少しだけ寂しそうにも見えた。

「では私めが、お帰りをご案内いたしますね～」

　カツ、カツン！　と軽やかに蹄を弾はずませて、馬頭鬼が先導しようとするのを、さっと横合いから牛頭鬼が手にした鉄杖を足もとに差し出す。

「邪じや魔まです」

「ぅおぉぉうっ!!」

　ドガガッと激しい足音を立てて馬頭鬼は派手にすっころび、あっという間に後方においていかれる。

　熾淵の手前で軽く会釈した牛頭鬼に案内されて、ふたりは閻魔王の宮殿の外へ向かった。

　大きな門をくぐると、そこにはすでに熾淵と通ってきた、六道の別の場所へと移動するための黒い門柱がある。

「この門って、どこにでも出現するものなの？」

「建物の位置や場所は、貴女のように人道で暮らす者には重要なのでしょうね。ですが、我らには手段のひとつでしかありません」

　そっけなく口にする熾淵は、先ほどから千夜と視線を合わせようとしない。

　──人道に戻ったら、熾淵とはもう二度と会うことはないかもしれない。

　ふっとそんな考えがよぎった途端、千夜は心細く、離れがたいような自分の気持ちに戸惑う。

　気がつけば、熾淵の着物の袖を引いていた。

「……？」

　怪け訝げんそうに振り返られ、千夜はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せる。

「違うわ。もうこんな場所にきたくはないもの」

　思わずつぶやいてしまうほど、冥土にまつわるいざこざでは、恐ろしい目にばかりあったのだ。

「どうしました。人道に戻られるより、冥土に未み練れんでも？」

「そうじゃないわ……それに、熾淵だって迷めい惑わくだったんでしょう？　私の都合で仕事も中断させてたんだし、すごく重要な役目なんだって、いまはもう理解してるわ」

　勢い答えると、熾淵は意外にも嫌みを口にすることもなく、黙ったまま聞いている。

「もう、二度とこんな面倒をかけたりしないから」

　千夜の言葉に、すっと熾淵は視線をそらした。

「そう願いますね。生者というのが、これほど騒々しくやっかいなものだと初めて知りました。勢いばかりよくて、うっかりしていると死にますし、私も忙いそがしい身ですからせいせいします」

　これまでさんざん耳にしてきた、憎にくらしいような熾淵の物もの言いいも、いまは千夜の心を苛立たせるどころか寂しくさせる。

　──なんか、変。最後にこんな会話をしたいわけじゃなかったのに。

　それでも気持ちとは裏腹に、千夜は結局素直になれない。

　悲しい気持ちと、思ったことを口にできない自分の強情さに呆れて、つい目め尻じりに熱いものがこみあげた。

　それに気づかれたくなくて、千夜は開かれる門に向かってまっすぐに進んだ。

　門をくぐる前にどうしても衝動を抑えられず、ぱっと背後を振り返る。

　殺さつ風ぷう景けいな岩場の眺めには、もはや誰の影もなかった。

　茫ぼう漠ばくとした荒れた地平に、乾いた草が揺れるのが見えただけだ。

「…………なによ。そんなに急いで戻らなくたって、いいじゃない」

　つぶやいたのを最後に、千夜は体の奥底から大きな力に引っ張られる感覚に襲われ意識を失った。
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　目を覚ますと、見慣れた自室の御み簾すのなかだった。

　千ち夜やがごそっと掛け布をよけて身を起こすと、わずかな隙すき間まから外の明るさが透すけて射しこむ。

「いまは、朝なの……？」

　御簾をまくりあげると、澄すんだ風が頰ほおを冷やしてすがすがしかったが、胸のなかにはどこかもやっとしたものが残っている。

　鈴すず音ねの姿を探して縁えん側がわへと出ると、千夜の姿に気づいた庭の手入れをしていた老ろう爺やが、「目覚めなさったぁ！」と慌てて厨くりやへと走りだす。

　ややあって、すぐに「千夜様！」と鈴すず音ねの声が聞こえてきた。

　明るい日差しの下、ふたりはひしっと肩を抱き合う。

「鈴音！　良かった、無事に屋敷に戻れたのね」

「とっても心配いたしました。私を助けにきてくださった千夜様は、立って歩いて話をしておられたのに、戻ってきたら……」

「やっぱり、私はずっとここで寝てたの？」

　そのときのことを思い出して涙ぐむ鈴音に、千夜は尋たずねずにはいられない。

「はい、千夜様にお助けいただいて、戻ってきましたら屋敷ではまだ千夜様が青白い顔で眠っておられて……私はもう不安で不安で……」

　涙目で訴うつたえてくる鈴音をなだめつつ、さらに千夜は尋ねた。

「鈴音が屋敷に戻ってから、どのぐらい経っているのかしら？」

「二日目です。でも千夜様が倒れられて、眠りっぱなしになってからは、もう七日目になります。ですが当主様は、なにかご存じのようで……千夜様の口元に糖とう蜜みつ水すいを含ふくませるようおっしゃられて。以前、お祖ば母あ様の澄すみ香か様にもこうしたことがあったと話しておられて、実際に少しずつですがお飲みくださいました」

　ややふらつくものの、自分の体が起きあがれるほど力が保たれているのは、鈴音の手当てのたまものらしい。

　──でも、父上が慌てずにそんな指示をされたってことは、ひょっとしてお祖母様が『めぐりの蝶ちよう』の務めのときにもあったことなの……？

「どうぞ、まだ床で横になっていてくださいませ。お体はとても衰すい弱じやくしておられます、すぐに柔やわらかく炊たいた粥かゆをお持ちしますわ。もちろんご当主様にもお知らせして参ります」

　鈴音のすすめに従したがい、千夜はしばらく床に身を横たえて、ゆっくりと食事をとった。

　ほんのわずか胃いにものを入れただけで、ぐったりとしてしまった千夜は、再び眠ってしまったようだ。

　次に目を覚ますと、すでに日は変わっていた。

　鈴音はずっと気配を気にしてくれていたのか、千夜が目を覚ますと盥たらいに水を張り、櫛くしを持ってあらわれると身の回りの世話をしてくれる。

　いくらかすっきりした気分でひと息つくと、部屋に人の近づいてくる気配があった。

「千夜様、ご当主様がいらっしゃいました」

「ありがとう。もう大丈夫よ、話せるわ」

　まだ本調子ではない千夜を気づかってか、父親の心なし低めた声が聞こえた。

「具ぐ合あいはどうだ、医師を呼んだほうがよければすぐに手配するぞ」

「少し休めばどうってことないわ。鈴音のおかげで、体力が戻ってきてるのがわかるもの」

　答えつつ、いまの鍵けん条じよう門もん家はすでに医師を呼ぶことも厳しい財政状況なのは確かだ。

　普ふ段だんから千夜は体力に自信があったおかげか、かなりの日数を眠って過ごしたというのに、きちんと休めばそれほど影響もなさそうだ。

「お前が眠っている間に、色々と動きがあってな……」

　清せい十じゆう朗ろうが甦よみがえったことだけでも仰ぎよう天てんしただろうが、さらに出入りしていた術じゆつ師しが妖あやしげな男であったことも含めて、どうやら綱つな盾たて家は対応に追われていたらしい。

「えぇ、私も鈴音から話を聞かせてもらいました」

「清十朗様のこと、お前も倒れるほど心を痛いためておったのだな。父としては娘らしい様子にほっとしたぞ……」

　そんな父親に本当のことはとても言えないと、千夜はぐっと笑顔を張り付けてその勘かん違ちがいを肯こう定ていしておくことにした。

「それでな、じつは先ほど綱盾の家から使者がきた。陽よう弦げん殿どのを寄よ越こしたことを丁てい寧ねいに詫わびられて、品物までいくつか届けられた。鈴音にも悪かったと文までおつけいただいてな。そして明日、清十朗様から直接話があるそうなのだが、会って話はできそうか？」

「清十朗様が？　こちらへ」

　驚いた千夜だったが、こうして話を聞くと冥めい土どで動いたことは全てうまくいったようだ。

「もちろん、お会いします」

「そういえば、お互いに顔も知らぬままだったのだな。婚こん約やく者しやであるというのに……」

「陽弦が押しかけてきたときも驚きましたけど、清十朗様が亡くなられたというのは噓うそだったわけではないのですよね？」

　半なかばしらを切り通して口にした千夜に、父親は困惑まじりで首を傾げる。

「そうだなぁ……儂わしにも詳しよう細さいな事情はわからぬのだ。それでも、綱盾様はとにかくご子し息そくが戻ってきてくれたと喜ばれているし、家にも迷めい惑わくをかけたというばかりで……お前にも鈴音にも、詫わびをせねばとおっしゃっておられる」

　不ふ憫びんな娘だと労ねぎらわれた千夜は、複雑な気持ちになった。

　──冥土で、一度顔は合わせたけど……私が誰だかははっきり伝えられなかった。きっと清十朗様も覚えていないか、夢ぐらいに思ってくれているかも。

「うん……そうだな。やはり大切なことは、直接に会って当人同士話し合ったほうがいい。すぐに使いを出しておこう」

　千夜と言葉を交かわせて安心したのか、父親はいそいそと部屋を離れていく。

　浮うかれているのだとばかり思っていたが、それにしては声に張りがなかったようにも思える。

　──あんなに色々あったんだもの。きっと父上もお疲れなんだわ。私も……戻ってきたばかりで本調子とは言えないかも。

　なにしろ寝ても覚めても、つい脳のう裏りに思い浮かぶのは熾し淵えんの顔なのだ。

　冥土を目にしたのが初めてなのはもちろん、強きよう烈れつな体験の連続だった。

　そして婚約者の仕し組くまれた死についてや、失われた命と向き合ったことで、自分の軽けい率そつさが悔くやまれる気持ちもある。

「千夜様、明日のお支し度たくの着物と帯のあわせをお願いいたします」

　鈴音が張り切って着物や髪飾りを持ってやってきたので、千夜は気を取り直した。

　時期が少し遅れてしまったとはいえ、今度は問題なくまとまるだろう。

「そう……決まっていたことだものね。景かげ光みつだって喜んでくれるわ」

　最初は家や弟の将来を思って、引きうけた輿こし入いれだったのだ。

　騒動になったものの元の状況に戻るだけ、千夜はそう自分に言い聞かせた。
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　約束のときはすぐにやってきた。

　鍵条門家のこぢんまりと地じ味みな庭園で、千夜は思わぬ姿の清十朗と会っている。

　目の前にある武人らしいたくましい体を包んでいるのは、違い和わ感かんのある法ほう衣え姿すがただ。

「ようやく顔合わせがかないましたというのに、本当に勝手ばかり申します。ですが私は、誰とも婚こん姻いんすることはできなくなりました」

　穏やかな口く調ちようと、耳に心地ここちよい声音は冥土で会った印象と変わらない。

　だが、そのときとまったく違うのはその頭だ。

「……そう、なんでしょうね……っと……」

　千夜はどう言葉を選んでいいのか迷ったが、気づかうことでもないような気がして、ふっと笑みを浮かべた。

「いえ。でもそうなのかなと思いました。こうしてお会いしてわかります」

　清十朗もからっと笑って、自みずからのつるりとした頭部に触れる。

「そうですよね。もう梅も咲く頃だというのに、風か邪ぜを引きそうです」

　清十朗は綺き麗れいに剃てい髪はつした、青さが残る坊ぼう主ず頭だったが、それでも持ち前の精せい悍かんさは損そこなわれていない。

　澄すんだ瞳や、頰から顎あごの男らしい線がよりくっきりと強調されて見えるようだ。

　自分でもまだ新しい姿に慣れないのか、手で触れることで変化を確かめているようだった。

　再会の場に清十朗がこの姿であらわれたことで、詳しい説明は不要なほど千夜には状況が理解できてしまった。

「つまり清十朗様は、仏ぶつ門もんに入られるおつもりなのですね」

「はい」

　はっきりと答える、清十朗の心に迷いはないようだ。

「このたびは、鍵条門家にとてもご迷惑をかけたことを、父に聞きました。そのうえ私までこんな勝手を言いだして、本当にどうお詫びしたらいいのか……」

「いいえ、詫びなど必要ありません。綱盾様のお家も、むしろ被害をこうむった側ですから……ひとつ、お尋ねしたいのですが」

　千夜の記憶にまだ新しい、冥土で目にした亡者となった清十朗の暗い顔つきが甦よみがえる。

　仏門に入るという未来も、清十朗本人が真剣に考え導き出した答えなのだ。

「こうして仏門に入られるのは、この度たびの事件がきっかけなのですか？」

　問いかけながら、いまは少しだけ清十朗の気持ちがわかるような気がした。

「そうですね……私はこれまで武人として幾いく度ども戦場に向かいました。人の命をこの手で殺あやめたこともあります。それを武ぶ勲くんだと信じて、国こく主しゆ様にはお褒ほめの言葉をいただいてまいりました。ですが今回の騒動があって、自分がこれまで生きて成したことの意味を、あらためて突きつけられた思いがしました」

　まだ心のなかに動揺があるのだろう、やや陰の生まれた清十朗の横顔に千夜は黙だまってうなずく。

　同じ冥土にいったものの、千夜は裁かれる亡者としての立場ではなかった。

　しかし清十朗のように死後の審理で、十じゆう王おうたちに次から次へと己の人生を端から審理され見せつけられれば、生き方が変わってしまっても不思議ではない。

　新しい道へ進むことを決めた清十朗は、やや堅い表情のなかにも、力強さを感じさせる笑顔を見せて千夜と向き合った。

「不思議ですね。貴女には、遠い昔にお会いしたような気がする」

　間違いなく会ってはいるのだが、どうやら清十朗は冥土での記憶がかなり曖あい昧まいなものになっているらしい。

　千夜はそれを教えるのも余計なことのような気がして、わずかにうなずくのにとどめた。

「清十朗様が入門される僧院は、もう決まっておられるのですか？」

「えぇ、私が目覚めると、ちょうど父が屋敷に呼んでいた僧そう侶りよがおられて、本来ならば私の弔とむらいのために訪れていたそうですが、見てきたこと感じたことをお話ししました。そこへお世話になることになったのです」

　いまの千夜は、こうして命があり自分の言葉で話をしている清十朗を目にしているだけで、良かったという気持ちに満たされていた。

　綱盾清十朗という青年は、これまで聞かされてきた通り、将来を嘱しよく望ぼうされるとても素す晴ばらしい人物なのだとわかる。

　そんな彼を大事に思う人たちが悲しまずに済んだことが、いまはなにより嬉しかった。

「どうか、清十朗様のお気持ちが健すこやかでありますように」

　不思議と残念さや後こう悔かいはなく、千夜は心からの笑顔を向けることができた。

「ありがとう。こんなことになる前に千夜殿に出会っていたら、この決断を迷っていたかもしれないな」

　向けられた笑顔は意表をつく魅み力りよく的てきなもので、千夜の胸がドキリと脈打つ。

　深く会え釈しやくしてすっと背を返し、きびきびした足取りで歩み去る清十朗に迷いはなかった。

「ふぅ」

　思いがけず、千夜の口から細いため息が漏もれる。

　甦った清十朗と直接会うというこの日を、自分が思っているより緊張して身構えていたことにいまさら気づく。

　そして驚くほどあっけなく流れてしまった、自分の輿入れに対しても徐々に実感が湧わいてきた。

　──でも……。そうよね、これで良かったのかも？　はっきりしたら、なんだか晴れやかな気分になったような気がしなくもない……？

　自分の気持ちに正直になった千夜は、はっとあることに気づく。

　──ちょっと、待って。ちっとも良くないわよ!?　これまで考えていた景光の宮仕えの後うしろ盾だても、貧しい鍵条門家のこれからのことだって、また振り出しなんだわ。父上もがっかりするだろうなぁ……。

　輿入れで片づくと思っていたはずの問題が、またもや千夜の肩に重くのしかかる。

「はぁぁぁ…………」

　今度は長く太いため息をつき、父親に報告することに気が重くなった千夜は、つい現実逃とう避ひで庭を横切ると、簀子縁から屋内へ上がる。

　いつもの癖くせで、千夜の足は自然と祖母の部屋へ向かっていた。

　障しよう子じを閉めてひっそりと息をつくと、部屋の中央に座りこみ、書棚のそこここに置かれた怪あやしげな品に視線をさまよわせる。

　見慣れた光景。鈴音などはいまだに恐れる、不気味な所蔵品の数々を目の前にして千夜は心が安まった。

「お祖母様が宮中でしてたっていう、失うせものを占うらなうとか運勢を見るとか……私にもそんなことができたら──なんとか謝礼をせしめて……」

　現状を立て直す手立てを考えようと、千夜が思案を始めたときだった。

「やめておくんですね。貴族らしい駆け引きなど、貴女あなたには不向きでしょう」

「……そうよね。いや、なんとなくわかってるのよ。きっと私には向いてな──!?」

　突とつ如じよ頭上から聞こえた声に、千夜は座りこんだまま振り向いて後ずさる。

　薄暗い部屋のなか、すらりとした長身の高みから千夜を見下ろしているのは、いまだ記憶に鮮あざやかな熾淵の姿だ。

　人道に渡ってくるときの姿ではなく、冥土にいたときと変わらぬ、派は手でな道どう服ふくを身につけている。

　その衣い装しようの裾に、ヒゲをぴんと立てたひばちが、二本の尾を揺らしてあらわれた。

「熾淵……その格かつ好こうで、どうやってここまで入ってきたの。それに……ひばちまで、どこに行ってたの捜したのよ!?」

　真っ白な毛並みは相変わらずふかふかとしており、「にゃぁん」と鳴く甘あまい声は悪びれない。そして片目をぱちんとつぶって見せた。

『猫なんだもの。好きなときに行きたいところにいるのが、当たり前じゃありませんの』

　桜の花のように色づく鼻や耳が、白い毛並みに映はえるさまは、みとれてしまう愛らしさだ。人道で別れてしまったあとも、ひばちのことがずっと気がかりだった。

　口にしたいことはたくさんあったが、どこから話していいものかわからず、千夜はあふれてくる思いに胸が詰まってしまう。

　熾淵はいつもの調子で、すっと視線を巡めぐらせるとある場所に目を留めた。

「鍵条門家にある地じ獄ごく屛びよう風ぶですが──貴女がいっていたように、確かに冥土に通じていますね。いままで知られずにいたとは恐ろしいことです。そして、こうした抜け道がまだ多く人道にあるのではないかと、閻魔王は疑っています」

「閻魔王様が？」

「今回のように、鬼が人に取引を仕掛ける事態は、こうした抜け道が原因のひとつではないかとご心配らしく……閻魔王から調査をせよと、私がいいつかりました」

　驚く言葉を口にされて、千夜はしばらくぽかんとしてしまう。

「──だって、熾淵が調査するなんて、十王としての務めもあるんでしょう？　三さん途ずの川を渡る、亡者を振り分けるのが役目だって……」

　すっ、と手を差し出され、千夜はじっとその手を見つめた。

「それについては、代理を立てることもあるでしょう。ちなみにここは人道ですから、いま貴女に触れたからといって倒れませんよ」

　なんのつもりかわからぬまま、千夜は首を傾げつつ差し出された手を取った。

　するとその手首をぎゅっと握りこまれ、腕の内側にあてられた熾淵の指先から思わぬ熱と痛いたみが襲おそう。

「っ！　な……いまの……なにしたの？　やだ、なにこれ！」

　慌てて己の腕を取り戻して見ると、千夜の腕の内側にはうっすらと青みがかった蝶の形があった。

　小指の爪つめほどの大きさで、繊せん細さいな意い匠しようだが、まるで痣あざのようで慌てずにはいられない。

「心配は無用です。これは人道の、生きている人間の目には映りません。この蝶は、貴女が私の『めぐりの蝶』となったことを示しめす証あかし。契約を交わすことについて閻魔王から許可をいただいたのです。私の通常の務めにおいても、貴女を私の蝶として協力を頼むとよいと……」

　すらすらと説明する熾淵に、千夜は相手の腕をつかんで起きあがると、思い切り眉を吊り上げる。

「待って、その前に契約するんだとしても、いうことがあるんじゃないのかしら？　私の意思はどこにあるっていうのよ!?」

　声を荒らげながら、千夜は胸の底に生まれた感情が怒りではないことがわかっていた。

「勝手に協力するとか決められて、印までつけられたって……全部が熾淵の思うようになると思ったら大間違い──っ」

　止まらない言葉は思わぬ衝しよう撃げきで途と切ぎれた。

　再び腕を引かれた千夜は、すっぽりと熾淵の腕のなかにいたのだ。

　ぎゅっと力をこめられる状況に、混乱した頭が追いつかない。

「貴女はこれから、私の側にいなければなりません。冥土に関わったものは、異界のものを惹ひきつけやすくなるのです」

　じつは身の危険もあるのだと告げられ、千夜はどう答えていいかわからず身じろいだ。

「そんな話……聞いてないもの」

『千夜ったら、ちょっとは感謝しなさい。秦しん広こう王おう様がこの短期間でどれほどのお時間を割さいて、蝶との契約の支度をなさったと思ってるの。千夜をこのままにしておくと常とこ世よでも苦労が多くなるだろうって閻魔王様の忠告があって、決意なさったのだから』

　さっぱり事情のわからない千夜は、声を荒らげるひばちに首を傾かしげる。

『十王であっても、蝶との契約は容よう易いではないんですのよ。それもお忙しい業務の合間を縫ぬってのことなんですから。十王の皆様の協力もあって、秦広王様は不眠不休で衰弱するまで詰めこまれたのよ』

　まくしたてるひばちの後ろで、熾淵は半ば顔を覆おおってげっそりとしている。

「……いや、あれについては少し事情が違いますけど。誰も彼も協力というよりほとんど邪じや魔まをしに来たとしか……。自分の蝶との思い出だとか、愚ぐ痴ちだとか、ノロケだかなんだかわからない話を、尽きることなく聞かされすぎて──あぁ、ここが地獄なのかと──」

　詳しよう細さいは不明ながらも、どうやら熾淵はかなりの苦労を強しいられたらしい。

　もともと忙しい身であることはわかっている。

　蝶との契約にそれほど手間が必要ならば、不満もあっただろう。それが千夜のためなのだというのは意外な話だった。

　すると突然、熾淵が千夜の体に回した腕を緩ゆるめると、その場にひざまずく。

「ちょっ……らしくないわよ。どうしたの、さっきから」

　動揺する千夜の目の前に、熾淵がすっと巻紙を突き出して広げた。

「？　なにこれ……蝶の報ほう酬しゆうは案件ひとつにつき……えぇ、えぇぇええ!!」

　どうやら熾淵が手にしているのは、『めぐりの蝶』としての契約の内容らしく、そこに記されている金きん子すの額は、千夜の想像をはるかに越えて高額なものだった。

「このお役目には報酬が、ちゃんと見返りがあるってことなの？」

「蝶の役目は、時に命がけです。危険がないとはとても申せません。ですがこの役割を果たすことで、人道での徳とくも積まれることになり、死後の裁きにも有利に働きます」

　淡たん々たんと業務内容を述べる熾淵の言葉に、千夜の心に起きた嵐あらしのような混乱とわずかな甘さも吹き飛んでしまった。

「ほほぅ、金子と聞いてすっかりやる気と見受けましたが」

「……内容を聞いてから、返事をするべきだったと思ってるわよ」

　まったく調子のいいことだと言いたそうに、側にいたひばちが尻尾しつぽで軽く背を叩いてくる。

『千夜ったら、あれだけ冥土をかけずりまわって、あげく勢いで地獄まで見てきたっていうのによくやる気になりますわね』

「ちょっと、人聞きの悪いこと言わないでちょうだい。こっちじゃ生きていくのに金子は必要なの。それに……熾淵が頼みこむから──」

　仕方なく受けることにするのだと、口調ににじませて強がってみる。

　しかし熾淵は思いのほか真面目な表情で、再び千夜の手を取り痣に口づけた。

「そうです。ここに証がある限り、千夜、貴女は私の蝶ですから」

　名を呼ばれ、思わぬところに唇くちびるが触れたことで、千夜は再び胸が落ち着かなくはやるのがわかった。

　まっすぐに深い藍あい色いろの瞳を向けられ、艶つやめく声で名前を呼ばれた千夜は、すでに頰が赤らみ首筋や耳まで熱くなる。

　強く脈打つ胸は、落ち着くどころか周囲の音が遠のくほどだ。
















「もう……こうして印もついちゃったんだからいいわよ。私が生きているかぎり熾淵の役に立てる。そうなんでしょう？」

　触れている熾淵の手は、やはりひんやりしている。

　互いに契約を交わしたことで、もう冥土で触れることに怯おびえる必要もなくなるのだと千夜は気づく。

　そしていま熾淵には、自分の手の温度がちゃんと伝わっているのだ。それを知っていることが、千夜は少しだけ誇ほこらしかった。

　──そうよ、生きていて血がめぐるから頰も熱くなるし、嬉しいような張り切っちゃう気になるのよ。

「では、正式に閻魔王のもとへ挨あい拶さつに参りましょう」

　熾淵の言葉に、ひばちが待ち構えていたように千夜にとびつくと、慣れた足どりで肩によじ登ってくる。

「あ、ちょっと待って。冥土に行くっていうのなら、先に説明しておかないといけないことがあるから」

　また自分が冥土に渡っている間、ここにある体は眠りこんでしまうのだろう。

　ならばこの先も、鈴音や家族に心配をかけることになる。

　改めて冥土に連れていかれる前にと、千夜は父親に破は談だんの報告を意気揚よう々ようとしに行くことにしたのだった。

　縁側を歩く千夜は、庭の梅の木に目を留めた。

　蕾つぼみは膨ふくらみ、ちらちらと白い花が目立ち始めている。

　花びらが舞う頃には、共ともに見ることができるだろうかと熾淵を振り返って微笑ほほえんだ。
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あとがき






　このたびは本作をお手に取ってくださり、ここまでおつき合いありがとうございます。

　今回のお話は、初の冥めい土どネタ作品となります。……とはいえ、そんなに何度も冥土ネタで書かせていただけることはないと思いますが（笑）

　プロットの段階では、担当さんともどういった舞台がいいか～という話になってから、わりとあーでもないこーでもないと右う往おう左さ往おうしておりました。

　そこでいろいろな資料をみているうちに、「あの世って裁判多いし王様多いんだなぁ……手続きかなり大変そう……」などと思ったところからスタートとなりました。




　さすがに十人を全部というのは無理がありますので、半数ぐらいの登場となっております。十王それぞれの個性をお楽しみいただければと思います。

　どの王様もそれぞれ楽しく書かせていただきました、このメンツでまとまって審議しようと思ったら、むしろなにもまとまらない気がします……。

　でもあの世が恐おそろしくもにぎやかしいところなら、自分も面おも白しろく眺ながめてみたい。

　今回いろいろと予習した気分になれたので、冥土見学いってみたいです。

　でも実際に裁きがまっているとなると、それどころじゃないんでしょうね。

　そしてこのたびは氷ひ堂どうれん先生にイラストをお引き受けいただき、嬉うれしいご縁でした。

　すごく華はなやかで素敵なカバーをいただき、感激しております！

　助けていただきました旧担当さまに新担当さま、そして本書の仕上がりまでに関わってくださいました方々、資料や相談に協力してもらった家人にも感謝を。

　読者さんには心からのありがとうございますを捧ささげつつ、冥土紀行を楽しんでいただけますようにと祈ります。




　寒さも厳しい頃ですので、とにかくお体大切にお過ごしくださいね。


月本ナシオ






運営サイト：アマヨノホシ（移転しました）

http://amayonohoshitsuki.blog.fc2.com/







著者

月本ナシオ

Nashio Tsukimoto




この度は冥土ネタということで、資料としてずっと地獄がらみのムックを手元に置いておりました。

めくってもめくっても地獄絵図……エヘ。十王とありますが、さすがに全部は出せておらず。でも脳内冥土巡りを楽しみました！




更新間遠ですが、お仕事情報blogです。

http://amayonohoshitsuki.blog.fc2.com/







イラスト

氷堂れん

Ren Hido




９月29日生まれ　天秤座　Ｏ型

メインの二人はもちろん、どのキャラクターも個性的で描いていてとても楽しかったです。特に伍官王が好きです…！

素敵な作品のイラストを担当させて頂き幸せです…ありがとうございました！
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～あの世よの沙さ汰たも恋こい次し第だい～
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